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支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令
と
ド
イ
ツ
法
─
多
様
な
支
払
手
段
の
統
一
ル
ー
ル
創
出
の
試
み
と
そ
の
意
義
─
平
　
　
田
　
　
健
　
　
治
　
は
じ
め
に
　
日
本
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
資
金
決
済
法  
 
の
施
行
に
よ
り
、
銀
行
業
務
の
一
部
で
あ
っ
た
資
金
移
動
が
限
定
的
な
が
ら
、
銀
行
以
外
の
事
業
者
に
開
放
さ
れ
た  
 
。
こ
の
動
き
は
、
世
界
的
傾
向
に
対
処
し
た
も
の
で
あ
り
、
業
務
内
容
に
対
応
し
た
規
律
を
ほ
ど
こ
す
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
、
欧
州
連
合
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令
と
そ
の
民
事
法
部
分
の
国
内
法
化
で
あ
る
ド
イ
ツ
民
法
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
副
編
も
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
指
令
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
概
念
を
通
じ
て
包
括
的
な
規
律
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
支
払
方
法
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
規
律
と
一
般
的
ル
ー
ル
の
交
錯
な
ど
の
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
日
本
法
と
の
比
較
で
は
、
よ
り
包
括
的
か
つ
詳
細
な
規
律
と
し
て
、
将
来
的
に
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
（
１
）
（
２
）
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論
説
経
緯
　
欧
州
連
合
は
、
多
様
な
支
払
手
段
（
振
込
、
電
子
マ
ネ
ー
、
電
子
支
払
）
に
つ
い
て
、
多
様
な
立
法
手
段
（
規
則
、
指
令
、
勧
告
）
を
通
じ
て
、
域
内
に
お
け
る
そ
の
統
一
を
漸
進
的
に
試
み
て
き
た
。
さ
ら
に
、
欧
州
連
合
で
は
、
二
〇
〇
七
年
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令  
 
が
成
立
し
、
加
盟
国
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
末
ま
で
に
国
内
法
化
す
る
よ
う
迫
ら
れ
た
。
本
指
令
で
い
う
支
払
処
理
（
支
払
過
程
）
（paym
ent
transaction
    
   
 
        
）
は
支
払
人
と
受
取
人
の
間
の
原
因
関
係
に
依
存
し
な
い
も
の
と
定
義
さ
れ
て
お
り
（
指
令
四
条
五
号
、
ド
民
六
七
五
ｆ
条
三
項
）、
以
下
で
は
、
通
常
は
原
因
関
係
の
消
滅
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
「
決
済
」
で
は
な
く
、「
支
払
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
表
現
を
用
い
る
。
立
法
の
趣
旨
は
、
よ
り
一
層
の
欧
州
連
合
域
内
で
の
支
払
・
決
済
の
円
滑
化
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
の
振
込
指
令
が
、
域
内
加
盟
国
間
で
の
口
座
振
込
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
国
内
取
引
も
含
め
、
さ
ら
に
、
現
金
や
小
切
手
な
ど
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
支
払
取
引
一
般
に
適
用
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
。
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
消
費
者
で
は
な
い
場
合
に
は
、
取
引
条
件
や
情
報
提
供
義
務
を
扱
う
指
令
第
三
編
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
権
利
義
務
を
扱
う
第
四
編
の
一
部
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
異
な
る
合
意
を
許
容
し
、
消
費
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
部
を
強
行
規
定
と
し
て
い
る
（
前
加
理
由
二
〇
、
指
令
三
〇
条
一
項
、
五
一
条
一
項
）。
ま
た
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
（paym
ent
service
provider
    
   
     
       
  
）
の
類
型
に
、
従
来
の
信
用
機
関
（credit
institution
       
   
   
）
や
電
子
マ
ネ
ー
機
関
（electronic
m
oney
institution)
  
  
   
  
      
   
    
な
ど
に
加
え
、
支
払
機
関
（paym
ent
institution
    
   
 
   
   
）
を
創
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
内
容
・
リ
ス
ク
に
応
じ
た
規
制
・
義
務
を
定
立
し
た
。
な
お
、
本
指
令
は
、
近
時
の
立
法
傾
向
に
従
い
、
加
盟
国
が
国
内
法
化
の
際
に
裁
量
の
余
地
を
認
め
な
い
完
全
調
和
を
旨
と
す
る
が
、
個
別
の
点
で
は
若
干
の
例
外
を
認
め
る
の
で
完
全
調
和
の
理
想
は
完
全
に
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
（
３
）
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
内
法
化 
 
　
民
法
典
の
第
一
二
章
の
タ
イ
ト
ル
が
、「
委
任
と
事
務
処
理
契
約
」
か
ら
、「
委
任
、
事
務
処
理
契
約
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
」
と
変
更
さ
れ
、
そ
の
下
で
、
委
任
、
事
務
処
理
契
約
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
各
副
編
が
続
く
。
こ
の
最
後
の
副
編
（
以
下
、
本
副
編
）
が
従
来
の
「
振
込
契
約
」「
支
払
契
約
」「
ジ
ー
ロ
契
約
」
を
置
き
換
え
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
す
る
契
約
は
「
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
」（
ド
民
六
七
五
ｆ
条
）
と
定
義
さ
れ
、
事
務
処
理
契
約
の
一
種
で
あ
り
、
委
任
の
規
定
が
一
部
準
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
副
編
は
電
子
マ
ネ
ー
の
発
行
・
利
用
に
関
す
る
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
て
負
う
情
報
提
供
義
務
の
内
容
は
、
民
法
施
行
法
二
四
八
条
一
項
か
ら
一
六
項  
 
に
定
め
ら
れ
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
は
、
単
発
的
な
単
一
支
払
処
理
（single
paym
ent
transaction)
  
  
     
   
 
         
と
継
続
的
な
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
（fram
ew
ork
contract)
 
  
  
        
   
に
分
け
ら
れ
、
情
報
提
供
義
務
の
内
容
も
、
こ
の
二
つ
の
類
型
の
特
質
に
応
じ
て
、
後
者
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
に
規
定
さ
れ
る  
 
。
従
来
の
ジ
ー
ロ
口
座
契
約
等
は
、
後
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
枠
契
約
は
、
他
の
契
約
の
一
部
で
あ
っ
た
り
、
他
の
契
約
と
関
連
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
枠
契
約
の
変
更
と
終
了
に
つ
い
て
は
、
指
令
四
四
条
、
四
五
条
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
。
支
払
処
理
　
支
払
処
理
（paym
ent
transaction)
    
   
 
         
は
、
一
定
金
額
の
供
給
、
送
付
、
引
出
（
指
令
四
条
五
号
、
ド
民
六
七
五
ｆ
条
三
項
一
文
）
で
あ
る
。
支
払
処
理
は
、
支
払
人
に
よ
る
、
事
前
の
同
意
ま
た
は
（
事
前
の
合
意
を
前
提
と
す
る
）
事
後
の
同
意
に
よ
り
権
限
付
与
さ
（
４
）
（
５
）
（
６
）
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れ
（authorised)
   
   
   
、
有
効
と
な
る
（
ド
民
六
七
五
ｊ
条
一
項
一
文
）。
事
後
の
同
意
の
例
と
し
て
、
従
前
の
取
立
授
権
手
続
（E
E
V
 
 
 
）
が
あ
る
。
同
意
は
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ
の
到
達
後
は
原
則
と
し
て
撤
回
で
き
な
い
（
指
令
六
六
条
、
ド
民
六
七
五
ｊ
条
二
項
）。
同
意
が
支
払
（
認
証
）
手
段
を
用
い
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
利
用
上
限
額
を
合
意
で
き
る
（
ド
民
六
七
五
ｋ
条
）。
こ
れ
は
、
無
権
限
な
第
三
者
に
よ
る
支
払
（
認
証
）
手
段
の
濫
用
に
対
す
る
対
策
の
可
能
性
を
提
供
す
る
。
支
払
手
段
（paym
ent
instrum
ent)
    
   
 
  
  
   
（
ド
民
で
は
支
払
認
証
手
段
）
と
は
、
支
払
委
託
を
開
始
さ
せ
る
デ
バ
イ
ス
か
つ
／
も
し
く
は
手
続
（
指
令
四
条
二
三
号
）
で
あ
り
、
具
体
例
と
し
て
、
デ
バ
イ
ス
利
用
の
場
合
と
し
て
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
Ｐ
Ｉ
Ｎ
と
と
も
に
使
う
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
署
名
も
し
く
は
Ｐ
Ｉ
Ｎ
と
と
も
に
使
う
場
合
、
手
続
の
場
合
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
い
る
場
合
、
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
い
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
金
や
小
切
手
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
支
払
手
段
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
、
振
込
、
振
替
の
よ
う
な
支
払
手
続
そ
の
も
の
は
、
こ
こ
で
い
う
支
払
認
証
手
段
で
は
な
い
。
ま
た
、
電
子
振
替
手
続
で
、
支
払
カ
ー
ド
か
ら
口
座
デ
ー
タ
の
み
が
読
み
取
ら
れ
、
取
立
授
権
振
替
が
作
成
さ
れ
る
場
合
は
、
支
払
委
託
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
の
カ
ー
ド
は
支
払
認
証
手
段
で
は
な
い
。
支
払
人
の
義
務
　
支
払
人
は
、
支
払
認
証
手
段
の
受
領
後
は
、
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
を
安
全
に
保
管
す
る
義
務
を
負
い
、
そ
の
遺
失
、
盗
難
、
濫
用
等
を
知
っ
た
後
は
遅
滞
な
く
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
指
令
五
六
条
、
ド
民
六
七
五
ｌ
条
）。
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
は
、
具
体
的
に
は
、
暗
証
番
号
、
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の
権
限
付
与
を
可
能
に
す
る
諸
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
支
払
人
が
安
全
特
徴
を
安
全
に
保
管
し
な
か
っ
た
た
め
に
認
証
手
段
の
濫
用
が
生
じ
、
提
供
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
一
定
限
度
で
の
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
（
ド
民
六
七
五
ｖ
条
一
項
）。
但
し
、
支
払
人
に
故
意
も
し
く
は
論　　　説
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重
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
、
賠
償
責
任
の
範
囲
は
制
約
さ
れ
な
い
（
ド
民
六
七
五
ｖ
条
二
項
）。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
義
務 
─
認
証
手
段
の
安
全
確
保
─
　
他
方
、
提
供
者
側
は
支
払
認
証
手
段
の
危
殆
化
等
の
場
合
に
、
当
該
手
段
の
使
用
を
不
可
能
に
さ
せ
る
こ
と
を
合
意
で
き
る
（
ド
民
六
七
五
ｋ
条
二
項
）。
使
用
を
不
可
能
に
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
理
由
が
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
再
使
用
可
能
に
す
る
か
、
新
し
い
認
証
手
段
と
取
り
替
え
る
義
務
を
負
う
。
ま
た
、
提
供
者
は
、
認
証
手
段
が
そ
の
利
用
権
限
者
の
み
に
使
用
で
き
る
よ
う
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
ド
民
六
七
五
ｍ
条
）。
ま
た
、
利
用
者
が
遺
失
等
の
報
告
を
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
原
則
と
し
て
、
利
用
者
の
求
め
が
な
い
か
ぎ
り
、
認
証
手
段
を
送
付
し
て
は
な
ら
な
い
。
支
払
委
託
　
支
払
委
託
（paym
ent
order
    
   
     
）（
定
義
は
、
指
令
四
条
一
六
号
、
ド
民
六
七
五
ｆ
条
三
項
二
文
）
は
、
そ
れ
が
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
到
達
し
た
と
き
に
有
効
と
な
る
（
ド
民
六
七
五
ｎ
条
）。
振
込
や
資
金
移
動
の
よ
う
に
、
支
払
人
に
よ
り
発
動
す
る
場
合
と
、
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
の
よ
う
に
、
受
取
人
か
ら
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
間
接
的
に
発
動
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
法
案
説
明  
 
は
前
者
を
「
押
し
（push)
     
」
支
払
、
後
者
を
「
引
っ
ぱ
り
（pull)
    
」
支
払
と
呼
ぶ
。
後
者
に
お
い
て
、
受
取
人
か
ら
発
動
さ
れ
る
場
合
と
は
、
振
替
の
場
合
が
該
当
し
、
受
取
人
を
介
し
て
発
動
さ
れ
る
場
合
と
は
、
カ
ー
ド
支
払
の
場
合
が
該
当
す
る
。
カ
ー
ド
支
払
の
場
合
に
は
、
支
払
委
託
は
支
払
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
受
領
者
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
介
し
て
伝
達
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
区
別
は
、
支
払
の
実
行
期
限
（
ド
民
六
七
五
ｓ
条
）
や
責
任
（
ド
民
六
七
五
ｘ
条
、
六
七
五
ｙ
条
）
に
つ
い
て
の
異
別
処
理
に
反
映
さ
れ
る
。
な
お
、
取
立
授
権
は
支
払
委
託
で
は
な
い
。
（
７
）
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支
払
委
託
、
支
払
権
限
付
与
の
同
意
、
支
払
処
理
発
動
が
区
別
さ
れ
る  
 
。
支
払
委
託
は
、
一
定
の
支
払
処
理
（paym
ent
    
   
transaction
 
        
）
も
し
く
は
継
続
委
託
の
よ
う
に
複
数
の
支
払
処
理
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
、
利
用
者
か
ら
自
己
の
提
供
者
へ
の
法
的
な
表
示
で
あ
り
、
通
常
は
、
枠
契
約
の
中
で
の
提
供
者
に
対
す
る
指
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
支
払
処
理
に
対
す
る
同
意
を
意
味
す
る
支
払
処
理
の
権
限
付
与
と
は
異
な
る
。
支
払
委
託
は
、
権
限
付
与
を
含
ん
で
は
い
る
が
、（
時
に
は
一
定
の
要
件
の
下
で
の
）
支
払
処
理
の
実
行
指
図
を
も
含
ん
で
い
る
。
支
払
処
理
の
発
動
と
は
以
下
の
点
で
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
委
託
が
含
む
指
図
は
、
支
払
を
直
ち
に
実
行
す
る
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
実
行
を
さ
ら
な
る
別
の
諸
要
件
、
例
え
ば
、
支
払
処
理
を
発
動
さ
せ
る
、
支
払
人
も
し
く
は
受
領
者
の
表
示
に
、
依
存
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
支
払
委
託
は
し
ば
し
ば
支
払
処
理
の
導
入
と
結
び
つ
く
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
逆
に
、
支
払
処
理
の
導
入
は
支
払
委
託
と
し
ば
し
ば
結
び
つ
く
が
、
取
立
授
権
手
続
の
よ
う
に
、
常
に
そ
う
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
撤
回
可
能
性
は
、
支
払
委
託
の
種
類
に
応
じ
て
異
な
っ
て
規
律
さ
れ
る
（
ド
民
六
七
五
ｐ
条
）。
原
則
は
、
支
払
委
託
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ
の
到
達
時
か
ら
撤
回
不
可
と
な
る
（
同
条
一
項
）。「
引
っ
ぱ
り
」
支
払
の
場
合
に
は
、
一
方
で
は
原
則
よ
り
も
受
領
者
へ
の
送
付
と
い
う
さ
ら
に
早
い
時
期
が
基
準
と
な
り
（
同
条
二
項
一
文
）、
他
方
で
は
、
振
替
の
場
合
に
は
、
満
期
日
の
前
の
営
業
日
の
終
了
と
い
う
、
原
則
よ
り
も
遅
い
基
準
時
が
適
用
さ
れ
る
（
同
条
二
項
二
文
）。
利
用
者
と
提
供
者
の
間
で
合
意
が
あ
れ
ば
、
そ
の
日
の
前
の
終
了
ま
で
撤
回
で
き
る
（
同
条
三
項
）。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
相
互
間
で
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
で
定
め
ら
れ
た
時
点
か
ら
撤
回
不
可
が
生
ず
る
（
同
条
五
項
）。
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
並
び
に
支
払
に
関
与
す
る
す
べ
て
の
介
入
組
織
は
、
支
払
の
対
象
で
あ
る
額
（
支
払
額
）
を
、
控
除
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
、
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
送
付
す
る
義
務
を
負
う
（
ド
民
六
七
五
ｑ
条
）。
（
８
）
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単
一
識
別
子
　
関
与
し
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
を
も
っ
ぱ
ら
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
単
一
識
別
子
（unique
identifier(
   
    
       
指
令
四
条
二
一
号
））
に
よ
り
実
行
す
る
権
限
を
有
す
る
（
ド
民
六
七
五
ｒ
条
）。
顧
客
標
識
（
ド
民
の
用
語
）
と
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
て
通
知
さ
れ
、
支
払
に
関
与
す
る
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
し
く
は
そ
の
支
払
口
座
が
疑
い
な
く
確
認
さ
れ
る
た
め
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
記
載
す
る
必
要
の
あ
る
、
文
字
、
数
字
、
シ
ン
ボ
ル
か
ら
な
る
一
連
の
も
の
で
あ
る
。
支
払
委
託
が
こ
の
標
識
に
一
致
し
て
実
行
さ
れ
た
場
合
、
支
払
委
託
は
、
標
識
に
よ
り
示
さ
れ
た
受
取
人
に
関
し
て
正
当
に
実
行
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
情
報
、
例
え
ば
、
口
座
番
号
や
受
取
人
名
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
は
な
く
、
仮
に
支
払
人
が
そ
の
よ
う
な
付
随
情
報
を
記
載
し
た
と
し
て
も
、
関
与
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
そ
の
情
報
を
標
識
の
誤
記
を
認
識
す
る
た
め
に
利
用
す
る
必
要
は
な
い
（
指
令
七
四
条
三
項
）。
こ
れ
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
指
令
が
要
求
す
る
短
期
の
実
行
期
間
内
に
処
理
す
る
た
め
に
は
、
完
全
に
自
動
機
械
処
理
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
も
っ
と
も
、
支
払
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
顧
客
標
識
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ
て
、
明
ら
か
に
、
支
払
受
取
人
も
し
く
は
支
払
口
座
に
関
連
づ
け
え
な
い
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
遅
滞
な
く
支
払
人
に
こ
の
点
を
通
知
し
、
必
要
な
場
合
に
は
支
払
額
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
（
ド
民
同
条
三
項
）。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
義
務 
─
支
払
処
理
の
実
行
期
限
─
　
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、「
支
払
額
」
が
、
遅
く
と
も
、
支
払
委
託
の
到
達
時
に
続
く
営
業
日
（business
day)
    
        
の
終
了
ま
で
に
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
届
く
よ
う
確
保
す
る
義
務
を
負
う
（
指
令
六
四
条
一
項
、
六
九
条
一
項
、
ド
民
六
七
五
ｓ
条
一
項
）。
こ
れ
は
、
振
込
指
令
六
条
一
項
が
指
図
受
領
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
営
業
日
以
内
に
受
取
人
の
銀
行
口
座
へ
の
入
金
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記
帳
を
要
請
し
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
大
幅
な
処
理
時
間
の
短
縮
で
あ
る
。「
支
払
受
取
人
か
ら
も
し
く
は
支
払
受
取
人
を
介
し
て
」
依
頼
さ
れ
る
支
払
で
は
、
支
払
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、「
支
払
委
託
」
を
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
受
取
人
と
そ
の
提
供
者
の
間
で
「
合
意
」
さ
れ
た
期
限
内
に
送
付
す
る
義
務
を
負
う
（
指
令
六
九
条
三
項
、
ド
民
六
七
五
ｓ
条
二
項
）。
す
な
わ
ち
、
ド
民
同
条
一
項
で
は
金
銭
の
流
れ
が
、
誰
が
発
動
し
た
か
を
問
わ
ず
に
規
律
さ
れ
、
二
項
で
は
、
指
図
を
転
送
す
る
流
れ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
受
取
人
か
ら
発
動
さ
れ
る
場
合
に
は
、
二
項
の
流
れ
の
後
に
、
一
項
の
流
れ
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
限
が
問
題
と
な
る
。
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
額
が
自
己
の
口
座
に
届
い
た
後
に
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
額
を
受
取
人
の
処
分
可
能
と
さ
せ
（
貸
方
記
入
）、
利
息
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
義
務
を
負
う
（
指
令
六
九
条
二
項
、
七
三
条
一
項
、
ド
民
六
七
五
ｔ
条
）。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
義
務 
─
無
権
限
支
払
─
　
権
限
付
与
さ
れ
な
い
支
払
の
場
合
に
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
人
に
対
し
て
、
自
己
の
費
用
償
還
請
求
権
を
有
し
な
い
。
提
供
者
は
、
支
払
人
に
対
し
、
支
払
額
を
遅
滞
な
く
償
還
し
（
指
令
六
〇
条
一
項
）、
当
該
額
が
支
払
口
座
に
借
方
記
入
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
こ
の
支
払
口
座
を
、
権
限
付
与
の
な
い
支
払
に
よ
る
借
方
記
入
が
な
け
れ
ば
存
し
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
原
状
回
復
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
ド
民
六
七
五
ｕ
条
）。
支
払
人
の
義
務 
─
認
証
手
段
の
遺
失
あ
る
い
は
盗
難
─
　
権
限
付
与
さ
れ
て
い
な
い
支
払
が
、
遺
失
も
し
く
は
盗
難
に
よ
る
支
払
認
証
手
段
の
利
用
に
も
と
づ
く
場
合
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
「
一
五
〇
ユ
ー
ロ
の
限
度
で
」
請
求
で
き
る
。
損
害
が
、「
そ
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の
他
の
、
支
払
認
証
手
段
の
濫
用
的
利
用
」
の
結
果
と
し
て
生
じ
、
か
つ
支
払
人
が
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
を
安
全
に
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
。
支
払
人
は
、
さ
ら
に
、
支
払
人
が
詐
欺
的
意
図
で
当
該
支
払
を
可
能
に
さ
せ
た
場
合
ま
た
は
故
意
も
し
く
は
重
過
失
で
支
払
権
限
付
与
手
段
の
安
全
な
保
管
義
務
（
指
令
五
六
条
）
等
に
反
し
た
場
合
に
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
対
し
て
、
権
限
付
与
さ
れ
な
い
支
払
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
「
す
べ
て
の
」
賠
償
義
務
を
負
う
（
指
令
六
一
条
二
項
）。
た
だ
し
、
支
払
人
は
、
遺
失
等
の
「
通
知
の
後
に
」
支
払
認
証
手
段
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
ず
る
損
害
の
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
（
指
令
六
一
条
四
項
、
ド
民
六
七
五
ｖ
条
三
項
）。
以
上
の
仕
組
み
に
よ
り
、
支
払
人
に
、
責
任
額
に
上
限
が
あ
る
と
は
い
え
、
無
過
失
責
任
が
生
ず
る
遺
失
も
し
く
は
盗
難
を
回
避
し
、
ま
た
生
じ
た
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
早
く
通
知
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
指
令
前
加
理
由
三
二
）。
な
お
、「
そ
の
他
の
、
支
払
認
証
手
段
の
濫
用
的
利
用
」
の
表
現
は
、
安
全
特
徴
が
有
体
物
で
は
な
く
、
遺
失
や
盗
難
を
語
り
え
な
い
た
め
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
ド
の
表
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
の
濫
用
は
、
そ
れ
が
認
証
手
段
で
も
安
全
特
徴
で
も
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
含
ま
れ
な
い
。
カ
ー
ド
や
署
名
の
偽
造
も
含
ま
れ
な
い
。
権
限
付
与
が
争
わ
れ
る
場
合 
─
立
証
責
任
─
　
実
行
さ
れ
た
支
払
の
権
限
付
与
が
争
わ
れ
る
場
合
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
認
証
（authentication
   
        
）（
指
令
四
条
一
九
号
）
が
な
さ
れ
、
支
払
が
規
則
通
り
に
記
入
、
記
帳
さ
れ
、
障
害
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
指
令
五
九
条
一
項
）。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
特
定
の
支
払
認
証
手
段
並
び
に
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
の
利
用
を
手
続
に
よ
り
検
証
し
た
場
合
に
は
、
認
証
が
な
さ
れ
て
い
る
（
ド
民
六
七
五
ｗ
条
）。
支
払
が
支
払
認
証
手
段
に
よ
り
発
動
さ
れ
た
場
合
、
支
払
認
証
手
段
の
利
用
並
び
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
る
認
証
の
記
録
だ
け
で
は
、
支
払
人
の
主
観
的
態
様
が
問
題
と
な
る
場
合
の
立
証
の
た
め
に
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、
個
々
の
事
案
の
事
実
関
係
が
自
由
心
証
主
義
の
下
で
判
断
さ
れ
る
。
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包
括
的
に
権
限
付
与
し
た
場
合
の
救
済 
─
再
貸
方
記
入
─
　
ホ
テ
ル
の
予
約
や
車
の
レ
ン
タ
ル
の
際
に
、
正
確
な
額
を
確
認
し
な
い
で
、
カ
ー
ド
に
よ
る
決
済
を
依
頼
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
支
払
人
が
事
前
に
同
意
し
、
支
払
処
理
の
実
行
は
受
領
者
に
委
ね
ら
れ
、
自
ら
決
定
し
得
な
い
こ
と
か
ら
支
払
人
に
生
じ
う
る
リ
ス
ク
を
一
定
の
範
囲
で
考
慮
す
る
の
が
、
こ
こ
で
の
救
済
で
あ
る
（
ド
民
六
七
五
ｘ
条
一
項
）。
権
限
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
場
合
だ
か
ら
、
カ
ー
ド
支
払
、
引
落
委
託
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
が
含
ま
れ
、
取
立
授
権
を
含
ま
な
い
。
実
行
の
瑕
疵 
─
支
払
人
か
ら
の
発
動
─
　
支
払
が
支
払
人
か
ら
発
動
さ
れ
た
場
合
、
支
払
人
は
、
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
瑕
疵
あ
る
場
合
で
、
し
か
し
支
払
人
か
ら
資
金
は
流
出
し
て
い
る
場
合
、
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
、
支
払
額
の
遅
滞
な
く
か
つ
控
除
さ
れ
な
い
償
還
を
請
求
で
き
る
。
当
該
額
が
支
払
人
の
支
払
口
座
に
借
方
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
支
払
口
座
は
、
瑕
疵
あ
る
支
払
が
な
け
れ
ば
存
し
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
原
状
回
復
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
前
加
理
由
四
六
、
指
令
七
五
条
、
ド
民
六
七
五
ｙ
条
一
項
一
文
、
二
文：
無
過
失
責
任
）。
上
記
の
場
合
に
該
当
す
る
の
は
、
支
払
額
の
一
部
控
除
、
実
行
の
遅
延
、
誤
っ
た
受
取
人
へ
の
入
金
、
実
行
が
一
度
も
試
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
支
払
額
の
完
全
な
喪
失
な
ど
で
あ
る
。
支
払
額
か
ら
、
不
当
に
対
価
が
控
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
控
除
さ
れ
た
額
を
、
受
取
人
に
遅
滞
な
く
送
付
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
指
令
六
七
条
三
項
一
文
、
ド
民
六
七
五
ｙ
条
一
項
三
文
）。
こ
れ
は
、
支
払
人
は
通
常
、
支
払
の
動
機
と
し
て
原
因
関
係
の
決
済
を
目
的
と
し
て
お
り
、
控
除
さ
れ
た
額
を
自
ら
受
け
取
る
よ
り
も
、
受
取
人
が
不
足
額
を
直
ち
に
受
け
取
る
方
が
都
合
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
免
責
の
可
能
性
は
、
不
可
抗
力
の
場
合
（
指
令
七
八
条
、
ド
民
六
七
六
ｃ
条
）
と
、
受
領
者
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
資
金
を
既
に
受
領
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
（
指
令
七
五
条
一
項
但
書
、
ド
民
六
七
五
ｙ
条
一
項
四
文
）
に
許
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
受
取
人
が
予
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定
よ
り
遅
く
受
け
取
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
利
益
の
規
律
は
、
指
令
に
は
な
く
、
通
常
の
過
失
責
任
の
枠
組
み
で
請
求
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
正
し
い
実
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
通
知
を
支
払
人
が
著
し
く
遅
延
し
た
場
合
（
指
令
五
八
条
）、
支
払
人
に
よ
る
単
一
識
別
子
の
記
載
の
不
正
確
さ
に
起
因
す
る
場
合
（
指
令
七
四
条
二
項
）
も
免
責
さ
れ
る
。
実
行
の
瑕
疵 
─
受
領
者
か
ら
の
発
動
─
　
支
払
処
理
が
、
受
取
人
か
ら
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
発
動
し
た
場
合
に
は
、
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
委
託
の
正
確
な
伝
達
に
責
を
負
う
（
指
令
七
五
条
二
項
）。
受
取
人
は
、
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
瑕
疵
あ
る
場
合
に
、
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
こ
の
「
支
払
委
託
」
を
遅
滞
な
く
、
必
要
な
ら
ば
新
た
に
、
支
払
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
送
付
す
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
。
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
自
己
が
、
受
取
人
に
対
し
て
支
払
処
理
の
実
行
に
際
し
て
負
う
義
務
を
履
行
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、
支
払
人
の
提
供
者
は
、
支
払
人
に
対
し
て
、
必
要
な
ら
ば
遅
滞
な
く
控
除
さ
れ
て
い
な
い
支
払
額
を
、
償
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
ド
民
六
七
五
ｙ
条
二
項
）。
責
任
負
担
者
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
の
原
因
が
、
別
の
提
供
者
の
も
し
く
は
中
間
介
入
組
織
の
責
任
領
域
に
あ
る
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
利
用
者
の
請
求
権
の
履
行
に
よ
り
自
己
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
、
別
の
提
供
者
も
し
く
は
中
間
介
入
組
織
に
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
指
令
七
七
条
、
ド
民
六
七
六
ａ
条
）。
本
指
令
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
利
用
者
の
間
の
規
律
が
中
心
で
あ
る
が
、
責
任
の
な
い
提
供
者
が
責
任
の
あ
る
関
係
者
に
求
償
し
う
る
と
い
う
規
律
を
置
く
こ
と
で
相
互
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
（
前
加
理
由
四
七
）。
こ
の
求
償
権
は
、
過
失
責
任
で
は
な
く
、
ま
た
当
事
者
間
に
契
約
関
係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
。
本
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指
令
に
よ
る
救
済
を
超
え
る
付
加
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
の
契
約
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
法
に
従
い
判
断
さ
れ
る
（
指
令
七
六
条
）。
ド
イ
ツ
法
の
文
脈
に
お
け
る
評
価
と
問
題
点 
 
契
約
法
と
の
関
連
で
の
意
義
　
今
後
は
、
振
込
の
み
で
は
な
く
、
重
要
な
支
払
手
段
は
す
べ
て
こ
の
指
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
こ
と
、
し
か
し
、
規
律
は
個
々
の
支
払
手
段
ご
と
に
分
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
支
払
処
理
の
各
段
階
ご
と
に
す
べ
て
の
支
払
手
段
に
つ
い
て
共
通
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
振
込
、
振
替
、
カ
ー
ド
支
払
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
）
と
い
う
三
つ
の
重
要
な
手
段
が
一
般
的
に
把
握
さ
れ
た
が
、
歴
史
的
に
、
機
能
的
に
、
リ
ス
ク
上
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
手
段
相
互
の
事
情
を
ど
う
考
慮
す
る
か
の
問
題
が
生
ず
る
。
ま
た
、
指
令
の
ル
ー
ル
は
、
明
示
黙
示
に
特
定
の
支
払
手
段
と
の
関
連
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
が
、
全
体
と
し
て
の
見
通
し
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る  
 
。
し
か
し
、
こ
の
事
情
は
、
消
費
者
契
約
と
商
事
契
約
、
交
換
契
約
と
長
期
契
約
、
交
渉
済
み
契
約
と
約
款
契
約
な
ど
、
総
則
自
体
が
分
化
拡
大
し
て
い
く
将
来
の
法
モ
デ
ル
た
り
う
る
。
ま
た
、
こ
の
指
令
と
そ
の
国
内
法
化
の
民
法
へ
の
編
入
に
よ
り
、
消
費
者
契
約
法
的
に
刻
印
さ
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
は
、
企
業
法
的
観
点
、
す
な
わ
ち
商
事
法
と
銀
行
法
の
観
点
に
よ
り
拡
張
さ
れ
た
。
　
完
全
調
和
原
則
に
よ
っ
て
、
個
々
の
ル
ー
ル
の
解
釈
や
未
規
律
の
部
分
の
解
釈
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
最
終
決
定
に
依
存
す
る
。
し
か
し
、
一
般
条
項
や
合
意
に
よ
る
変
更
可
能
性
は
、
こ
の
調
和
を
幻
想
と
し
か
ね
な
い
。
（
９
）
（
　
）
１０
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従
来
の
法
状
況
と
の
対
比
　
振
込
に
つ
い
て
は
、
振
込
指
令
に
よ
る
変
更
以
前
の
状
態
に
戻
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
以
前
の
委
任
法
モ
デ
ル  
 
に
戻
り
、
契
約
の
三
分
類  
 
（
振
込
契
約
、
支
払
契
約
、
ジ
ー
ロ
契
約
）
は
も
は
や
用
い
ら
れ
な
い
点
は
、
ド
グ
マ
上
の
明
確
さ
を
回
復
さ
せ
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。
枠
契
約
は
従
来
の
ジ
ー
ロ
契
約
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
振
込
委
託
は
、
も
は
や
契
約
で
は
な
く
、
一
方
的
指
図
権
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
　
振
替
に
つ
い
て
は
、
初
め
て
法
定
の
枠
組
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
振
替
で
は
、
権
限
付
与
が
事
後
的
に
も
可
能
な
こ
と
、
支
払
が
完
全
に
処
理
さ
れ
た
あ
と
で
も
異
議
が
可
能
な
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
支
払
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
権
限
付
与
が
到
達
し
て
か
ら
は
、
振
込
手
続
ル
ー
ル
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
、
手
続
発
動
主
体
と
撤
回
可
能
性
の
点
で
異
な
る
。
　
カ
ー
ド
支
払
に
つ
い
て
も
、
初
め
て
法
定
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
濫
用
ル
ー
ル
が
重
要
で
あ
る
。
カ
ー
ド
に
は
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
現
金
の
払
出
、ec/M
aestro-K
arte
 
   
    
  
   
、girocard
 
 
     
な
ど
に
よ
る
即
時
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
信
用
付
与
が
あ
る
。
　
そ
れ
以
外
に
、
電
子
マ
ネ
ー
（
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
た
も
の
と
ネ
ッ
ト
サ
ー
バ
ー
に
格
納
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
）、
口
座
を
介
さ
な
い
資
金
移
動
が
、
指
令
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
。
従
来
の
振
替
手
続
と
の
関
係  
 
　
ド
イ
ツ
法
で
は
、
従
来
、
振
替
の
機
能
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
取
立
授
権
手
続
（
Ｅ
Ｅ
Ｖ
）
と
引
落
委
託
手
続
（
Ａ
Ａ
Ｖ
）
が
あ
っ
た
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｖ
は
一
九
六
九
年
の
金
融
機
関
相
互
の
協
定
に
よ
っ
て
普
及
し
た
。
ま
た
、
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
法
的
位
置
づ
け
も
な
さ
れ
た
。
前
者
が
普
及
し
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
が
、
今
回
の
指
令
の
規
律
枠
組
に
対
応
す
る
の
か
ど
う
か
、
が
問
題
と
な
（
　
）
１１
（
　
）
１２
（
　
）
１３
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る
。
さ
ら
に
、
欧
州
の
主
要
な
銀
行
が
参
加
す
る
欧
州
支
払
委
員
会
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ  
 
）
が
進
め
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
具
体
的
に
は
業
者
間
の
相
互
協
定
と
し
て
の
共
通
ル
ー
ル  
 
策
定
に
お
け
る
一
つ
の
具
体
化
と
し
て
の
、
振
替
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
（D
irect
D
ebit
 
 
   
 
    
Schem
e
Rulebook
     
     
    
）
に
よ
る
ル
ー
ル
と
、
既
存
の
二
つ
の
振
替
方
式
の
関
係
も
問
題
と
な
る
。
　
一
方
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
手
続
が
従
来
の
Ｅ
Ｅ
Ｖ
を
排
除
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
他
方
で
は
、
従
来
の
Ｅ
Ｅ
Ｖ
は
国
内
支
払
に
つ
い
て
は
適
切
で
あ
り
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
手
続
は
、
選
択
肢
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
意
見
が
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
信
用
機
関
に
お
け
る
手
続
転
換
の
コ
ス
ト
、
対
価
取
得
の
可
能
性
や
顧
客
に
と
っ
て
の
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
の
変
化
が
あ
る
。
　
Ｅ
Ｅ
Ｖ
手
続
に
つ
い
て
、
判
例
通
説
は
、
支
払
義
務
者
と
債
務
者
銀
行
の
補
償
関
係
に
お
い
て
、
債
務
者
銀
行
が
支
払
義
務
者
に
対
し
て
費
用
償
還
請
求
権
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
は
、
支
払
義
務
者
に
よ
る
Ｅ
Ｅ
Ｖ
実
行
に
つ
い
て
の
、
事
務
処
理
法
上
の
追
認
を
必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
義
務
者
の
側
の
、
債
務
者
銀
行
に
よ
る
振
替
実
行
の
事
後
的
権
限
付
与
が
必
要
で
あ
る
。
　
指
令
に
は
、
多
く
の
場
合
、
個
々
の
支
払
手
段
に
特
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
加
盟
国
は
、
国
内
法
化
に
あ
た
り
、
個
々
の
支
払
手
段
ご
と
に
、
指
令
の
一
般
規
定
を
分
節
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
権
限
付
与
に
つ
い
て
い
え
ば
、
指
令
は
五
四
条
一
項
に
規
定
を
置
く
。
ド
イ
ツ
民
法
は
、
六
七
五
ｊ
条
一
項
で
、
事
前
の
同
意
、
事
後
の
追
認
に
つ
い
て
の
規
定
を
置
く
。
前
者
は
、
事
務
処
理
法
上
の
指
図
で
あ
り
、
後
者
は
、
事
務
処
理
法
上
の
追
認
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
当
事
者
の
事
前
の
合
意
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
が
約
款
も
し
く
は
ひ
な
形
で
十
分
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
長
く
、
判
例
と
実
務
は
、
約
款
に
よ
る
処
理
を
承
認
し
て
き
て
お
り
、
改
正
後
も
、
予
め
の
合
意
に
よ
り
、
権
限
付
与
は
、
事
後
的
に
、
遅
く
と
も
、
一
定
期
間
（
年
次
計
算
書
受
領
後
六
ヶ
月
）
の
経
過
後
に
生
ず
る
推
定
に
よ
り
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
以
上
に
よ
り
、
改
正
後
も
、
Ｅ
Ｅ
Ｖ
振
替
は
存
続
し
う
る
。
（
　
）
１４
（
　
）
１５
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Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
手
続
の
概
要
　
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
手
続
で
は
、
支
払
受
領
者
は
、
申
請
に
よ
り
、
加
盟
国
中
央
銀
行
か
ら
特
定
番
号
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
は
、
支
払
義
務
者
が
支
払
受
領
者
に
対
し
て
通
知
す
る
委
任
に
由
来
す
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
支
払
義
務
者
は
、
現
金
を
用
い
ず
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
手
続
に
よ
る
履
行
に
つ
い
て
、
受
領
者
が
自
己
の
口
座
か
ら
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
手
続
に
よ
る
振
替
に
同
意
す
る
。
他
方
で
、
こ
の
委
任
は
、
支
払
銀
行
に
、
取
立
銀
行
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
振
替
額
を
、
受
領
者
に
発
す
る
指
図
に
従
い
、
自
己
の
口
座
に
借
方
記
入
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
以
上
の
点
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
、
取
立
授
権
（
Ｅ
Ｅ
Ｖ
）
と
異
な
り
、
引
落
委
託
（
Ａ
Ａ
Ｖ
）
と
同
様
に
、
支
払
義
務
者
の
支
払
銀
行
へ
の
一
般
的
指
図
を
基
礎
に
、
額
と
し
て
確
定
さ
れ
た
振
替
実
行
の
た
め
の
、
具
体
化
さ
れ
た
個
別
指
図
は
、
支
払
受
領
者
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
受
領
者
は
、
支
払
銀
行
の
一
般
的
権
限
付
与
を
個
々
の
提
出
さ
れ
る
振
替
委
託
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
具
体
化
さ
せ
る
権
限
を
支
払
義
務
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
継
起
振
替
で
は
、
受
領
者
は
、
額
に
つ
い
て
も
自
ら
決
定
す
る
た
め
、
も
は
や
単
な
る
表
示
使
者
で
は
な
い
。
　
こ
の
委
任
は
、
支
払
義
務
者
の
自
筆
署
名
に
よ
る
紙
に
よ
る
書
面
が
必
要
で
あ
り
、
選
択
的
に
電
子
方
式
も
可
能
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
支
払
義
務
者
に
対
し
て
受
領
者
が
振
替
に
つ
い
て
そ
の
額
と
借
方
記
入
EU支払サービス指令とドイツ法
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???????
??????
????
???????
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??????
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?????
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予
定
日
を
支
払
日
の
遅
く
と
も
一
四
日
前
に
事
前
通
知
す
る
。
　
委
任
が
紙
の
場
合
に
は
、
受
領
者
は
、
振
込
依
頼
の
提
示
前
に
、
そ
の
委
任
を
電
子
デ
ー
タ
化
し
、
か
つ
紙
の
委
任
を
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
、
電
子
デ
ー
タ
化
は
、
そ
れ
に
続
く
処
理
が
完
全
に
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
作
業
を
介
せ
ず
に
自
動
化
さ
れ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
　
支
払
受
領
者
は
こ
の
委
任
デ
ー
タ
を
振
替
実
行
デ
ー
タ
と
と
も
に
、
履
行
期
限
の
一
四
日
よ
り
早
く
は
な
く
、
取
立
銀
行
に
提
出
し
、
こ
の
取
立
銀
行
は
、
仲
介
の
決
済
機
関
（
Ｃ
Ｓ
Ｍ
）
な
ど
を
介
し
て
、
支
払
義
務
者
の
銀
行
に
送
付
す
る
。
　
支
払
銀
行
は
、
満
期
日
に
義
務
者
の
口
座
に
借
方
記
入
し
、
同
日
に
、
取
立
銀
行
に
振
替
額
が
回
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
銀
行
間
の
支
払
調
整
が
な
さ
れ
る
。
　
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
手
続
が
瑕
疵
な
く
処
理
さ
れ
な
か
っ
た
四
種
類
の
場
合
に
は
、
特
別
の
処
理
が
規
律
し
、
標
準
化
さ
れ
た
処
理
記
述
と
拘
束
的
な
デ
ー
タ
文
記
述
が
あ
る
。
　
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
規
律
は
、
銀
行
間
で
あ
り
、
受
領
者
と
取
立
銀
行
、
義
務
者
と
支
払
銀
行
、
義
務
者
と
受
領
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
は
、
規
律
し
な
い
。
　
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
手
続
で
は
、
指
令
の
民
事
規
律
と
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
規
律
が
協
働
し
、
そ
の
背
後
に
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
参
加
国
の
事
務
処
理
法
が
控
え
る
。
　
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
手
続
の
委
任
に
含
ま
れ
て
い
る
、
支
払
義
務
者
か
ら
支
払
銀
行
へ
の
権
限
付
与
表
示
が
、
支
払
受
領
者
、
取
立
銀
行
、
仲
介
機
関
な
ど
を
介
し
て
伝
達
さ
れ
る
点
か
ら
、
法
的
困
難
が
生
ず
る
。
　
支
払
義
務
者
か
ら
支
払
銀
行
に
至
る
回
り
道
の
過
程
に
お
け
る
中
間
者
は
、
委
任
の
内
容
を
変
更
す
る
権
限
は
な
い
の
で
、
表
示
使
者
と
法
的
性
質
決
定
で
き
る
が
、
委
任
が
紙
媒
体
の
場
合
に
は
、
支
払
受
領
者
に
お
け
る
電
子
デ
ー
タ
化
が
介
在
し
、
委
任
に
つ
い
て
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原
則
と
し
て
書
面
形
式
を
要
求
す
る
判
例
と
対
応
し
な
い
。
し
か
し
、
指
令
五
四
条
二
項
四
項
、
ド
民
六
七
五
ｊ
一
項
二
文
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
権
限
付
与
表
示
の
形
式
と
手
続
は
、
支
払
義
務
者
と
支
払
銀
行
の
間
の
合
意
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
も
し
く
は
補
償
関
係
に
お
け
る
特
別
条
項
に
お
い
て
、
委
任
に
含
ま
れ
る
権
限
付
与
表
示
の
本
来
要
求
さ
れ
る
方
式
で
の
到
達
は
放
棄
す
る
旨
の
合
意
が
必
要
と
な
る
。
　
支
払
義
務
者
が
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
手
続
全
体
か
ら
離
脱
す
る
場
合
と
個
別
の
振
替
実
行
を
や
め
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
は
、
支
払
義
務
者
は
支
払
銀
行
に
対
し
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
を
解
約
す
る
。
後
者
で
は
、
対
価
関
係
に
お
い
て
支
払
受
領
者
に
付
与
さ
れ
た
委
任
の
み
を
解
消
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
意
を
も
解
消
す
る
が
、
指
令
六
六
条
が
い
う
撤
回
可
能
時
点
の
制
約
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
一
般
的
に
は
、
振
替
の
実
行
ま
で
は
撤
回
可
能
な
ル
ー
ル
を
特
別
法
と
し
て
短
縮
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
以
降
で
撤
回
が
可
能
な
の
は
、
支
払
義
務
者
と
支
払
銀
行
が
合
意
し
、
支
払
受
領
者
が
同
意
し
た
場
合
の
み
で
あ
る
（
指
令
六
六
条
五
項
一
文
二
文
、
ド
民
六
七
五
ｐ
条
四
項
一
文
二
文
）。
従
来
の
振
替
手
続
と
の
比
較
　
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
手
続
の
従
来
の
手
続
と
比
較
し
て
の
長
所
は
、
支
払
義
務
者
と
支
払
受
領
者
が
異
な
る
加
盟
国
に
所
在
す
る
場
合
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
手
続
に
よ
り
、
金
銭
債
務
は
取
立
債
務
と
な
る
の
で
、
支
払
義
務
者
は
満
期
を
監
視
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
債
権
者
側
か
ら
は
、
振
替
実
行
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
得
す
る
。
ま
た
、
権
限
付
与
は
事
前
に
与
え
ら
れ
る
の
で
、
事
後
的
追
認
に
依
存
し
な
く
な
る
。
他
方
で
は
、
以
下
の
短
所
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
受
領
者
は
、
中
央
銀
行
よ
り
特
定
番
号
を
取
得
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
従
う
拘
束
的
形
式
と
内
容
の
デ
ー
タ
文
を
書
面
方
式
か
電
子
方
式
で
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
事
前
情
報
提
供
や
電
子
デ
ー
タ
化
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
保
管
の
義
務
が
あ
る
。
振
替
実
行
後
八
週
間
は
支
払
義
務
者
は
償
還
請
求
権
の
行
使
の
可
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能
性
を
有
し
、
支
払
受
領
者
は
そ
の
間
逆
借
方
記
入
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
振
替
撤
回
の
表
示
は
、
支
払
受
領
者
と
支
払
銀
行
の
両
者
に
到
達
せ
ね
ば
万
全
で
は
な
く
、
そ
の
リ
ス
ク
が
潜
在
す
る
。
　
以
上
の
評
価
に
よ
る
と
、
国
内
取
引
で
は
、
従
来
の
取
立
授
権
が
便
利
で
あ
る
。
ま
　
と
　
め
　
以
上
の
よ
う
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
域
内
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
介
し
て
の
、
域
内
経
済
の
振
興
と
い
う
意
図
を
も
ち
つ
つ
も
、
各
加
盟
国
の
既
存
の
法
制
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
法
の
文
脈
で
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
振
替
に
関
し
て
言
え
ば
、
従
来
の
実
務
に
普
及
し
て
い
た
二
つ
の
方
法
の
指
令
適
合
性
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
振
替
方
法
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
振
替
と
こ
の
二
つ
の
方
法
と
の
国
内
に
お
け
る
関
係
も
問
題
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
指
令
自
体
が
、
取
引
額
や
、
当
事
者
属
性
（
消
費
者
と
事
業
者
）、
支
払
方
法
あ
る
い
は
手
続
発
動
主
体
の
相
違
に
応
じ
た
ル
ー
ル
の
分
化
と
、
さ
ら
に
は
加
盟
国
に
よ
る
、
あ
る
い
は
当
事
者
に
よ
る
、
修
正
の
余
地
を
多
く
の
箇
所
で
認
め
て
お
り
（
半
強
行
規
定
）、
完
全
調
和
の
手
法
は
、
や
や
子
細
に
見
れ
ば
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
指
令
の
統
一
ル
ー
ル
は
、
前
記
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
等
し
い
限
り
で
の
特
定
の
支
払
方
法
の
、
ゆ
る
い
統
一
性
と
で
も
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
　
日
本
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
決
済
代
行
業
者
の
問
題
は
、
海
外
の
業
者
が
多
い
こ
と
を
除
く
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
認
可
要
件
や
監
督
の
問
題
と
な
り
（
指
令
前
加
理
由
七
、
一
一
、
一
四
、
一
五
参
照
）、
あ
る
程
度
解
決
済
み
と
言
え
そ
う
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
対
比
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
＊
本
稿
は
、
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
に
よ
る
二
〇
〇
六
年
度
研
究
助
成
（
研
究
テ
ー
マ
「
電
子
決
済
の
態
様
相
互
の
比
較
と
体
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系
的
整
序
の
試
み
」）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
１
）　
高
橋
康
文
編
著
『
詳
説
　
資
金
決
済
に
関
す
る
法
制
』（
二
〇
一
〇
年
）（
商
事
法
務
）、
高
橋
康
文
編
著
『
逐
条
解
説
資
金
決
済
法
［
増
補
版
］』（
二
〇
一
〇
年
）（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
）
な
ど
。
さ
ら
に
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
、
小
塚
荘
一
郎
・
森
田
果
著
『
支
払
決
済
法
』（
二
〇
一
〇
年
）（
関
連
し
て
、
私
法
七
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
四
五
頁
以
下
）、「
取
引
法
の
観
点
か
ら
み
た
資
金
決
済
に
関
す
る
諸
問
題
」
金
融
研
究
二
〇
一
〇
年
一
月
号
一
〇
五
頁
以
下
。
（
２
）　
二
〇
一
一
年
二
月
一
三
日
朝
日
新
聞
朝
刊
は
、
世
界
大
手
の
送
金
業
者
が
相
次
い
で
日
本
に
参
入
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
他
方
、
消
費
者
庁
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
係
る
消
費
者
の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
報
告
書
を
二
〇
一
〇
年
三
月
に
公
表
し
た
が
、
そ
の
決
済
の
部
分
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
決
済
代
行
業
者
が
介
在
す
る
取
引
で
あ
る
こ
と
が
不
明
確
な
こ
と
や
、
決
済
代
行
業
者
の
名
称
や
連
絡
先
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、
決
済
代
行
業
者
の
登
録
制
度
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
（
二
〇
一
一
年
七
月
よ
り
業
界
団
体
の
運
営
に
よ
る
任
意
登
録
制
度
が
始
ま
っ
た
）。
（
３
）　
本
指
令
ま
で
の
状
況
と
本
指
令
の
内
容
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
吉
村
昭
彦
・
白
神
猛
「
欧
州
に
お
け
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
枠
組
み：
決
済
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
概
要
」
金
融
研
究
二
〇
〇
九
年
三
月
号
一
一
九
頁
以
下
。
欧
文
で
は
、D
espina
M
avrom
ati,
The
Law
of
 
    
   
     
   
       
   
Paym
ent
Services
in
the
E
U
(2008),
K
    
   
     
    
  
   
 
        
 
luw
er
 
 
  .  
（
４
）　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
金
決
済
法
の
変
遷
は
、
簡
単
に
は
、
高
橋
・
松
井
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
法
』（
一
九
九
九
年
）
一
二
八
頁
以
下
［
平
田
］、
同
書
［
第
二
版
］（
二
〇
〇
一
年
）
一
六
一
頁
以
下
［
平
田
］、
同
書
［
第
三
版
］（
二
〇
〇
四
年
）
一
七
五
頁
以
下
［
平
田
］、
高
橋
・
松
井
・
鈴
木
編
著
同
書
［
第
四
版
］（
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
九
頁
以
下
［
支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
内
法
化
を
概
観
す
る
］［
平
田
］。
本
指
令
の
国
内
法
化
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、D
rucksache
16/11
643,
Stefan
G
rundm
a
 
                    
  
 
   
     
 nn,
W
M
2009,
1109;
1157,
Palandt
   
 
 
      
     
     
   
   -
Sprau,
70
A
ufl.(2011),
S.1084ff.
      
    
         
  
     
　
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
旬
刊
商
事
法
務
一
八
三
六
号
（
二
〇
〇
八
）
六
〇
頁
以
下
、
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
九
九
号
（
二
〇
〇
九
）
六
頁
以
下
、
金
融
法
研
究
二
六
号
（
二
〇
一
〇
）
一
四
一
頁
以
下
。
（
５
）　
枠
契
約
に
つ
い
て
は
、
三
～
一
一
項
、
単
一
支
払
に
つ
い
て
は
、
一
二
～
一
六
項
。
（
６
）　
指
令
前
加
理
由
二
三
。
単
一
支
払
取
引
に
つ
い
て
は
、
指
令
前
加
理
由
二
五
、
指
令
三
六
条
（
一
般
ル
ー
ル
）、
三
七
条
（
依
頼
前
の
情
報
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提
供
義
務
）、
三
八
条
（
指
図
受
領
後
の
情
報
提
供
義
務
）、
三
九
条
（
支
払
処
理
後
の
情
報
提
供
義
務
）。
枠
契
約
に
つ
い
て
は
、
指
令
前
加
理
由
二
四
、
指
令
四
一
～
四
三
条
（
契
約
締
結
前
の
情
報
提
供
義
務
）、
四
六
～
四
八
条
（
個
々
の
支
払
処
理
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
義
務
）。
（
７
）　E
ntw
urf
eines
G
esetzes
zur
U
m
setzung
 
  
   
  
   
 
    
   
    
 
 
   
   
der
V
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             echt
(Stand:
5.
    
   
   
  
N
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S.165
 
    
          
  
  .  
（
８
）　Palandt-Sprau,
70
A
ufl.
(2011),
§675
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Rz.
13,
14,
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（
９
）　Stefan
G
rundm
ann,
W
M
2009,
1109;
115
  
 
   
     
    
 
 
      
     
   7  .  
（
　
）　M
avrom
ati,
a.a.O
.,
S.262
 
     
   
  
 
    
  
は
、
こ
の
よ
う
な
無
理
が
、
情
報
提
供
義
務
ル
ー
ル
の
錯
綜
の
原
因
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
１０
（
　
）　
簡
単
に
は
、
高
橋
・
松
井
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
法
』（
一
九
九
九
年
）
一
三
八
頁
以
下
［
平
田
］。
１１
（
　
）　
簡
単
に
は
、
高
橋
・
松
井
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
法
』［
第
三
版
］（
二
〇
〇
四
年
）
一
七
六
頁
以
下
［
平
田
］。
１２
（
　
）　M
areike
Lohm
ann,
D
ie
gren
 
    
      
    
 
 
     z  überschreitende
Lastschrift,
(2008);
                   
             
W
alter
H
adding,
H
erköm
m
liche
Einzugs
 
      
    
  
 
     
 
       
    erm
ächtigungslastschrif
   
            
    t  
-  
１３Fortbestand
nach
U
m
setzung
der
EU
-Za
    
   
         
 
   
          
 
 hlungsdiensterichtlinie
oder
W
egfall
  
     
   
  
   
 
       
   
 
nach
europäischem
Interbankenabkom
m
             
    
    
            
 
e  n   
(SE
PA
-Rulebook)?
in:
FS
für
U
w
e
H
üff
   
  
 
  
        
 
    
   
 
   
  er
(2009)
S.27
            
 3  -  291.
    
（
　
）　http://w
w
w
.europeanpaym
entscouncil.e
    
  
 
 
 
           
   
       
u/index.cfm
   
    
 
.  
１４
（
　
）　
本
稿
執
筆
時
点
で
は
、
振
込
に
つ
い
て
、SE
PA
C
redit
Transfer
Schem
e
Rulebook
 
 
  
  
           
       
     
    
v
4.1
(2010)
     
       
、
振
替
に
つ
い
て
、SE
PA
 
 
  
 
１５Core
D
irect
D
ebit
Schem
e
Rulebook
ve
 
     
 
   
 
         
     
       rsion
4.1
(2010),
SE
PA
B
usiness
to
B
   
    
        
  
  
  
   
     
  
usiness
D
irect
D
ebit
Schem
e
Rulebook
   
     
 
   
 
         
     
     
version
2.1(2010)[B
2B
     
    
        
  
分
野
の
特
性
に
応
じ
た
ル
ー
ル
の
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
］
な
ど
。
こ
の
他
に
、
Ｅ
Ｐ
Ｃ
サ
イ
ト
に
は
、SE
PA
 
 
  
 
C
A
RD
S,
SE
PA
M
O
B
ILE
,
SE
PA
C
A
SH
 
 
  
  
  
  
  
 
 
   
 
  
  
  
 
  
の
項
目
が
あ
り
、
統
一
化
の
作
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
進
展
中
の
よ
う
で
あ
る
。
〈
資
料
一
〉
支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令
域
内
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
審
議
会
の
指
令2007
 
   /  64   /E
C
(2007/
  
 
      11   /  13   )  
で
あ
っ
て
、
指
令97
 
 /7/E
C
    
 
、2002/
 
    65   /E
C
  
 
、
2005
    /  60   /E
C
  
 
、2006
 
   /  48   /E
C
  
 
を
修
正
し
、
指
令97
 
 /5/E
C
    
 
を
廃
棄
す
る
も
の
。
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 20）306〔２０１１．７〕
欧
州
連
合
の
、
欧
州
議
会
と
審
議
会
は
、
欧
州
連
合
を
確
立
す
る
条
約
、
特
に
　
条
２
項
の
１
文
と
３
文
、　
条
を
考
慮
し
、
４７
９５
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
提
案
を
考
慮
し
、
欧
州
経
済
社
会
委
員
会
に
打
診
し
、
欧
州
中
央
銀
行
［
１
］
の
意
見
を
考
慮
し
、
条
約
２
５
１
条
［
２
］
が
定
め
る
手
続
き
に
従
い
行
動
し
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
（
１
）　
域
内
市
場
の
確
立
の
た
め
に
は
以
下
の
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
共
同
体
内
の
障
害
が
、
物
、
人
、
サ
ー
ビ
ス
、
資
本
の
自
由
な
移
動
を
可
能
に
す
る
た
め
に
除
去
さ
れ
る
こ
と
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
、
単
一
市
場
の
適
切
な
活
動
が
従
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
下
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
調
和
の
不
存
在
が
こ
の
市
場
の
活
動
を
妨
げ
て
い
る
。
（
２
）　
現
在
、
加
盟
国
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
市
場
は
、
国
境
に
沿
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
組
織
さ
れ
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
枠
組
は
、
二
七
の
国
の
法
律
制
度
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
（
３
）　
若
干
の
共
同
体
法
が
こ
の
領
域
で
既
に
採
用
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
域
内
口
座
振
込
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
審
議
会
の
指
令97
 
 /5/E
C
    
 
（1997/1
      /  27   
）［
３
］
と
域
内
ユ
ー
ロ
支
払
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
審
議
会
の
規
則
（E
C
 
 
）N
o
2560/2001
 
           
（2001
    /  12   /  19   
）［
４
］
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
以
下
の
も
の
以
上
に
こ
の
事
態
を
改
善
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
電
子
決
済
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
為
規
範
（
金
融
組
織
、
ト
レ
イ
ダ
、
サ
ー
ビ
ス
組
織
、
消
費
者
の
関
係
）
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
勧
告87
 
 /598/E
E
C
      
 
 
（1987/
     12   /8   
）［
５
］、
支
払
シ
ス
テ
ム
特
に
カ
ー
ド
保
有
者
と
カ
ー
ド
発
行
者
の
関
係
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
勧
告88
 
 /590/E
E
C
      
 
 
（1988/
     11   /  17   
）［
６
］、
電
子
決
済
手
段
に
よ
る
取
引
特
に
発
行
者
と
保
有
者
の
関
係
に
関
す
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
勧
告97
 
 /489/E
C
      
 
（1997/7/
       30   
）［
７
］。
こ
れ
ら
の
措
置
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
各
国
の
規
定
と
不
完
全
な
共
同
体
枠
組
の
並
存
は
、
混
乱
と
法
的
安
定
の
不
存
在
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
（
４
）　
従
っ
て
、
共
同
体
レ
ベ
ル
で
現
代
的
か
つ
首
尾
一
貫
し
た
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
法
的
枠
組
を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
EU支払サービス指令とドイツ法
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が
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
た
め
の
金
融
セ
ク
タ
ー
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
互
換
性
が
あ
る
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
、
そ
れ
は
、
消
費
者
の
選
択
を
維
持
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
の
均
等
な
活
動
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に
中
立
な
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
加
盟
国
の
制
度
と
比
較
し
て
、
消
費
者
の
コ
ス
ト
、
安
全
、
効
率
性
の
点
で
重
要
な
前
進
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。
（
５
）　
こ
の
法
的
枠
組
は
、
監
督
法
上
の
要
件
に
関
す
る
加
盟
国
規
定
の
調
和
、
新
た
な
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
情
報
提
供
要
件
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
提
供
者
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
義
務
を
確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
枠
組
の
中
で
、
価
格
に
関
す
る
限
り
で
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
創
出
し
た
規
則
（E
C
 
 
）N
o
2560/2001
 
           
は
維
持
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
指
令97
 
 /5/E
C
    
 
と
勧
告87
 
 /598/E
E
C
      
 
 
、88
 
 /590/E
E
C
      
 
 
、97
 
 /489/E
C
      
 
は
拘
束
力
あ
る
単
一
法
に
統
合
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
６
）　
し
か
し
、
こ
の
法
的
枠
組
が
完
全
に
包
括
的
で
あ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
そ
の
適
用
は
、
そ
の
主
要
な
活
動
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
支
払
人
か
ら
受
取
人
へ
の
資
金
移
動
が
も
っ
ぱ
ら
銀
行
券
も
し
く
は
硬
貨
に
よ
り
実
行
さ
れ
る
場
合
、
移
転
が
小
切
手
、
為
替
手
形
、
約
束
手
形
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
手
段
、
引
換
券
も
し
く
は
受
取
人
に
資
金
を
与
え
る
目
的
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
等
が
発
行
す
る
カ
ー
ド
に
基
づ
く
場
合
。
さ
ら
に
、
伝
統
的
ボ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の
電
子
機
器
へ
の
提
供
と
並
ん
で
、
リ
ン
グ
音
や
音
楽
、
デ
ジ
タ
ル
新
聞
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
を
促
進
す
る
た
め
に
、
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
技
術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
手
段
の
場
合
に
は
区
別
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
商
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
そ
れ
ら
に
、
ア
ク
セ
ス
、
配
布
、
も
し
く
は
サ
ー
チ
の
内
在
的
可
能
性
の
形
で
価
値
を
付
加
す
る
第
三
者
も
し
く
は
運
営
者
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
運
営
者
の
一
人
に
よ
り
、
も
し
く
は
技
術
的
理
由
に
よ
り
第
三
者
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ら
が
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｃ
の
よ
う
な
電
子
機
器
に
よ
っ
て
の
み
用
い
う
る
場
合
、
こ
の
法
的
枠
組
は
、
運
営
者
の
活
動
が
単
な
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
越
え
る
限
り
で
適
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
運
営
者
が
支
払
が
第
三
者
で
あ
る
提
供
者
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
媒
介
す
る
に
す
ぎ
な
い
仲
介
者
と
し
て
の
み
行
動
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
（
７
）　
送
金
は
、
単
純
な
支
払
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
通
常
支
払
人
か
ら
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
与
え
ら
れ
る
現
金
に
も
と
づ
き
、
提
供
者
は
、
対
応
す
る
額
を
、
例
え
ば
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、
受
取
人
も
し
く
は
受
取
人
の
た
め
に
行
動
す
る
別
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
送
付
す
る
。
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 22）308〔２０１１．７〕
若
干
の
加
盟
国
に
お
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
商
店
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
小
売
店
は
、
公
共
料
金
や
そ
の
他
の
定
期
的
家
計
の
負
担
の
支
払
を
可
能
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
公
共
に
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
請
求
書
支
払
サ
ー
ビ
ス
は
、
管
轄
当
局
が
こ
の
活
動
を
付
録
に
列
挙
さ
れ
た
別
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
含
め
る
場
合
を
除
い
て
、
こ
の
指
令
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
送
金
と
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
８
）　
共
同
体
内
で
正
当
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
う
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
種
類
を
特
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
利
用
者
か
ら
支
払
処
理
の
資
金
と
な
る
預
金
を
受
け
入
れ
、
信
用
機
関
［
８
］
の
設
立
と
運
用
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
六
月
一
四
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
の
下
で
の
監
督
要
件
に
従
い
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
信
用
機
関
、
支
払
処
理
の
資
金
と
し
て
用
い
ら
れ
る
電
子
マ
ネ
ー
を
発
行
し
、
電
子
マ
ネ
ー
機
関
［
９
］
の
設
立
、
運
用
と
監
督
規
定
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
八
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2000/
 
    46   /E
C
  
 
の
下
で
の
監
督
規
定
に
従
い
続
け
る
電
子
マ
ネ
ー
機
関
、
国
内
法
で
同
名
で
呼
ば
れ
る
郵
便
為
替
機
関
。
（
９
）　
こ
の
指
令
は
、
資
金
が
、
指
令2000
 
   /  46   /E
C
  
 
の
１
（
３
）（
ｂ
）
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
、
電
子
マ
ネ
ー
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
支
払
処
理
の
実
行
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
。
こ
の
指
令
は
、
し
か
し
、
電
子
マ
ネ
ー
の
発
行
も
、
指
令2000
 
   /  46   /E
C
  
 
で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
電
子
マ
ネ
ー
機
関
の
監
督
規
定
も
修
正
し
な
い
。
従
っ
て
、
支
払
機
関
は
電
子
マ
ネ
ー
の
発
行
を
認
め
ら
れ
な
い
。
（
　
）　
し
か
し
、
市
場
参
入
の
法
的
障
害
を
除
去
す
る
た
め
に
、
預
金
や
電
子
マ
ネ
ー
発
行
と
は
結
び
つ
か
な
い
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
す
べ
て
１０の単
一
ラ
イ
セ
ン
ス
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新
た
な
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
す
な
わ
ち
、「
支
払
機
関
」
を
、
共
同
体
全
域
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
既
存
の
種
類
の
外
に
、
厳
格
か
つ
広
範
な
条
件
に
服
す
る
、
法
人
の
認
可
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
導
入
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
（
　
）　
支
払
機
関
と
し
て
の
認
可
の
取
得
と
維
持
の
条
件
は
、
当
該
機
関
が
営
業
の
過
程
で
直
面
す
る
運
営
上
、
財
政
上
の
リ
ス
ク
に
相
応
す
る
監
督
１１上の
要
件
を
含
む
。
こ
の
関
連
で
、
市
場
の
要
請
に
依
存
し
、
よ
り
精
緻
に
設
計
し
う
る
、
運
営
資
本
と
結
び
つ
い
た
初
期
資
本
に
つ
い
て
の
健
全
な
制
度
の
必
要
が
あ
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
規
模
の
多
様
さ
に
よ
り
、
本
指
令
は
、
同
じ
リ
ス
ク
が
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
お
い
て
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
監
督
上
の
裁
量
の
範
囲
と
結
び
つ
い
た
多
様
な
方
法
を
承
認
す
る
。
支
払
機
関
の
要
件
は
以
下
の
事
実
を
反
映
す
る
、
す
な
わ
ち
、
支
払
機
関
は
、
金
融
機
関
の
広
い
活
動
か
ら
生
ず
る
リ
ス
ク
よ
り
も
、
よ
り
狭
く
か
つ
容
易
に
監
督
か
つ
制
御
で
き
る
リ
ス
EU支払サービス指令とドイツ法
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ク
を
生
み
出
し
、
よ
り
特
化
さ
れ
限
定
さ
れ
た
活
動
に
携
わ
る
こ
と
。
特
に
、
支
払
機
関
は
、
利
用
者
か
ら
の
預
金
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
、
受
領
し
た
資
金
は
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
実
行
す
る
た
め
に
の
み
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
顧
客
の
資
金
は
支
払
機
関
の
そ
れ
以
外
の
営
業
活
動
か
ら
分
別
す
る
規
定
が
置
か
れ
る
。
支
払
機
関
は
、
有
効
な
、
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
反
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
要
件
に
服
す
る
。
（
　
）　
支
払
機
関
は
、
年
次
報
告
と
連
結
報
告
を
、
一
定
の
タ
イ
プ
の
会
社
［
　
］
の
年
次
報
告
に
関
す
る
、
一
九
七
八
年
七
月
二
五
日
の
理
事
会
指
１２
１０
令7  8  /660/E
E
C
      
 
 
と
、
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
連
結
報
告
［
　
］
に
関
す
る
一
九
八
三
年
六
月
一
三
日
の
理
事
会
指
令83
 
 /349/E
E
C
      
 
 
と
、
銀
行
と
１１
そ
の
他
の
金
融
機
関
［
　
］
の
、
年
次
報
告
と
連
結
報
告
に
関
す
る
一
九
八
六
年
一
二
月
八
日
の
理
事
会
指
令86   /635/E
E
C
      
 
 
に
従
い
、
作
成
す
る
。
年
１２
次
報
告
と
連
結
報
告
は
、
支
払
機
関
が
指
令78
 
 /660/E
E
C
      
 
 
と
、
適
用
可
能
な
ら
ば
、
指
令83
 
 /349/E
E
C
      
 
 
、86
 
 /635/E
E
C
      
 
 
に
よ
り
こ
の
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
な
い
限
り
で
、
会
計
監
査
さ
れ
る
。
（
　
）　
こ
の
指
令
は
、
支
払
機
関
に
よ
る
信
用
供
与
、
す
な
わ
ち
信
用
枠
の
付
与
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
発
行
を
、
そ
れ
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
と
緊
密
１３に関
連
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
規
律
す
る
。
信
用
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
そ
の
信
用
が
短
期
の
も
の
で
あ
り
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
も
含
め
、
一
二
ヶ
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
付
与
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
支
払
機
関
に
域
内
活
動
に
関
し
、
か
よ
う
な
信
用
付
与
を
認
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
、
但
し
、
再
金
融
は
、
も
っ
ぱ
ら
支
払
機
関
の
自
己
資
金
、
も
し
く
は
資
本
市
場
か
ら
の
資
金
を
用
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
で
、
顧
客
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
有
し
て
い
る
資
金
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
上
記
の
こ
と
は
、
消
費
者
信
用
［
　
］
に
関
す
る
加
盟
国
の
法
、
１３
規
則
、
行
政
規
定
の
接
近
の
た
め
の
理
事
会
指
令
（1986
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も
し
く
は
、
こ
の
指
令
に
よ
り
調
整
さ
れ
な
い
、
消
費
者
に
対
す
る
信
用
付
与
に
つ
い
て
の
条
件
を
規
律
す
る
、
そ
の
他
の
共
同
体
も
し
く
は
加
盟
国
の
立
法
を
害
し
な
い
。
（
　
）　
加
盟
国
は
、
担
当
機
関
に
、
支
払
機
関
の
認
可
、
監
督
、
認
可
の
取
り
消
し
に
つ
い
て
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
扱
い
の
平
等
１４を確
保
す
る
た
め
に
、
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
に
こ
の
指
令
で
規
定
し
て
あ
る
要
件
以
外
の
も
の
を
適
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
担
当
機
関
に
よ
り
な
さ
れ
た
判
断
は
す
べ
て
裁
判
所
の
前
で
争
い
う
る
。
加
え
て
、
担
当
機
関
の
任
務
は
、
条
約
１
０
５
条
２
項
第
４
イ
ン
デ
ン
ト
と
併
せ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
べ
き
任
務
で
あ
る
、
支
払
シ
ス
テ
ム
の
監
督
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
。
（
　
）　
送
金
サ
ー
ビ
ス
を
な
す
者
の
す
べ
て
に
つ
い
て
そ
の
名
称
と
所
在
を
記
録
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
に
、
支
払
機
関
と
し
て
の
認
可
の
た
め
の
条
１５
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 24）310〔２０１１．７〕
件
す
べ
て
を
満
た
す
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
承
認
の
手
段
を
与
え
る
こ
と
が
、
闇
経
済
に
強
い
ら
れ
ず
、
送
金
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
す
べ
て
を
最
低
限
の
法
的
要
件
に
服
さ
せ
る
た
め
に
、
望
ま
し
い
か
ら
、
条
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
機
関
と
み
な
さ
れ
る
仕
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
か
つ
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
関
す
る
財
政
ア
ク
シ
ョ
ン
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
特
別
勧
告
Ⅵ
に
一
致
す
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
加
盟
国
は
、
そ
の
よ
う
な
者
を
、
認
可
の
条
件
の
す
べ
て
を
適
用
す
る
こ
と
は
し
な
い
で
、
支
払
機
関
登
録
簿
に
登
録
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
緩
和
の
可
能
性
は
支
払
処
理
の
量
に
関
す
る
厳
格
な
要
件
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
緩
和
の
利
益
を
受
け
る
支
払
機
関
は
、
設
立
の
権
利
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
を
有
せ
ず
、
支
払
制
度
の
一
員
で
あ
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
権
利
を
間
接
的
に
行
使
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
（
　
）　
い
か
な
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ
て
も
、
支
払
制
度
の
技
術
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
か
よ
う
１６なア
ク
セ
ス
は
、
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
統
一
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
適
当
な
要
件
に
服
す
る
。
支
払
制
度
へ
の
参
加
を
求
め
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
制
度
の
参
加
者
に
対
し
て
、
自
己
の
内
部
措
置
が
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
十
分
対
応
で
き
る
こ
と
の
証
拠
を
提
出
す
る
。
こ
の
支
払
制
度
は
、
典
型
的
に
は
、
例
え
ば
、
四
当
事
者
カ
ー
ド
ス
キ
ー
ム
や
、
口
座
振
込
、
口
座
振
替
を
処
理
す
る
主
要
シ
ス
テ
ム
を
含
む
。
共
同
体
内
の
、
同
様
に
、
認
可
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
で
の
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
条
件
に
応
じ
た
、
平
等
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
支
払
制
度
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
域
内
市
場
で
競
争
す
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
同
じ
条
件
で
こ
の
支
払
制
度
の
技
術
的
イ
ン
フ
ラ
に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
た
め
に
、
認
可
支
払
機
関
と
信
用
機
関
の
非
差
別
的
扱
い
の
た
め
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
。
認
可
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
こ
の
指
令
に
よ
る
適
用
緩
和
か
ら
利
益
を
受
け
る
提
供
者
、
指
令2000
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の
８
条
に
よ
る
適
用
緩
和
か
ら
利
益
を
受
け
る
提
供
者
に
つ
い
て
、
そ
の
監
査
枠
組
の
相
違
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
扱
い
を
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
価
格
条
件
に
関
す
る
相
違
は
、
こ
れ
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
コ
ス
ト
の
相
違
に
よ
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
支
払
決
済
の
確
定
や
有
価
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
［
　
］
に
関
す
る
一
九
九
八
年
五
月
一
１４
九
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令98
 
 /  26   /E
C
  
 
に
対
応
し
た
、
重
要
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
加
盟
国
の
権
利
を
妨
げ
ず
、
ま
た
条
約
１
０
５
条
２
項
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
シ
ス
テ
ム
（E
SC
B
 
  
 
）
の
法
３
条
１
項
、　
条
に
明
記
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
２２
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 25）311〔２０１１．７〕
央
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
権
限
も
妨
げ
な
い
。
（
　
）　
支
払
制
度
へ
の
ア
ク
セ
ス
規
定
は
、
単
一
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
設
置
、
運
営
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
１７うな
シ
ス
テ
ム
は
、
支
払
制
度
と
直
接
、
競
争
の
関
係
に
立
っ
た
り
、
よ
り
典
型
的
に
は
、
支
払
制
度
に
よ
っ
て
は
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
市
場
の
隙
間
に
お
い
て
運
営
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
典
型
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
三
当
事
者
ス
キ
ー
ム
を
カ
バ
ー
す
る
、
す
な
わ
ち
、
三
当
事
者
カ
ー
ド
ス
キ
ー
ム
、
通
信
提
供
者
に
よ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
、
運
営
者
が
支
払
人
と
受
取
人
双
方
に
対
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
内
部
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
よ
う
な
、
送
金
サ
ー
ビ
ス
。
か
よ
う
な
支
払
制
度
に
よ
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
主
流
の
支
払
制
度
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
、
競
争
を
刺
激
す
る
た
め
に
、
原
則
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
支
払
制
度
に
第
三
者
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
常
に
、
支
払
市
場
に
お
け
る
効
率
的
競
争
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ス
キ
ー
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
、
共
同
体
や
加
盟
国
の
競
争
法
ル
ー
ル
に
服
す
る
。
（
　
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
条
件
と
情
報
提
供
要
件
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
一
連
の
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
１８
（
　
）　
こ
の
指
令
は
、
現
金
の
た
め
の
単
一
支
払
市
場
が
存
在
す
る
ゆ
え
に
、
現
金
に
よ
る
支
払
処
理
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
ま
た
紙
小
切
手
が
そ
の
性
１９質上
、
他
の
支
払
手
段
と
同
様
に
効
率
的
に
は
処
理
さ
れ
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
紙
小
切
手
に
よ
る
支
払
処
理
に
も
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
領
域
で
の
よ
い
慣
行
は
こ
の
指
令
で
示
さ
れ
る
諸
原
理
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
（
　
）　
消
費
者
と
企
業
は
同
じ
立
場
に
は
な
い
の
で
、
同
じ
保
護
レ
ベ
ル
を
必
要
と
は
し
な
い
。
契
約
に
よ
っ
て
回
避
し
得
な
い
規
定
に
よ
り
消
費
者
２０の権
利
を
担
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
一
方
、
企
業
や
組
織
に
は
別
の
合
意
を
許
す
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
加
盟
国
は
、
極
小
、
小
、
中
規
模
企
業
［
　
］
の
定
義
に
関
す
る
二
〇
〇
三
年
五
月
六
日
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
勧
告2003/361/E
C
 
         
 
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
よ
う
に
、
極
小
企
業
は
消
１５
費
者
と
同
様
の
方
法
で
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
指
令
の
一
定
の
中
心
的
規
定
は
、
利
用
者
の
立
場
に
関
係
な
く
常
に
適
用
さ
れ
る
。
（
　
）　
こ
の
指
令
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
、
十
分
情
報
提
供
さ
れ
た
上
で
の
選
択
を
な
す
た
め
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
同
一
の
高
レ
ベ
ル
２１の明
確
な
情
報
を
受
領
し
、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
買
い
回
れ
る
よ
う
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
す
る
情
報
提
供
に
関
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
義
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 26）312〔２０１１．７〕
務
を
規
定
す
る
。
透
明
性
の
た
め
に
、
こ
の
指
令
は
、
必
要
十
分
な
情
報
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
と
支
払
処
理
に
つ
い
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
、
調
和
さ
れ
た
要
件
を
規
定
す
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
単
一
市
場
が
円
滑
に
機
能
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
に
、
加
盟
国
は
こ
の
指
令
で
規
定
さ
れ
た
情
報
提
供
規
定
の
み
を
採
用
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。
（
　
）　
消
費
者
は
、
以
下
の
指
令
と
併
せ
て
、
不
公
正
で
誤
解
を
与
え
る
よ
う
な
取
引
慣
行
か
ら
保
護
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
域
内
市
場
で
の
不
公
正
２２な事
業
者
消
費
者
間
の
取
引
慣
行
に
関
す
る
二
〇
〇
五
年
五
月
一
一
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2005/
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［
　
］、
域
内
市
場
で
の
情
報
社
１６
会
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
電
子
取
引
の
法
的
側
面
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
六
月
八
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2000
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（
電
子
取
引
指
令
）
［
　
］、
消
費
者
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
遠
隔
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
九
月
二
三
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2002/
 
    65   /E
C
  
 
［
　
］。
１７
１８
こ
れ
ら
の
指
令
の
補
充
的
規
定
は
、
な
お
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
指
令
と
指
令2002
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の
間
の
契
約
締
結
前
の
情
報
提
供
要
件
の
関
係
は
特
に
明
確
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
　
）　
必
要
な
情
報
は
、
利
用
者
の
必
要
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
の
方
法
で
伝
達
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
一
支
払
処
理
の
た
め
２３の情
報
提
供
要
件
は
、
一
連
の
支
払
処
理
に
用
い
る
枠
契
約
の
情
報
提
供
要
件
と
は
区
別
さ
れ
る
。
（
　
）　
実
際
、
枠
契
約
と
そ
れ
に
よ
る
支
払
処
理
は
、
単
一
支
払
処
理
よ
り
も
、
は
る
か
に
流
布
し
て
お
り
、
経
済
上
も
重
要
で
あ
る
。
支
払
口
座
や
２４特殊
な
支
払
手
段
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
枠
契
約
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
枠
契
約
に
お
け
る
事
前
情
報
要
件
は
、
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
情
報
は
常
に
紙
も
し
く
は
そ
の
他
の
永
続
性
の
あ
る
媒
体
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
例
え
ば
、
プ
リ
ン
タ
か
ら
の
出
力
、
フ
ロ
ッ
ピ
デ
ィ
ス
ク
、C
D
-RO
M
 
 
 
 
 
、D
V
D
 
 
 
、
電
子
メ
ー
ル
を
格
納
で
き
るPC
 
 
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や
、
将
来
の
参
照
の
た
め
に
一
定
期
間
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
り
、
保
存
さ
れ
た
情
報
の
無
変
更
で
の
複
製
が
可
能
で
あ
る
限
り
で
の
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
。
し
か
し
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
利
用
者
が
枠
契
約
に
お
い
て
、
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
に
関
す
る
、
事
後
的
情
報
が
、
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
支
払
口
座
情
報
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
さ
れ
る
、
と
合
意
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
（
　
）　
単
一
支
払
処
理
に
お
い
て
は
、
重
要
な
情
報
の
み
が
、
常
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
支
２５払人
は
支
払
委
託
を
発
す
る
場
合
に
通
常
現
前
す
る
の
だ
か
ら
、
情
報
が
そ
の
都
度
、
紙
も
し
く
は
そ
の
他
の
永
続
性
あ
る
媒
体
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
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べ
き
と
要
求
す
る
必
要
は
な
い
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
カ
ウ
ン
タ
越
し
に
口
頭
で
情
報
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
も
し
く
は
そ
れ
以
外
の
方
法
、
例
え
ば
、
敷
地
内
の
掲
示
板
に
条
件
を
掲
示
し
て
お
く
こ
と
で
容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
情
報
は
、
又
、
よ
り
詳
細
な
情
報
が
ど
こ
で
得
ら
れ
る
か
の
点
（
例
え
ば
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
）
に
つ
い
て
も
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
消
費
者
が
請
求
す
る
場
合
に
は
、
重
要
な
情
報
は
、
紙
か
そ
の
他
の
永
続
性
あ
る
媒
体
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
　
）　
こ
の
指
令
は
、
消
費
者
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
前
に
、
無
料
で
重
要
な
情
報
を
提
供
さ
れ
る
権
利
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
消
費
２６者は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
そ
の
条
件
を
比
較
し
、
紛
争
の
場
合
に
は
自
己
の
権
利
義
務
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
事
前
提
供
情
報
並
び
に
枠
契
約
に
つ
い
て
、
契
約
関
係
が
存
続
し
て
い
る
限
り
、
い
つ
で
も
無
料
で
、
紙
媒
体
で
、
要
求
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
指
令
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と
整
合
性
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
指
令
に
お
け
る
無
料
で
の
情
報
提
供
に
関
す
る
明
示
の
規
定
は
、
他
の
指
令
に
お
い
て
消
費
者
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
有
料
化
を
認
め
る
効
果
を
有
し
な
い
。
（
　
）　
必
要
な
情
報
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
与
え
ら
れ
る
方
法
は
、
利
用
者
の
需
要
と
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
２７にお
け
る
合
意
と
の
関
連
で
の
状
況
に
依
存
す
る
、
技
術
的
側
面
と
効
率
性
を
考
慮
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
指
令
は
、
情
報
が
提
供
者
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
二
つ
の
方
法
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
情
報
が
、
提
供
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
指
令
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
、
適
時
に
提
供
、
す
な
わ
ち
利
用
者
か
ら
の
促
し
な
く
し
て
積
極
的
に
伝
達
さ
れ
る
か
、
又
は
利
用
者
が
さ
ら
な
る
情
報
を
求
め
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ
の
情
報
が
利
用
者
の
利
用
可
能
な
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
。
後
者
の
場
合
に
は
、
利
用
者
は
、
情
報
を
得
る
た
め
に
、
若
干
の
積
極
的
手
順
、
例
え
ば
、
提
供
者
に
明
示
に
請
求
す
る
、
銀
行
口
座
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
、
口
座
の
明
細
を
得
る
た
め
に
プ
リ
ン
タ
に
銀
行
カ
ー
ド
を
挿
入
す
る
な
ど
の
手
順
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
、
提
供
者
は
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
り
、
又
情
報
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
（
　
）　
さ
ら
に
、
消
費
者
は
、
付
加
料
金
な
く
し
て
、
既
に
な
さ
れ
た
支
払
処
理
の
基
本
情
報
を
受
け
る
。
単
一
支
払
処
理
の
場
合
に
は
、
提
供
者
は
２８この
情
報
の
た
め
に
別
途
料
金
を
課
し
て
は
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
枠
契
約
の
中
で
の
支
払
処
理
の
月
次
情
報
も
無
料
で
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
価
格
設
定
と
顧
客
の
需
要
の
差
に
お
け
る
透
明
性
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
、
当
事
者
は
、
よ
り
頻
繁
あ
る
い
は
よ
り
付
加
的
な
情
報
に
つ
い
て
の
料
金
を
論　　　説
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合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
盟
国
で
の
異
な
る
慣
行
を
考
慮
し
て
、
加
盟
国
は
、
月
次
紙
媒
体
口
座
明
細
は
常
に
無
料
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
（
　
）　
顧
客
の
流
動
性
を
促
進
す
る
た
め
に
、
消
費
者
は
、
一
年
経
過
に
よ
っ
て
無
料
で
枠
契
約
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
消
費
者
に
と
っ
て
、
２９告知
期
間
は
一
月
よ
り
長
く
て
は
な
ら
ず
、
提
供
者
に
と
っ
て
、
二
月
よ
り
短
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
指
令
は
、
他
の
共
同
体
も
し
く
は
加
盟
国
の
立
法
の
下
で
提
供
者
が
例
外
的
場
合
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
終
了
さ
せ
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
、
例
え
ば
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
に
関
す
る
立
法
、
資
金
凍
結
を
目
的
と
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
、
犯
罪
防
止
と
調
査
に
関
連
し
た
特
定
の
措
置
。
（
　
）　
低
価
値
支
払
手
段
は
、
小
額
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
安
価
で
使
い
や
す
い
選
択
肢
で
あ
る
べ
き
で
、
過
度
の
要
件
に
よ
り
わ
ず
ら
わ
さ
３０れる
べ
き
で
は
な
い
。
当
該
情
報
提
供
要
件
と
そ
の
実
行
ル
ー
ル
は
、
従
っ
て
、
小
額
支
払
に
向
け
ら
れ
る
手
段
か
ら
正
当
に
期
待
し
う
る
技
術
能
力
を
考
慮
し
て
、
本
質
的
情
報
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
軽
い
制
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
は
、
こ
の
支
払
手
段
、
と
り
わ
け
先
払
支
払
手
段
、
に
よ
る
限
定
的
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
ふ
さ
わ
し
い
保
護
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。
（
　
）　
無
権
限
で
も
し
く
は
不
正
確
に
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
の
リ
ス
ク
と
そ
の
結
果
を
減
じ
る
た
め
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
３１ス提
供
者
が
こ
の
指
令
に
よ
る
情
報
提
供
義
務
を
果
た
し
て
い
る
限
り
で
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
無
権
限
で
も
し
く
は
不
正
確
に
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
に
関
す
る
異
議
を
で
き
る
だ
け
早
く
通
知
す
べ
き
で
あ
る
。
利
用
者
に
よ
り
通
知
期
限
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
利
用
者
は
加
盟
国
法
に
よ
る
時
効
期
間
の
制
約
下
で
こ
れ
ら
の
訴
え
を
追
及
で
き
る
。
こ
の
指
令
は
、
利
用
者
と
提
供
者
間
の
他
の
請
求
に
影
響
を
与
え
な
い
。
（
　
）　
利
用
者
が
不
当
な
遅
滞
な
く
提
供
者
に
、
支
払
手
段
の
盗
難
・
紛
失
に
つ
い
て
通
知
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
そ
う
す
る
こ
と
で
無
権
３２限支
払
処
理
の
リ
ス
ク
を
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
利
用
者
は
、
故
意
も
し
く
は
重
過
失
で
行
動
し
た
の
で
な
い
限
り
、
一
定
額
の
上
限
の
限
り
で
責
任
を
負
う
。
さ
ら
に
、
利
用
者
が
一
度
、
提
供
者
に
、
自
己
の
支
払
認
証
手
段
が
危
殆
化
し
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
通
知
し
た
限
り
で
、
利
用
者
は
、
こ
の
手
段
の
無
権
限
利
用
か
ら
生
ず
る
、
そ
れ
以
後
の
損
失
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。
こ
の
指
令
は
、
提
供
者
が
、
自
己
の
製
品
の
技
術
的
安
全
性
に
つ
い
て
負
う
責
任
を
妨
げ
な
い
。
（
　
）　
利
用
者
の
過
失
を
評
価
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
。
過
失
の
証
拠
と
程
度
は
、
加
盟
国
の
国
内
法
に
従
い
評
価
さ
れ
る
。
３３
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支
払
認
証
手
段
の
交
付
と
利
用
に
関
す
る
契
約
条
件
で
、
そ
の
効
果
が
消
費
者
の
立
証
負
担
を
増
す
か
も
し
く
は
発
行
者
の
立
証
負
担
を
減
じ
る
も
の
は
、
無
効
と
み
な
さ
れ
る
。
（
　
）　
し
か
し
、
加
盟
国
は
、
既
存
の
消
費
者
保
護
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
電
子
支
払
手
段
の
安
全
な
利
用
に
お
け
る
信
頼
を
促
進
す
る
た
め
に
、
上
記
３４より
も
緩
和
さ
れ
た
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
様
な
支
払
手
段
が
多
様
な
リ
ス
ク
を
含
む
と
い
う
事
実
は
、
よ
り
安
全
な
手
段
の
発
行
を
促
進
す
る
見
地
か
ら
考
慮
さ
れ
る
。
加
盟
国
は
、
支
払
人
が
詐
欺
的
に
行
動
し
た
場
合
を
除
き
、
支
払
人
の
責
任
を
限
定
し
も
し
く
は
完
全
に
免
責
さ
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
（
　
）　
無
権
限
支
払
処
理
の
損
失
の
配
分
の
た
め
の
規
定
が
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
消
費
者
以
外
の
利
用
者
は
、
詐
欺
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
対
抗
３５する
手
段
を
行
使
す
る
よ
り
よ
い
位
置
に
あ
る
の
で
、
異
な
る
規
定
が
適
用
さ
れ
て
も
よ
い
。
（
　
）　
本
指
令
は
、
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
が
、
合
理
的
に
予
期
で
き
る
額
を
超
え
た
場
合
に
、
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
の
返
金
ル
ー
ル
を
規
定
す
３６る。
提
供
者
は
、
顧
客
に
よ
り
有
利
な
条
件
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば
、
争
い
の
あ
る
す
べ
て
の
支
払
処
理
に
つ
い
て
返
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
者
が
支
払
処
理
に
つ
い
て
返
金
の
訴
え
を
な
す
場
合
、
こ
の
返
金
の
権
利
は
、
支
払
人
の
受
取
人
に
対
す
る
、
基
礎
に
あ
る
関
係
に
基
づ
く
責
任
、
例
え
ば
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
注
文
さ
れ
、
消
費
さ
れ
、
あ
る
い
は
正
当
に
課
金
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
責
任
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
利
用
者
の
支
払
委
託
の
撤
回
権
に
つ
い
て
も
影
響
を
与
え
な
い
。
（
　
）　
財
政
計
画
と
支
払
債
務
の
適
時
の
履
行
の
た
め
に
、
消
費
者
と
企
業
は
、
支
払
委
託
の
実
行
に
か
か
る
時
間
に
つ
い
て
の
確
実
性
を
有
せ
ね
ば
３７なら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
指
令
は
、
権
利
と
義
務
が
発
生
す
る
時
点
を
導
入
す
る
、
す
な
わ
ち
、
提
供
者
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
通
信
手
段
に
よ
り
受
領
す
る
機
会
が
あ
っ
た
時
を
含
め
、
提
供
者
が
支
払
委
託
を
受
領
す
る
時
点
が
そ
れ
で
あ
る
、
こ
れ
は
支
払
委
託
の
作
成
と
発
信
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
事
前
に
関
わ
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
、
す
な
わ
ち
安
全
と
資
金
チ
ェ
ッ
ク
の
利
用
可
能
性
、
個
人
特
定
番
号
の
利
用
も
し
く
は
支
払
約
束
の
発
行
に
つ
い
て
の
情
報
と
は
関
係
が
な
い
。
さ
ら
に
、
支
払
委
託
の
受
領
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
支
払
人
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
す
よ
う
支
払
委
託
を
受
領
し
た
時
点
で
生
ず
る
。
受
取
人
が
自
己
の
提
供
者
に
回
収
す
な
わ
ち
カ
ー
ド
支
払
も
し
く
は
口
座
引
落
の
回
収
、
の
た
め
に
支
払
委
託
を
発
信
す
る
日
も
し
く
は
時
点
、
も
し
く
は
受
取
人
が
提
供
者
に
よ
り
（
自
己
の
口
座
へ
の
暫
定
信
用
の
形
で
）
関
連
額
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の
事
前
金
融
を
認
め
ら
れ
る
時
点
は
、
こ
の
点
で
重
要
性
を
持
た
な
い
。
利
用
者
は
、
提
供
者
が
契
約
上
も
し
く
は
法
令
上
の
拒
絶
理
由
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
有
効
な
支
払
委
託
の
適
時
の
実
行
に
つ
い
て
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
供
者
が
支
払
委
託
を
拒
絶
す
る
場
合
に
は
、
拒
絶
と
そ
の
理
由
は
、
利
用
者
に
、
共
同
体
法
と
加
盟
国
法
の
要
件
に
従
い
最
も
早
い
機
会
に
通
知
さ
れ
る
。
（
　
）　
現
代
の
完
全
に
自
動
化
さ
れ
た
支
払
シ
ス
テ
ム
は
、
一
定
の
時
点
以
後
は
著
し
い
介
入
コ
ス
ト
を
伴
わ
ず
し
て
は
支
払
委
託
の
撤
回
を
な
し
え
３８ない
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
か
ら
、
支
払
撤
回
の
明
確
な
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
や
支
払
委
託
の
タ
イ
プ
に
依
存
し
つ
つ
、
こ
の
時
点
は
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り
変
更
可
能
で
あ
る
。
撤
回
は
、
こ
の
文
脈
で
は
、
利
用
者
と
提
供
者
の
間
で
の
み
適
用
可
能
で
あ
り
、
支
払
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
支
払
処
理
の
非
撤
回
可
能
性
や
フ
ァ
イ
ナ
リ
テ
ィ
に
は
影
響
を
与
え
な
い
。
（
　
）　
か
よ
う
な
非
撤
回
性
は
、
支
払
人
と
受
取
人
の
間
の
紛
争
の
際
に
、
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
額
を
支
払
人
に
償
還
す
る
、
支
払
人
の
枠
契
約
、
３９もし
く
は
加
盟
国
の
法
規
定
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
、
加
盟
国
法
の
下
で
の
、
提
供
者
の
権
利
も
し
く
は
義
務
に
影
響
を
与
え
な
い
。
か
よ
う
な
償
還
は
、
新
た
な
支
払
委
託
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
を
除
く
と
、
支
払
委
託
の
基
礎
に
あ
る
関
係
か
ら
生
ず
る
法
的
紛
争
は
、
支
払
人
と
受
取
人
の
間
で
解
決
さ
れ
る
。
（
　
）　
支
払
の
完
全
に
統
合
さ
れ
、
自
動
化
さ
れ
た
処
理
と
、
利
用
者
間
で
の
基
礎
に
あ
る
債
務
の
履
行
に
関
す
る
法
的
安
全
性
の
た
め
に
、
支
払
人
４０によ
っ
て
移
転
さ
れ
た
全
額
が
受
取
人
の
口
座
に
貸
方
記
入
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
払
処
理
の
実
行
に
際
し
関
与
し
た
媒
介
者
は
、
移
転
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
受
取
人
が
自
己
の
提
供
者
と
合
意
し
、
提
供
者
が
自
己
の
手
数
料
を
控
除
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
取
人
が
、
し
か
る
べ
き
額
が
正
確
に
支
払
わ
れ
た
か
を
検
証
で
き
る
た
め
に
、
支
払
処
理
に
関
し
後
か
ら
与
え
ら
れ
る
情
報
は
、
移
転
資
金
の
全
額
の
み
な
ら
ず
、
手
数
料
額
も
提
示
す
る
。
（
　
）　
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
支
払
人
と
受
取
人
の
間
で
手
数
料
を
分
担
す
る
こ
と
が
、
支
払
の
自
動
化
を
促
進
す
る
が
ゆ
え
に
、
最
も
効
率
的
な
シ
４１ステ
ム
で
あ
る
こ
と
を
経
験
が
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
徴
収
さ
れ
る
手
数
料
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
通
常
、
支
払
人
と
受
取
人
そ
れ
ぞ
れ
の
提
供
者
に
よ
っ
て
直
接
な
さ
れ
る
の
が
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
支
払
処
理
が
為
替
を
必
要
と
し
な
い
場
合
の
み
に
当
て
は
ま
る
。
本
指
令
の
規
定
は
、
提
供
者
が
消
費
者
か
ら
は
手
数
料
を
徴
収
し
な
い
と
い
う
慣
行
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
徴
収
さ
れ
る
手
数
料
額
は
、
ゼ
ロ
で
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あ
っ
て
も
よ
い
。
同
様
に
、
契
約
条
件
に
依
存
し
て
、
提
供
者
は
、
支
払
人
か
ら
は
徴
収
せ
ず
、
商
人
で
あ
る
利
用
者
に
つ
い
て
の
み
徴
収
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
支
払
シ
ス
テ
ム
の
手
数
料
は
、
基
本
料
金
の
形
で
も
よ
い
。
送
金
額
や
徴
収
額
の
規
定
は
、
提
供
者
も
し
く
は
仲
介
者
の
間
の
価
格
形
成
に
は
影
響
し
な
い
。
（
　
）　
透
明
性
と
競
争
を
促
進
す
る
た
め
、
提
供
者
は
、
受
取
人
が
特
定
の
支
払
手
段
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
支
払
人
か
ら
手
数
料
を
徴
収
す
る
４２よう
要
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
受
取
人
が
あ
る
支
払
手
段
の
利
用
に
つ
い
て
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
か
ら
自
由
で
あ
る
一
方
、
加
盟
国
は
、
そ
れ
が
濫
用
的
価
格
形
成
も
し
く
は
あ
る
支
払
手
段
利
用
に
つ
い
て
の
消
極
的
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
価
格
形
成
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
競
争
と
効
率
的
支
払
手
段
の
利
用
の
促
進
を
考
慮
し
つ
つ
、
正
当
化
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
か
よ
う
な
慣
行
を
禁
止
も
し
く
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
　
）　
共
同
体
内
で
の
支
払
の
効
率
性
を
改
善
す
る
た
め
に
、
支
払
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
ユ
ー
ロ
も
し
く
は
ユ
ー
ロ
領
域
外
の
加
盟
国
通
貨
で
表
４３記さ
れ
て
い
る
、
資
金
移
動
と
送
金
を
含
め
た
、
す
べ
て
の
支
払
委
託
は
、
最
大
一
営
業
日
と
い
う
実
行
期
間
に
服
す
る
。
受
取
人
に
よ
っ
て
も
し
く
は
受
取
人
を
通
じ
て
開
始
さ
れ
る
、
口
座
振
替
と
カ
ー
ド
支
払
を
含
む
、
そ
れ
以
外
の
支
払
は
、
提
供
者
と
支
払
人
の
間
の
、
よ
り
長
い
実
行
期
間
と
す
る
明
示
の
合
意
が
な
い
場
合
に
は
、
同
じ
一
営
業
日
実
行
期
間
が
適
用
さ
れ
る
。
上
記
の
期
間
は
、
支
払
委
託
が
紙
媒
体
で
与
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
一
営
業
日
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
紙
書
面
の
み
に
慣
れ
て
い
る
消
費
者
の
た
め
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
口
座
振
替
ス
キ
ー
ム
が
使
わ
れ
る
場
合
、
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
受
取
人
と
彼
の
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
た
期
間
内
に
振
替
委
託
を
、
合
意
さ
れ
た
期
間
内
で
の
決
済
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
発
信
す
る
。
加
盟
国
の
支
払
イ
ン
フ
ラ
が
し
ば
し
ば
効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
ま
た
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
悪
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
加
盟
国
は
、
ふ
さ
わ
し
い
場
合
に
、
一
営
業
日
よ
り
も
短
い
実
行
期
間
を
指
定
す
る
ル
ー
ル
を
維
持
も
し
く
は
設
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
（
　
）　
全
額
の
実
行
と
実
行
期
間
の
規
定
は
、
提
供
者
の
一
人
が
共
同
体
内
に
所
在
し
な
い
場
合
に
は
、
よ
い
慣
行
を
構
成
す
る
。
４４
（
　
）　
利
用
者
が
選
択
を
す
る
た
め
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
現
実
の
費
用
と
手
数
料
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
不
透
明
な
価
格
設
定
４５方法
の
使
用
は
、
そ
れ
が
利
用
者
に
現
実
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
著
し
く
困
難
に
す
る
こ
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
認
め
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
、
利
用
者
の
不
利
と
な
る
、
利
息
発
生
起
算
日
の
利
用
は
禁
止
さ
れ
る
。
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（
　
）　
支
払
シ
ス
テ
ム
が
円
滑
か
つ
効
率
的
に
は
た
ら
く
こ
と
は
、
利
用
者
が
、
提
供
者
が
支
払
処
理
を
正
確
か
つ
合
意
期
間
内
に
実
行
す
る
こ
と
を
４６信頼
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
通
常
、
提
供
者
は
、
支
払
処
理
に
関
わ
る
リ
ス
ク
の
評
価
を
な
し
得
る
地
位
に
あ
る
。
支
払
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、
誤
っ
て
も
し
く
は
不
正
確
に
与
え
ら
れ
た
資
金
を
取
り
戻
す
処
理
を
な
し
、
多
く
の
場
合
に
支
払
処
理
に
関
わ
る
仲
介
者
を
選
択
す
る
の
は
、
提
供
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
慮
に
照
ら
し
、
異
常
で
予
見
し
得
な
い
事
情
を
除
け
ば
、
提
供
者
に
、
利
用
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
支
払
処
理
の
実
行
に
つ
い
て
の
責
任
を
課
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
、
そ
の
選
択
に
つ
い
て
も
っ
ぱ
ら
受
取
人
に
責
が
あ
る
、
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
作
為
・
不
作
為
を
除
い
て
。
し
か
し
、
支
払
額
が
正
し
く
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
り
受
領
さ
れ
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
真
偽
不
明
（non
liquet
         
）
と
い
う
、
あ
ま
り
起
こ
り
そ
う
で
は
な
い
状
況
に
お
い
て
、
支
払
人
が
保
護
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
立
証
負
担
は
支
払
人
の
提
供
者
が
負
担
す
る
。
原
則
と
し
て
、
仲
介
機
関
は
、
通
常
は
中
央
銀
行
や
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
中
立
な
組
織
で
あ
る
が
、
支
払
額
を
送
付
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
受
領
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
移
転
す
る
が
、
こ
の
者
は
、
口
座
デ
ー
タ
を
保
管
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
提
供
す
る
。
支
払
額
が
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
入
金
し
た
場
合
に
は
、
受
取
人
は
直
ち
に
こ
の
提
供
者
に
自
己
の
口
座
に
入
金
記
帳
す
る
よ
う
要
求
で
き
る
。
（
　
）　
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
正
確
な
支
払
実
行
、
す
な
わ
ち
、
と
り
わ
け
支
払
処
理
の
全
額
の
実
行
、
実
行
期
間
内
の
実
行
、
受
取
４７人口
座
ま
で
の
支
払
連
鎖
に
お
け
る
他
人
に
よ
る
失
敗
に
つ
い
て
の
全
責
任
を
引
き
受
け
る
。
こ
の
責
任
の
結
果
と
し
て
、
支
払
人
の
提
供
者
は
、
受
取
人
の
提
供
者
に
全
額
が
送
金
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
支
払
処
理
を
訂
正
し
、
も
し
く
は
不
当
な
遅
滞
な
く
、
そ
の
取
引
の
額
を
支
払
人
に
返
金
す
る
、
こ
の
際
に
、
加
盟
国
法
に
よ
る
そ
れ
以
外
の
請
求
は
影
響
を
受
け
な
い
。
本
指
令
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
彼
の
提
供
者
の
間
の
契
約
上
の
義
務
と
責
任
に
の
み
関
す
る
。
し
か
し
、
口
座
振
込
及
び
そ
れ
以
外
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
運
行
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
、
加
工
者
の
よ
う
な
、
そ
の
仲
介
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
義
務
が
合
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
契
約
を
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
責
任
問
題
は
、
こ
の
統
一
契
約
の
本
質
的
部
分
で
あ
る
。
あ
る
支
払
処
理
に
関
与
す
る
、
提
供
者
と
仲
介
者
の
間
の
相
互
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に
、
責
任
の
な
い
提
供
者
が
、
本
指
令
の
責
任
規
定
に
よ
り
、
生
じ
も
し
く
は
支
払
っ
た
金
銭
の
補
償
を
受
け
る
と
い
う
意
味
で
の
確
実
性
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
権
利
や
求
償
の
内
容
、
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
に
つ
い
て
責
あ
る
、
提
供
者
も
し
く
は
仲
介
者
に
対
す
る
請
求
が
ど
う
処
理
さ
れ
る
か
は
、
契
約
合
意
に
よ
る
定
義
に
委
ね
ら
れ
る
。
（
　
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
支
払
委
託
を
正
確
に
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
で
は
、
断
片
化
や
４８
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共
同
体
内
で
の
統
合
さ
れ
た
決
済
シ
ス
テ
ム
形
成
を
危
殆
化
さ
せ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
加
盟
国
が
支
払
処
理
に
用
い
ら
れ
る
特
別
な
識
別
子
を
要
求
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
加
盟
国
が
、
支
払
人
の
提
供
者
が
注
意
深
く
行
動
す
る
よ
う
、
技
術
的
に
可
能
で
手
作
業
を
必
要
と
し
な
い
場
合
に
は
単
一
識
別
子
の
一
貫
性
を
検
証
す
る
よ
う
、
そ
れ
が
不
整
合
で
あ
る
場
合
に
支
払
委
託
を
拒
絶
し
支
払
人
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
よ
う
、
要
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
支
払
委
託
に
従
っ
た
、
支
払
処
理
の
正
確
な
実
行
に
限
定
さ
れ
る
。
（
　
）　
有
効
な
詐
欺
防
止
を
促
進
し
、
共
同
体
内
で
の
支
払
詐
欺
と
戦
う
た
め
に
、
支
払
詐
欺
に
関
与
し
た
人
物
に
関
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
収
集
、
加
４９工、
交
換
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
間
で
の
情
報
交
換
に
つ
い
て
の
規
定
が
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
加
工
に
関
す
る
個
人
の
保
護
と
、
か
よ
う
な
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
四
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令95
 
 /  46   /E
C
  
 
［
　
］
に
従
い
な
さ
れ
る
。
１９
（
　
）　
本
指
令
に
従
い
採
用
さ
れ
た
加
盟
国
法
の
規
定
の
有
効
な
執
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
規
定
に
対
応
し
５０ない
提
供
者
に
対
す
る
苦
情
を
追
及
し
、
ふ
さ
わ
し
い
場
合
に
は
、
効
率
的
、
比
例
的
、
抑
止
的
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
手
続
が
確
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
　
）　
裁
判
所
に
訴
え
る
顧
客
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
加
盟
国
は
、
こ
の
指
令
に
規
定
さ
れ
た
権
利
義
務
か
ら
生
ず
る
、
提
供
者
と
消
費
者
の
５１間の
紛
争
の
、
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
安
価
な
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
段
を
確
保
す
る
。
契
約
債
務
に
適
用
さ
れ
る
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
５
条
２
項
［
　
］
は
、
消
費
者
が
住
所
を
有
す
る
加
盟
国
法
の
強
行
規
定
に
よ
り
消
費
者
に
与
え
ら
れ
る
保
護
は
、
契
約
条
項
に
よ
っ
て
害
さ
れ
な
い
よ
う
２０
確
保
す
る
。
（
　
）　
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
の
認
可
を
管
轄
す
る
当
局
が
裁
判
外
紛
争
解
決
や
補
償
手
続
に
つ
い
て
も
権
限
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
５２
（
　
）　
本
指
令
は
、
表
示
の
不
正
確
さ
や
伝
達
の
不
正
確
さ
に
関
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
加
盟
国
法
に
は
影
響
し
な
い
。
５３
（
　
）　
本
指
令
の
効
率
的
運
営
を
検
査
し
、
単
一
支
払
市
場
の
確
立
の
進
捗
を
モ
ニ
タ
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
本
指
令
の
国
内
５４法化
期
限
終
了
の
三
年
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
的
統
合
と
調
和
さ
れ
た
消
費
者
保
護
を
考
慮
す
る
と
、
検
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 34）320〔２０１１．７〕
査
の
焦
点
は
、
本
指
令
の
効
率
的
運
営
を
越
え
、
非
Ｅ
Ｕ
通
貨
へ
の
適
用
の
拡
張
の
必
要
、
関
係
す
る
提
供
者
の
一
人
の
み
が
共
同
体
内
に
所
在
す
る
場
合
の
支
払
処
理
へ
の
適
用
の
拡
張
の
必
要
、
で
あ
る
。
（
　
）　
本
指
令
の
規
定
は
指
令97
 
 /5/E
C
    
 
を
置
き
か
え
る
の
で
、
後
者
の
指
令
は
廃
止
さ
れ
る
。
５５
（
　
）　
現
在
、
遠
隔
契
約
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
に
関
す
る
一
九
九
七
年
五
月
二
〇
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令97
 
 /7/E
C
    
 
［
　
］
と
５６
２１
2002
    /  65   /E
C
  
 
の
規
制
対
象
で
あ
る
、
支
払
カ
ー
ド
の
詐
欺
的
利
用
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
ル
ー
ル
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
令
は
、
そ
れ
に
応
じ
て
改
正
さ
れ
る
。
（
　
）　
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
に
よ
れ
ば
、
金
融
機
関
は
信
用
機
関
に
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
に
は
服
さ
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
は
、
共
同
体
全
体
で
支
払
５７サー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
支
払
機
関
と
し
て
同
じ
要
件
に
服
す
る
。
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
は
、
従
っ
て
改
正
さ
れ
る
。
（
　
）　
送
金
は
本
指
令
に
お
い
て
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
定
義
さ
れ
、
そ
れ
は
、
支
払
機
関
と
し
て
の
認
可
も
し
く
は
本
指
令
の
規
定
に
お
け
る
要
５８件下
で
の
適
用
軽
減
条
項
の
利
益
を
受
け
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
と
し
て
の
登
録
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
六
日
の
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
も
し
く
は
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
の
目
的
で
の
金
融
制
度
の
利
用
の
防
止
に
関
す
る
、
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2005
 
   /  60   /E
C
  
 
［
　
］
２２
は
改
正
さ
れ
る
。
（
　
）　
法
的
安
定
性
の
た
め
に
、
本
指
令
の
発
効
前
に
、
加
盟
国
法
に
従
い
支
払
機
関
の
活
動
を
開
始
し
た
者
が
、
一
定
の
期
間
、
当
該
加
盟
国
に
お
５９いて
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
経
過
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
（
　
）　
本
指
令
の
目
的
、
す
な
わ
ち
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
単
一
市
場
の
確
立
は
、
加
盟
国
に
よ
っ
て
は
多
様
な
加
盟
国
の
法
制
度
に
お
け
る
既
存
６０の多
様
な
ル
ー
ル
の
調
和
が
必
要
で
あ
り
、
十
分
達
成
し
得
ず
、
共
同
体
レ
ベ
ル
で
よ
り
よ
く
達
成
で
き
る
も
の
だ
か
ら
、
共
同
体
は
、
条
約
５
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
補
充
性
の
原
則
に
従
い
、
措
置
を
採
用
で
き
る
。
同
条
に
規
定
さ
れ
た
比
例
性
の
原
則
に
従
い
、
本
指
令
は
、
目
的
達
成
に
必
要
な
程
度
を
越
え
て
い
な
い
。
（
　
）　
こ
の
指
令
の
国
内
法
化
に
必
要
な
措
置
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
付
与
さ
れ
た
国
内
法
化
権
限
の
行
使
に
関
す
る
手
続
を
規
定
す
る
一
九
九
九
年
６１六月
二
八
日
の
理
事
会
決
定1999/468/E
C
 
         
 
［
　
］
に
従
い
採
用
さ
れ
る
。
２３
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 35）321〔２０１１．７〕
（
　
）　
特
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
技
術
と
市
場
の
展
開
を
考
慮
す
る
た
め
に
国
内
法
化
規
定
を
採
用
す
る
権
限
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
一
般
６２的適
用
範
囲
を
有
し
、
本
指
令
の
非
本
質
的
要
素
を
改
正
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
、
決
定1999/468/E
C
 
         
 
の
５
ａ
条
に
規
定
さ
れ
た
精
密
さ
を
伴
う
規
制
的
手
続
に
従
い
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
　
）　
よ
り
良
き
立
法
に
関
す
る
制
度
間
合
意
第
　
点
［
　
］
に
従
い
、
加
盟
国
は
、
自
ら
、
共
同
体
の
た
め
に
、
本
指
令
と
移
行
措
置
と
の
関
係
を
６３
３４
２４
可
能
な
限
り
で
記
載
す
る
一
覧
表
を
作
成
し
、
公
表
す
る
よ
う
奨
励
さ
れ
る
。
こ
の
指
令
を
採
用
し
た：
第
１
編
　
主
題
、
適
用
範
囲
及
び
定
義
第
１
条
　
主
題
１
．
本
指
令
は
、
加
盟
国
が
以
下
の
六
種
類
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
区
別
す
る
ル
ー
ル
を
規
定
す
る：
⒜
　
指
令2006/48/E
C
 
        
 
の
４
条
１
項
⒜
の
意
味
で
の
信
用
機
関
（
訳
注
１
）、
⒝
　
指
令2000/46/E
C
 
        
 
の
１
条
３
項
⒜
の
意
味
で
の
電
子
マ
ネ
ー
機
関
、
⒞
　
加
盟
国
法
に
お
い
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
権
限
が
あ
る
郵
便
局
振
替
機
関
、
⒟
　
本
指
令
の
意
味
で
の
支
払
機
関
、
⒠
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
と
加
盟
国
中
央
銀
行
が
、
自
己
の
金
融
当
局
も
し
く
は
そ
れ
以
外
の
公
的
機
関
と
し
て
行
動
し
な
い
場
合
、
⒡
　
加
盟
国
あ
る
い
は
そ
の
地
域
的
も
し
く
は
地
方
的
機
関
が
そ
の
公
的
機
関
と
し
て
の
権
限
に
お
い
て
行
動
し
な
い
場
合
。
２
．
こ
の
指
令
は
又
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契
約
条
件
の
透
明
性
と
情
報
提
供
要
件
、
並
び
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
が
通
常
の
業
務
と
し
て
提
供
さ
れ
る
場
合
の
利
用
者
と
提
供
者
の
権
利
義
務
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
第
２
条
　
適
用
範
囲
１
．
本
指
令
は
、
共
同
体
内
で
提
供
さ
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、　
条
を
除
い
て
、
第
３
編
と
第
４
編
は
、
提
供
者
と
受
取
人
７３
が
と
も
に
共
同
体
内
に
所
在
す
る
か
、
も
し
く
は
そ
の
支
払
処
理
に
お
け
る
唯
一
の
提
供
者
が
共
同
体
内
に
所
在
す
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 36）322〔２０１１．７〕
２
．
第
３
編
と
第
４
編
は
、
ユ
ー
ロ
に
よ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
も
し
く
は
ユ
ー
ロ
圏
以
外
の
加
盟
国
通
貨
に
よ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
適
用
さ
れ
る
。
３
．
加
盟
国
は
、
本
指
令
の
規
定
の
全
部
も
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
、
指
令2006/48/E
C
         
 
の
２
条
で
言
及
さ
れ
た
機
関
（
そ
こ
で
第
１
第
２
イ
ン
デ
ン
ト
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
）
に
対
し
て
適
用
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
３
条
　
消
極
的
適
用
範
囲
本
指
令
は
、
以
下
の
も
の
に
は
適
用
さ
れ
な
い：
⒜
　
支
払
人
か
ら
受
取
人
に
、
仲
介
者
を
介
せ
ず
、
現
金
で
直
接
な
さ
れ
る
支
払
処
理
、
⒝
　
支
払
人
も
し
く
は
受
取
人
の
た
め
に
、
商
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
も
し
く
は
購
入
の
交
渉
又
は
締
結
の
権
限
あ
る
、
商
事
代
理
人
を
通
し
て
、
支
払
人
か
ら
受
取
人
へ
な
さ
れ
る
支
払
処
理
、
⒞
　
紙
幣
と
硬
貨
の
業
と
し
て
の
物
理
的
移
動
（
そ
の
収
集
、
加
工
、
配
達
を
含
む
）、
⒟
　
非
営
利
も
し
く
は
慈
善
的
活
動
の
枠
内
で
の
、
業
と
し
て
で
は
な
い
現
金
収
集
と
配
達
か
ら
な
る
支
払
処
理
、
⒠
　
商
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
の
た
め
の
支
払
を
通
し
て
支
払
の
実
行
が
な
さ
れ
る
直
前
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
明
示
の
要
求
に
続
く
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
し
て
、
受
取
人
か
ら
支
払
人
に
現
金
が
提
供
さ
れ
る
場
合
の
取
引
［
吉
村
・
白
神
一
三
六
頁
注
八
二
参
照
、
い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
］、
⒡
　
両
替
ビ
ジ
ネ
ス
、
す
な
わ
ち
資
金
が
支
払
口
座
に
保
有
さ
れ
な
い
現
金
間
の
操
作
、
⒢
　
受
取
人
に
資
金
を
与
え
る
意
図
で
作
成
さ
れ
た
以
下
の
書
面
の
い
ず
れ
か
に
も
と
づ
き
な
さ
れ
る
支
払
機
関
の
支
払
処
理：
ⅰ
小
切
手
の
統
一
法
を
提
供
す
る
一
九
三
一
年
五
月
一
九
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
よ
る
紙
の
小
切
手
、
ⅱ
ⅰ
と
同
様
で
あ
る
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
批
准
国
で
は
な
い
加
盟
国
の
法
に
支
配
さ
れ
る
紙
の
小
切
手
、
ⅲ
一
九
三
〇
年
六
月
七
日
の
為
替
手
形
、
約
束
手
形
の
統
一
法
を
提
供
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
よ
る
紙
の
手
形
、
ⅳ
ⅲ
と
同
様
で
あ
る
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
批
准
国
で
は
な
い
加
盟
国
の
法
に
支
配
さ
れ
る
紙
の
手
形
、
ⅴ
紙
の
有
価
証
券
、
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 37）323〔２０１１．７〕
ⅵ
紙
の
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
ッ
ク
、
ⅶ
世
界
郵
便
連
合
に
よ
り
定
義
さ
れ
た
紙
の
郵
便
為
替
、
⒣
　
あ
る
支
払
の
内
部
で
、
も
し
く
は
有
価
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
の
内
部
で
、
決
済
代
理
人
、
集
中
清
算
機
関
、
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
中
央
銀
行
、
そ
の
他
の
当
該
シ
ス
テ
ム
参
加
者
な
ど
の
間
で
実
行
さ
れ
る
、
支
払
処
理
（
但
し
　
条
の
適
用
を
妨
げ
な
い
）、
２８
⒤
　
有
価
証
券
資
産
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
支
払
処
理
、
す
な
わ
ち
配
当
、
収
入
、
そ
の
他
の
配
分
金
、
買
戻
も
し
く
は
売
却
、
⒣
で
言
及
さ
れ
て
い
る
者
も
し
く
は
投
資
会
社
、
信
用
機
関
、
集
団
投
資
企
業
、
投
資
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
資
産
管
理
会
社
、
そ
の
他
の
金
融
証
券
の
保
管
の
資
格
が
あ
る
主
体
な
ど
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
、
⒥
　
技
術
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
す
な
わ
ち
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
、
移
転
さ
れ
る
資
金
の
保
有
に
い
か
な
る
時
点
で
も
至
ら
な
い
者
に
よ
る
場
合
で
、
デ
ー
タ
の
加
工
・
保
管
、
信
用
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
や
主
体
の
認
証
、
Ｉ
Ｔ
や
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
提
供
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
用
い
ら
れ
る
端
末
や
デ
バ
イ
ス
の
提
供
・
維
持
、
⒦
　
商
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
取
得
の
た
め
に
、
発
行
者
に
よ
り
事
業
所
内
で
の
み
用
い
ら
れ
る
、
も
し
く
は
発
行
者
と
の
合
意
に
も
と
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
限
定
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
、
も
し
く
は
商
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
限
定
的
範
囲
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
、
手
段
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
［
吉
村
・
白
神
一
三
六
頁
注
八
三
参
照
］、
⒧
　
通
信
又
は
デ
ジ
タ
ル
も
し
く
は
Ｉ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
支
払
処
理
で
、
購
入
さ
れ
た
商
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
が
、
通
信
又
は
デ
ジ
タ
ル
も
し
く
は
Ｉ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
に
提
供
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
が
利
用
者
と
商
品
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
の
間
の
仲
介
者
と
し
て
の
み
行
動
す
る
の
で
は
な
い
場
合
［
吉
村
・
白
神
一
三
七
頁
注
八
五
参
照
］、
⒨
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
そ
の
代
理
人
、
支
店
な
ど
の
間
で
、
そ
れ
ら
自
身
の
計
算
で
実
行
さ
れ
る
支
払
処
理
、
⒩
　
親
企
業
と
子
企
業
、
も
し
く
は
同
一
親
企
業
の
支
店
間
で
、
同
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業
以
外
の
提
供
者
に
よ
る
仲
介
が
な
い
、
支
払
処
理
［
吉
村
・
白
神
一
三
七
注
八
四
参
照
］、
も
し
く
は
⒪
　
一
人
も
し
く
は
複
数
の
カ
ー
ド
発
行
者
の
た
め
に
行
動
す
る
現
金
自
動
出
納
機
に
よ
り
、
現
金
引
出
サ
ー
ビ
ス
を
な
す
提
供
者
で
、
支
払
口
座
か
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 38）324〔２０１１．７〕
ら
現
金
を
引
き
出
す
顧
客
と
の
枠
契
約
の
当
事
者
で
な
い
者
が
な
す
場
合
、
但
し
、
こ
れ
ら
の
提
供
者
が
付
録
に
列
挙
さ
れ
た
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
し
な
い
場
合
に
限
る
。
第
４
条
　
定
義
本
指
令
の
目
的
の
た
め
に
、
以
下
の
定
義
が
用
い
ら
れ
る：
１
．「
本
国
加
盟
国
」
と
は
、
以
下
の
い
ず
れ
か
を
意
味
す
る：
ⅰ
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
登
記
営
業
所
が
所
在
す
る
加
盟
国
、
も
し
く
は
ⅱ
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
当
該
加
盟
国
法
の
下
で
登
記
営
業
所
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
本
店
が
所
在
す
る
加
盟
国
、
２
．「
受
入
先
加
盟
国
」
と
は
、
本
国
加
盟
国
以
外
で
、
提
供
者
が
代
理
店
も
し
く
は
支
店
を
有
す
る
、
ま
た
は
そ
こ
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
の
、
加
盟
国
を
意
味
す
る
、
３
．「
支
払
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
付
録
に
掲
げ
ら
れ
た
営
業
活
動
を
意
味
す
る
、
４
．「
支
払
機
関
」
と
は
、　
条
に
従
い
、
共
同
体
内
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
実
行
す
る
認
可
を
得
た
法
人
を
意
味
す
る
、
１０
５
．「
支
払
処
理
」
と
は
、
支
払
人
も
し
く
は
受
取
人
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
支
払
人
と
受
取
人
の
間
の
基
礎
と
な
る
債
務
に
関
係
な
く
、
資
金
を
供
与
、
移
動
も
し
く
は
回
収
す
る
行
為
を
意
味
す
る
、
６
．「
支
払
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
資
金
移
動
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
支
払
処
理
の
処
理
、
清
算
、
決
済
の
た
め
の
形
式
的
か
つ
標
準
化
さ
れ
た
取
り
決
め
と
共
通
の
ル
ー
ル
を
伴
う
も
の
を
意
味
す
る
、
７
．「
支
払
人
」
と
は
、
支
払
口
座
を
有
し
、
そ
の
口
座
か
ら
の
支
払
委
託
を
認
め
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
、
ま
た
は
口
座
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
支
払
委
託
を
与
え
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
を
意
味
す
る
、
８
．「
受
取
人
」
と
は
、
支
払
処
理
の
対
象
で
あ
る
資
金
の
予
定
さ
れ
た
受
取
人
で
あ
る
、
自
然
人
も
し
く
は
法
人
を
意
味
す
る
、
９
．「
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」
と
は
、
１
条
１
項
で
言
及
さ
れ
た
組
織
と
、　
条
の
適
用
免
除
の
利
益
を
受
け
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
を
意
味
す
る
、
２６
　
．「
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
」
と
は
、
支
払
人
も
し
く
は
受
取
人
又
は
両
者
の
資
格
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
を
意
味
す
１０
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 39）325〔２０１１．７〕
る
、
　
．「
消
費
者
」
と
は
、
本
指
令
に
お
い
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
に
お
い
て
、
自
己
の
事
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
専
門
職
以
外
の
目
的
で
行
１１動
す
る
自
然
人
を
意
味
す
る
、
　
．「
枠
契
約
」
と
は
、
将
来
の
、
個
別
的
、
継
起
的
支
払
処
理
の
実
行
を
支
配
し
、
支
払
口
座
を
開
設
し
て
お
く
際
の
義
務
と
条
件
を
含
む
よ
う
な
１２支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
意
味
す
る
、
　
．「
送
金
」
と
は
、
支
払
人
も
し
く
は
受
取
人
の
名
で
支
払
口
座
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
該
額
を
、
受
取
人
も
し
く
は
受
取
人
の
た
め
に
行
動
１３す
る
別
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
移
転
す
る
目
的
だ
け
の
た
め
に
資
金
が
支
払
人
か
ら
受
領
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
資
金
が
受
取
人
の
た
め
に
受
領
さ
れ
、
か
つ
受
取
人
の
用
に
供
さ
れ
る
場
合
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
す
る
、
　
．「
支
払
口
座
」
と
は
、
支
払
処
理
の
実
行
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
、
一
人
も
し
く
は
複
数
の
利
用
者
の
名
で
開
設
さ
れ
る
口
座
を
意
味
す
る
、
１４　
．「
資
金
」
と
は
、
銀
行
券
、
通
貨
、
帳
簿
金
銭
、
指
令2000
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１
条
３
項
⒝
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
電
子
マ
ネ
ー
、
を
意
味
す
る
、
１５　
．「
支
払
委
託
」
と
は
、
支
払
人
も
し
く
は
受
取
人
が
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
支
払
処
理
の
実
行
を
求
め
る
指
図
を
意
味
す
る
、
１６　
．「
付
利
息
日
」
と
は
、
あ
る
支
払
口
座
か
ら
引
落
も
し
く
は
あ
る
支
払
口
座
に
入
金
し
た
資
金
の
利
息
の
計
算
の
た
め
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
１７よ
り
用
い
ら
れ
る
参
照
日
を
意
味
す
る
、
　
．「
参
照
交
換
率
」
と
は
、
通
貨
交
換
計
算
の
基
礎
と
し
て
用
い
ら
れ
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
利
用
可
能
と
さ
れ
、
も
し
く
は
公
衆
に
利
１８用
可
能
な
ソ
ー
ス
か
ら
入
手
で
き
る
、
交
換
率
を
意
味
す
る
、
　
．「
認
証
」
と
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
を
含
め
、
特
定
の
支
払
手
段
の
利
用
を
検
証
す
る
こ
と
を
認
め
る
手
続
を
１９意
味
す
る
、
　
．「
参
照
利
率
」
と
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
適
用
さ
れ
る
利
息
の
計
算
を
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
用
い
ら
れ
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
の
両
当
２０事
者
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
公
衆
に
利
用
可
能
な
ソ
ー
ス
に
由
来
す
る
利
率
を
意
味
す
る
、
　
．「
単
一
識
別
子
」
と
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
り
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
示
さ
れ
た
、
文
字
、
数
字
、
シ
ン
ボ
ル
の
結
合
で
、
利
用
者
２１
論　　　説
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に
よ
っ
て
、
支
払
処
理
の
た
め
に
、
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
支
払
口
座
を
明
確
に
特
定
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
、
　
．「
代
行
者
」
と
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
つ
き
、
支
払
機
関
の
た
め
に
行
動
す
る
、
自
然
人
も
し
く
は
法
人
を
意
味
す
る
、
２２　
．「
支
払
（
認
証
）
手
段
」
と
は
、
個
人
化
さ
れ
た
デ
バ
イ
ス
（
か
つ
／
ま
た
は
）
利
用
者
と
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
た
一
連
の
手
続
で
あ
り
、
２３利
用
者
が
支
払
委
託
を
開
始
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
、
　
．「
遠
隔
通
信
手
段
」
と
は
、
提
供
者
と
利
用
者
が
物
理
的
に
同
時
存
在
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
締
結
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
２４る
手
段
を
指
す
、
　
．「
耐
久
性
あ
る
媒
体
」
と
は
、
利
用
者
が
自
分
自
身
の
個
人
情
報
を
、
情
報
の
目
的
に
か
な
っ
た
形
で
、
将
来
の
一
定
期
間
の
参
照
が
可
能
と
な
る
２５よ
う
保
管
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
保
管
さ
れ
た
情
報
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
再
生
で
き
る
よ
う
な
手
段
を
意
味
す
る
、
　
．「
小
企
業
」
と
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
締
結
し
た
時
点
に
お
い
て
、
勧
告2003/361/E
C
 
         
 
の
１
条
、
２
条
１
項
、
３
項
に
お
い
て
定
義
さ
れ
２６て
い
る
企
業
で
あ
る
も
の
を
意
味
す
る
、
　
．「
営
業
日
」
と
は
、
支
払
処
理
の
実
行
に
関
与
す
る
、
支
払
人
の
提
供
者
も
し
く
は
受
取
人
の
提
供
者
が
、
支
払
処
理
の
実
行
に
必
要
な
営
業
を
遂
２７行
し
て
い
る
日
を
意
味
す
る
、
　
．「
口
座
振
替
」
と
は
、
支
払
人
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
す
た
め
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
支
払
人
の
同
意
が
受
取
人
、
受
取
人
の
提
供
者
、
も
２８し
く
は
支
払
人
自
身
の
提
供
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
支
払
処
理
が
受
取
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
、
　
．「
支
店
」
と
は
、
本
店
以
外
の
営
業
所
で
あ
っ
て
、
支
払
機
関
の
一
部
で
あ
り
、
法
人
格
を
有
せ
ず
、
支
払
機
関
の
事
業
に
内
在
す
る
取
引
の
一
２９部
も
し
く
は
全
部
を
実
行
す
る
も
の
を
意
味
す
る
、
本
店
を
他
の
加
盟
国
に
有
す
る
支
払
機
関
に
よ
っ
て
同
一
の
加
盟
国
内
に
設
置
さ
れ
た
複
数
の
営
業
所
は
、
単
一
の
支
店
と
み
な
さ
れ
る
、
　
．「
グ
ル
ー
プ
」
と
は
、
親
会
社
、
子
会
社
、
お
よ
び
親
会
社
と
子
会
社
が
持
株
会
社
や
指
令83
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の
　
条
１
項
で
言
及
さ
れ
る
関
係
に
３０
１２
相
互
に
立
つ
企
業
を
有
す
る
も
の
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
企
業
を
意
味
す
る
。
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 41）327〔２０１１．７〕
第
２
編
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
第
１
章
　
支
払
機
関
第
１
節
　
一
般
規
定
第
５
条
　
認
可
の
申
請
支
払
機
関
と
し
て
認
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
、
以
下
の
も
の
と
併
せ
て
、
申
請
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る：
⒜
　
特
に
意
図
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
タ
イ
プ
を
明
記
し
た
事
業
計
画
、
⒝
　
最
初
の
三
財
務
年
間
の
予
想
予
算
計
算
で
、
申
請
者
が
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に
相
当
な
シ
ス
テ
ム
、
リ
ソ
ー
ス
、
手
続
を
利
用
で
き
る
か
を
示
す
も
の
を
含
む
営
業
計
画
、
⒞
　
支
払
機
関
が
６
条
で
規
定
さ
れ
た
当
初
資
本
を
保
有
す
る
こ
と
の
証
拠
、
⒟
　
９
条
１
項
で
言
及
さ
れ
た
支
払
機
関
に
つ
い
て
は
、
９
条
に
従
い
、
利
用
者
の
資
金
を
保
護
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
措
置
の
記
載
、
⒠
　
申
請
者
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
措
置
と
、
経
営
的
リ
ス
ク
管
理
と
会
計
手
続
を
含
む
内
部
統
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
記
載
で
、
こ
れ
ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
措
置
、
統
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
手
続
が
、
比
例
的
で
、
健
全
で
、
適
当
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
、
⒡
　
指
令2005
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と
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
五
日
の
資
金
移
動
に
伴
う
支
払
人
の
情
報
に
関
す
る
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
規
則
（E
C
 
 
）N
o
 
  
1781/2006
         
［
　
］
の
も
と
で
、
申
請
者
が
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
に
関
す
る
義
務
に
応
ず
る
た
め
確
立
し
た
内
部
統
制
メ
カ
ニ
２５
ズ
ム
の
記
載
、
⒢
　
意
図
す
る
代
理
店
、
支
店
の
記
載
、
並
び
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
、
そ
の
内
外
の
支
払
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
に
つ
い
て
の
記
述
を
含
む
申
請
者
の
組
織
の
記
載
、
⒣
　
指
令2006
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の
４
条
　
項
の
意
味
で
直
接
も
し
く
は
間
接
に
申
請
者
を
一
定
の
規
模
で
保
有
す
る
者
の
名
称
、
保
有
の
規
模
、
そ
れ
ら
が
１１
支
払
機
関
の
健
全
か
つ
注
意
深
い
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の
要
求
を
考
慮
し
た
上
で
適
性
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
、
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 42）328〔２０１１．７〕
⒤
　
取
締
役
、
支
払
機
関
の
管
理
責
任
者
、
支
払
機
関
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
管
理
責
任
者
の
氏
名
、
そ
れ
ら
の
者
が
よ
い
評
判
を
有
し
、
支
払
機
関
の
本
国
加
盟
国
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
実
行
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
と
経
験
を
有
す
る
こ
と
の
証
拠
、
⒥
　
二
〇
〇
六
年
五
月
一
七
日
の
、
年
次
報
告
書
の
法
令
に
基
づ
く
監
査
と
連
結
決
算
に
関
す
る
、
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2006
 
   /  43   /E
C
  
 
［
　
］
２６
に
規
定
さ
れ
た
、
法
令
に
よ
る
監
査
人
と
監
査
会
社
の
名
称
、
⒦
　
申
請
者
の
法
的
地
位
と
定
款
、
⒧
　
申
請
者
の
本
社
の
所
在
地
。
⒟
⒠
⒢
の
目
的
の
た
め
に
、
申
請
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
用
者
の
利
益
を
保
護
し
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
実
行
の
継
続
性
と
信
頼
性
を
確
保
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
執
っ
た
と
い
え
る
た
め
に
、
監
査
措
置
、
組
織
措
置
の
記
述
を
提
供
す
る
。
第
６
条
　
当
初
資
本
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
に
、
認
可
時
に
、
以
下
の
、
指
令2006
 
   /  48   /E
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の
　
条
ａ
ｂ
で
定
義
さ
れ
て
い
る
項
目
か
ら
な
る
、
当
初
資
本
を
保
有
す
る
５７
こ
と
を
要
求
す
る：
⒜
　
支
払
機
関
が
、
付
録
第
６
点
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
［
送
金
］
の
み
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
本
は
、
い
か
な
る
時
点
で
も
、
二
〇
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
下
回
ら
な
い
こ
と
、
⒝
　
支
払
機
関
が
、
付
録
第
７
点
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
本
は
、
い
か
な
る
時
点
で
も
、
五
〇
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
下
回
ら
な
い
こ
と
、
か
つ
⒞
　
支
払
機
関
が
、
付
録
第
１
点
か
ら
第
５
点
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
本
は
、
い
か
な
る
時
点
で
も
、
一
二
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。
第
７
条
　
自
己
資
金
１
．
支
払
機
関
の
自
己
資
金
は
、
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
の
　
、　
、　
、　
条
に
定
義
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
指
令
の
６
条
、
８
条
の
要
求
額
の
高
５７
６１
６３
６６
い
方
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。
EU支払サービス指令とドイツ法
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２
．
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
が
、
別
の
支
払
機
関
、
信
用
機
関
、
投
資
会
社
、
資
産
管
理
会
社
、
も
し
く
は
保
険
会
社
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
場
合
に
、
自
己
資
金
の
属
す
る
要
素
を
重
複
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。
こ
の
項
は
、
支
払
機
関
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
性
格
を
有
し
、
付
録
に
示
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
以
外
の
活
動
を
営
む
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
３
．
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
の
　
条
に
規
定
さ
れ
た
条
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
加
盟
国
も
し
く
は
そ
の
管
轄
当
局
は
、
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
に
従
い
、
６９
親
信
用
機
関
の
連
結
監
査
に
含
め
ら
れ
る
、
支
払
機
関
に
、
本
指
令
８
条
を
適
用
し
な
い
選
択
が
で
き
る
。
第
８
条
　
自
己
資
金
の
計
算
１
．
６
条
に
規
定
さ
れ
る
当
初
資
本
要
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
盟
国
は
、
加
盟
国
法
に
従
い
管
轄
当
局
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
、
以
下
の
三
つ
の
方
法
の
う
ち
の
一
つ
に
従
い
計
算
さ
れ
た
自
己
資
金
を
常
に
保
有
す
る
よ
う
、
支
払
機
関
に
要
求
す
る：
方
法
Ａ
支
払
機
関
の
自
己
資
金
は
、
前
年
の
固
定
総
経
費
の
少
な
く
と
も
一
割
で
あ
る
。
当
局
は
、
こ
の
要
件
を
、
前
年
以
降
の
当
該
支
払
機
関
の
営
業
に
お
け
る
実
質
的
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
払
機
関
が
計
算
時
期
に
お
い
て
丸
一
年
の
営
業
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
要
件
は
、
こ
の
計
画
に
当
局
に
よ
る
調
整
が
必
要
な
場
合
を
除
き
、
そ
の
資
金
が
営
業
計
画
に
お
い
て
予
定
さ
れ
た
固
定
総
経
費
の
少
な
く
と
も
一
割
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
方
法
Ｂ
支
払
機
関
の
自
己
資
金
が
少
な
く
と
も
２
項
で
定
義
さ
れ
た
変
数
ｋ
に
よ
っ
て
乗
じ
た
、
以
下
の
要
素
の
合
計
で
あ
る
こ
と
、
Ｐ
Ｖ
は
当
該
支
払
機
関
が
前
年
に
実
行
し
た
支
払
処
理
の
合
計
額
の
　
分
の
１
を
示
す：
１２
⒜
　
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
の
Ｐ
Ｖ
ス
ラ
イ
ス
の
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
プ
ラ
ス
⒝
　
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
越
え
一
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
の
Ｐ
Ｖ
ス
ラ
イ
ス
の
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
プ
ラ
ス
⒞
　
一
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
越
え
一
億
ユ
ー
ロ
ま
で
の
Ｐ
Ｖ
ス
ラ
イ
ス
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
プ
ラ
ス
⒟
　
一
億
ユ
ー
ロ
を
越
え
二
億
五
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
の
Ｐ
Ｖ
ス
ラ
イ
ス
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
プ
ラ
ス
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⒠
　
二
億
五
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
越
え
る
Ｐ
Ｖ
ス
ラ
イ
ス
〇
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
。
方
法
Ｃ
支
払
機
関
の
自
己
資
金
は
、
少
な
く
と
も
、
⒜
で
定
義
さ
れ
た
基
準
指
標
を
、
⒝
で
定
義
さ
れ
た
乗
算
要
素
と
、
２
項
で
定
義
さ
れ
た
要
素
ｋ
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
⒜
　
基
準
指
標
は
、
以
下
の
合
計：
─
　
利
息
収
入
、
─
　
利
息
出
費
、
─
　
手
数
料
の
収
入
、
お
よ
び
─
　
そ
れ
以
外
の
営
業
収
入
。
各
要
素
は
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
符
号
を
付
記
す
る
こ
と
。
異
常
も
し
く
は
不
規
則
な
収
入
は
、
標
準
指
標
の
計
算
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
へ
の
外
部
委
託
に
よ
る
出
費
は
、
そ
れ
が
本
指
令
に
よ
る
監
督
に
従
う
企
業
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
標
準
指
標
を
減
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
標
準
指
標
は
、
前
年
次
末
に
お
い
て
一
二
ヶ
月
の
観
察
を
も
と
に
計
算
さ
れ
る
。
標
準
指
標
は
、
前
年
次
全
体
に
わ
た
っ
て
計
算
さ
れ
る
。
し
か
し
、
方
法
Ｃ
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
自
己
資
金
は
、
標
準
指
標
の
過
去
三
年
の
平
均
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
監
査
を
受
け
た
数
字
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
評
価
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
⒝
　
乗
算
要
素
は：
ⅰ
二
五
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
は
、
標
準
指
標
ス
ラ
イ
ス
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ⅱ
二
五
〇
万
ユ
ー
ロ
か
ら
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
は
、
標
準
指
標
ス
ラ
イ
ス
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
ⅲ
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
か
ら
二
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
は
、
標
準
指
標
ス
ラ
イ
ス
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
ⅳ
二
五
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
か
ら
五
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
は
、
標
準
指
標
ス
ラ
イ
ス
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
ⅴ
五
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
越
え
る
場
合
は
、
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
。
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２
．
方
法
Ｂ
Ｃ
で
用
い
ら
れ
る
ス
ラ
イ
ド
係
数
ｋ
は：
⒜
　
支
払
機
関
が
付
録
第
６
点
に
掲
げ
ら
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
提
供
す
る
場
合
は
〇
・
五
、
⒝
　
支
払
機
関
が
付
録
第
７
点
に
掲
げ
ら
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
に
は
〇
・
八
、
⒞
　
支
払
機
関
が
付
録
第
１
点
か
ら
第
５
点
に
掲
げ
ら
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
に
は
一
。
３
．
当
局
は
、
当
該
支
払
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
プ
ロ
セ
ス
、
リ
ス
ク
損
失
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
内
部
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
評
価
に
基
づ
き
、
支
払
機
関
に
１
項
に
従
い
選
択
さ
れ
た
方
法
の
適
用
か
ら
帰
結
す
る
額
よ
り
、
上
限
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
範
囲
で
よ
り
高
い
自
己
資
金
額
を
保
有
す
る
よ
う
要
請
で
き
、
も
し
く
は
下
限
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
範
囲
で
よ
り
低
い
自
己
資
金
額
の
保
有
を
許
容
で
き
る
。
第
９
条
　
保
護
措
置
要
件
１
．
加
盟
国
も
し
く
は
管
轄
当
局
は
、
付
録
に
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
提
供
し
、
か
つ
同
時
に
　
条
１
項
⒞
で
言
及
さ
れ
た
そ
れ
１６
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
支
払
機
関
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
受
領
し
た
資
金
も
し
く
は
支
払
処
理
の
履
行
の
た
め
に
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
通
し
て
受
領
し
た
資
金
を
、
以
下
の
よ
う
に
保
護
す
る
よ
う
要
求
す
る：
⒜
　
上
記
の
資
金
は
、
当
該
資
金
が
保
有
さ
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
以
外
の
、
自
然
人
も
し
く
は
法
人
の
資
金
と
、
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
、
混
合
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
、
受
領
さ
れ
た
日
に
続
く
一
営
業
日
の
終
わ
り
に
お
い
て
な
お
、
当
該
支
払
機
関
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
、
受
取
人
も
し
く
は
別
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
信
用
機
関
の
別
口
座
に
預
け
入
れ
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
本
国
加
盟
国
の
当
局
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
、
安
全
、
低
リ
ス
ク
な
当
座
資
産
に
投
資
さ
れ
る
、
か
つ
⒝
　
上
記
の
資
金
は
、
加
盟
国
法
に
従
い
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
た
め
に
、
当
該
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
他
の
債
権
者
の
請
求
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
無
資
力
の
場
合
に
、
隔
離
さ
れ
る
、
も
し
く
は
⒞
　
上
記
の
資
金
は
、
保
険
ま
た
は
、
支
払
機
関
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
は
属
さ
な
い
、
保
険
会
社
も
し
く
は
信
用
機
関
に
よ
る
同
等
の
担
保
に
よ
っ
て
、
保
険
や
そ
の
他
の
担
保
が
存
在
し
な
い
場
合
に
隔
離
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
額
に
つ
い
て
、
支
払
機
関
が
そ
の
財
政
的
債
務
に
対
応
で
き
な
い
場
合
に
支
払
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わ
れ
る
形
で
、
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
２
．
支
払
機
関
が
１
項
に
よ
り
資
金
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
資
金
の
一
部
が
将
来
の
支
払
処
理
に
使
わ
れ
、
残
部
が
非
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
場
合
、
将
来
の
支
払
処
理
に
使
わ
れ
る
資
金
部
分
も
、
１
項
の
要
件
に
服
す
る
。
こ
の
部
分
が
変
動
す
る
か
も
し
く
は
予
め
知
り
得
な
い
場
合
に
は
、
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
に
、
こ
の
項
を
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
使
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
代
表
的
部
分
を
基
礎
に
適
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
、
但
し
、
代
表
的
部
分
が
管
轄
当
局
を
満
足
さ
せ
る
程
度
の
歴
史
的
デ
ー
タ
を
基
礎
に
合
理
的
に
評
価
さ
れ
う
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
３
．
加
盟
国
も
し
く
は
管
轄
当
局
は
、　
条
１
項
（
ｃ
）
で
言
及
さ
れ
る
そ
の
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
に
携
わ
ら
な
い
支
払
機
関
も
本
条
の
１
項
の
保
護
１６
要
件
に
従
う
よ
う
要
求
で
き
る
。
４
．
加
盟
国
も
し
く
は
管
轄
当
局
は
、
個
別
で
六
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
閾
値
を
超
え
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
資
金
に
、
上
記
の
保
護
措
置
要
件
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
　
条
　
認
可
の
付
与
１０
１
．
加
盟
国
は
、
１
条
１
項
⒜
か
ら
⒞
ま
で
と
⒠
⒡
で
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
企
業
と
、　
条
の
適
用
軽
減
の
利
益
を
享
受
す
る
法
人
も
し
く
２６
は
自
然
人
以
外
の
企
業
で
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
の
前
に
、
支
払
機
関
と
し
て
の
認
可
を
得
る
よ
う
要
求
す
る
。
認
可
は
、
あ
る
加
盟
国
内
に
開
業
さ
れ
た
法
人
の
み
に
許
与
さ
れ
る
。
２
．
認
可
は
、
申
請
書
に
伴
う
情
報
と
証
拠
が
５
条
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
か
つ
、
申
請
書
の
精
査
の
上
で
の
、
管
轄
当
局
の
総
合
的
評
価
が
良
好
な
場
合
に
、
与
え
ら
れ
る
。
管
轄
当
局
は
、
認
可
付
与
の
前
に
、
国
内
中
央
銀
行
も
し
く
は
関
連
公
機
関
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
．
そ
の
本
国
加
盟
国
法
に
よ
れ
ば
、
登
記
さ
れ
た
事
務
所
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
支
払
機
関
は
、
そ
の
登
記
事
務
所
と
同
じ
加
盟
国
に
、
本
店
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
４
．
管
轄
当
局
は
、
以
下
の
場
合
に
の
み
、
す
な
わ
ち
、
支
払
機
関
の
健
全
か
つ
慎
重
な
管
理
を
確
保
す
る
必
要
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該
支
払
機
関
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
た
め
の
頑
健
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
有
し
て
い
る
場
合
に
の
み
認
可
を
付
与
す
る
、
こ
こ
に
は
、
十
分
定
義
さ
れ
、
透
明
で
、
一
貫
し
た
責
任
体
制
、
生
じ
う
る
リ
ス
ク
を
特
定
、
管
理
、
監
視
、
報
告
す
る
有
効
な
措
置
、
健
全
な
管
理
、
計
算
手
続
を
含
む
適
切
な
内
部
統
御
メ
EU支払サービス指令とドイツ法
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カ
ニ
ズ
ム
、
が
含
ま
れ
る
、
か
よ
う
な
体
制
、
手
続
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
包
括
的
で
、
当
該
支
払
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
、
規
模
、
複
雑
さ
に
相
応
な
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
５
．
支
払
機
関
が
付
録
に
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
提
供
し
、
か
つ
同
時
に
そ
れ
以
外
の
事
業
を
な
す
場
合
に
は
、
管
轄
当
局
は
、
当
該
支
払
機
関
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
活
動
が
、
当
該
支
払
機
関
の
財
政
的
健
全
さ
を
、
も
し
く
は
本
指
令
に
よ
り
課
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
義
務
を
当
該
支
払
機
関
が
遵
守
し
て
い
る
か
を
管
轄
当
局
が
監
視
す
る
能
力
を
、
害
す
る
か
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
別
個
の
主
体
の
設
立
を
要
請
で
き
る
。
６
．
管
轄
当
局
は
、
支
払
機
関
の
健
全
か
つ
慎
重
な
管
理
を
確
保
す
る
必
要
を
考
慮
し
て
、
重
要
な
地
位
を
占
め
る
株
主
も
し
く
は
社
員
の
適
性
に
つ
い
て
疑
い
を
抱
く
場
合
に
は
、
認
可
の
付
与
を
拒
否
す
る
。
７
．
支
払
機
関
と
他
の
自
然
人
も
し
く
は
法
人
と
の
間
に
指
令2006
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の
４
条
　
項
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た
緊
密
な
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
４６
は
、
管
轄
当
局
は
、
こ
の
結
合
が
自
己
の
監
督
権
能
の
有
効
な
行
使
を
妨
げ
な
い
場
合
に
の
み
認
可
を
付
与
す
る
。
８
．
管
轄
当
局
は
、
支
払
機
関
が
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
を
支
配
す
る
第
三
国
の
法
、
規
則
、
行
政
規
定
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
執
行
に
関
わ
る
困
難
が
自
己
の
監
督
権
能
の
有
効
な
行
使
を
妨
げ
な
い
場
合
に
の
み
、
認
可
を
与
え
る
。
９
．
認
可
は
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
お
い
て
有
効
で
あ
り
、
当
該
支
払
機
関
に
共
同
体
内
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
も
し
く
は
設
立
の
自
由
の
下
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
認
可
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
と
い
う
条
件
下
で
、
認
め
る
。
第
　
条
　
決
定
の
通
知
１１
申
請
の
受
領
時
も
し
く
は
、
申
請
が
不
完
全
で
あ
っ
た
場
合
に
は
決
定
に
必
要
な
情
報
の
す
べ
て
が
受
領
さ
れ
た
時
か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
、
管
轄
当
局
は
申
請
者
に
認
可
が
付
与
さ
れ
る
か
拒
否
さ
れ
る
か
を
通
知
す
る
。
認
可
が
拒
否
さ
れ
る
場
合
に
は
、
理
由
が
付
さ
れ
る
。
第
　
条
　
認
可
の
取
消
１２
１
．
管
轄
当
局
は
、
支
払
機
関
に
付
与
さ
れ
た
認
可
を
以
下
の
場
合
に
の
み
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る：
⒜
　
当
該
機
関
が
、
一
二
ヶ
月
以
内
に
当
該
認
可
を
利
用
し
な
い
か
、
明
示
に
認
可
を
放
棄
す
る
か
、
六
ヶ
月
以
上
営
業
し
な
い
場
合
で
当
該
加
盟
国
論　　　説
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に
か
よ
う
な
場
合
に
認
可
の
失
効
規
定
が
な
い
場
合
、
⒝
　
当
該
機
関
が
認
可
を
虚
偽
記
載
も
し
く
は
そ
れ
以
外
の
不
正
規
な
手
段
で
取
得
し
た
場
合
、
⒞
　
当
該
機
関
が
も
は
や
認
可
付
与
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
⒟
　
当
該
機
関
が
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
営
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
支
払
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
に
対
す
る
脅
威
を
構
成
す
る
場
合
も
し
く
は
、
⒠
　
国
内
法
が
認
可
の
取
消
を
規
定
す
る
場
合
の
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
。
２
．
認
可
の
取
消
に
は
理
由
が
付
せ
ら
れ
、
関
係
者
に
通
知
さ
れ
る
。
３
．
認
可
の
取
消
は
公
表
さ
れ
る
。
第
　
条
　
登
録
１３
加
盟
国
は
、
認
可
支
払
機
関
、
そ
の
支
店
、　
条
の
適
用
軽
減
を
享
受
す
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
、
そ
の
支
店
、
お
よ
び
２
条
３
項
で
言
及
さ
れ
、
２６
国
内
法
の
下
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
権
限
を
有
す
る
機
関
の
、
公
的
登
録
簿
を
作
成
す
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
は
本
国
加
盟
国
の
登
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
登
録
簿
は
、
支
払
機
関
が
認
可
さ
れ
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
、
も
し
く
は
自
然
人
も
し
く
は
法
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
特
定
す
る
。
認
可
支
払
機
関
は
、　
条
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
自
然
人
も
し
く
は
法
人
か
ら
区
別
し
て
、
登
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
。
登
録
簿
は
、
閲
覧
の
た
め
に
２６
公
開
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
ク
セ
ス
可
能
と
さ
れ
、
定
期
的
に
更
新
さ
れ
る
。
第
　
条
　
認
可
の
維
持
１４
あ
る
変
更
が
５
条
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
情
報
、
証
拠
の
正
確
性
に
影
響
す
る
場
合
に
は
、
当
該
支
払
機
関
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
通
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
　
条
　
計
算
お
よ
び
法
令
監
査
１５
１
．
指
令78
 
 /660/E
E
      
 
C  
、
指
令83
 
 /349/E
E
C
      
 
 
、86
 
 /635/E
E
C
      
 
 
お
よ
び
国
際
計
算
基
準
の
適
用
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
六
月
一
九
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
規
則
（E
C
 
 
）1606/2002
 
        
［
　
］
は
、
支
払
機
関
に
準
用
さ
れ
る
。
２７
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２
．
指
令78
 
 /660/E
E
      
 
C  
、83
 
 /349/E
E
      
 
C  
、86
 
 /635/E
E
C
      
 
 
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
な
い
限
り
で
、
支
払
機
関
の
年
次
計
算
報
告
書
と
連
結
計
算
報
告
書
は
、
指
令2006
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の
意
味
に
お
い
て
法
令
監
査
人
も
し
く
は
監
査
会
社
に
よ
っ
て
監
査
さ
れ
る
。
３
．
加
盟
国
は
、
監
督
目
的
の
た
め
に
、
支
払
機
関
が
、
監
査
人
の
報
告
の
対
象
と
な
る
、
付
録
に
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
と
　
条
１
項
で
言
及
１６
さ
れ
て
い
る
活
動
に
関
す
る
計
算
情
報
を
別
個
に
要
求
す
る
。
こ
の
報
告
は
、
法
令
監
査
人
も
し
く
は
監
査
会
社
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。
４
．
指
令2006
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の
　
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
義
務
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
関
し
て
、
支
払
機
関
の
法
令
監
査
人
も
し
く
は
監
査
会
社
に
５３
準
用
さ
れ
る
。
第
　
条
　
活
動
１６
１
．
支
払
機
関
は
、
付
録
に
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
以
外
に
、
以
下
の
活
動
に
従
事
で
き
る：
⒜
　
支
払
処
理
の
実
行
の
確
保
、
外
国
為
替
、
保
護
措
置
活
動
、
デ
ー
タ
の
保
管
と
加
工
な
ど
の
、
操
作
的
で
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
と
緊
密
に
関
連
し
た
補
助
的
サ
ー
ビ
ス
、
⒝
　
支
払
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
但
し
　
条
の
適
用
を
妨
げ
な
い
、
２８
⒞
　
共
同
体
法
と
加
盟
国
法
を
考
慮
し
た
上
で
の
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
。
２
．
支
払
機
関
が
付
録
に
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
携
わ
る
場
合
、
も
っ
ぱ
ら
支
払
処
理
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
支
払
口
座
を
保
有
で
き
る
。
支
払
機
関
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
し
て
受
領
し
た
資
金
は
、
指
令2006
    /  48   /E
C
  
 
の
５
条
の
意
味
で
の
、
預
金
も
し
く
は
そ
の
他
の
引
出
可
能
な
資
金
、
ま
た
は
指
令2000
 
   /  46   /E
C
  
 
の
１
（
３
）
条
の
電
子
マ
ネ
ー
、
を
構
成
し
な
い
。
３
．
支
払
機
関
は
、
以
下
の
要
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
付
録
の
４
、
５
、
７
点
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
、
信
用
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る：
⒜
　
信
用
が
補
助
的
な
も
の
で
あ
り
、
支
払
処
理
の
実
行
に
も
っ
ぱ
ら
関
連
し
て
付
与
さ
れ
る
こ
と
、
⒝
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
も
と
づ
く
信
用
供
与
に
関
す
る
国
内
法
ル
ー
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
に
関
連
し
て
供
与
さ
れ
、　
条
９
項
、　
条
に
１０
２５
従
い
実
行
さ
れ
た
信
用
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
一
二
ヶ
月
を
超
え
な
い
短
期
に
返
済
さ
れ
る
、
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 50）336〔２０１１．７〕
⒞
　
上
記
の
信
用
は
、
支
払
処
理
を
実
行
す
る
目
的
で
受
領
さ
れ
も
し
く
は
保
有
さ
れ
る
資
金
か
ら
供
与
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
か
つ
⒟
　
当
該
支
払
機
関
の
自
己
資
金
は
、
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
、
監
督
官
庁
の
満
足
す
る
程
度
に
、
供
与
さ
れ
た
信
用
の
総
額
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
４
．
支
払
機
関
は
、
指
令2006
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の
５
条
の
意
味
で
の
預
金
も
し
く
は
払
戻
し
可
能
な
資
金
を
保
有
す
る
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
５
．
こ
の
指
令
は
、
指
令87
 
 /102/E
E
C
      
 
 
を
国
内
法
化
す
る
措
置
を
妨
げ
な
い
。
本
指
令
は
ま
た
、
本
指
令
に
よ
っ
て
調
和
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
、
消
費
者
に
対
す
る
信
用
供
与
の
条
件
に
関
す
る
、
他
の
共
同
体
法
も
し
く
は
国
内
法
を
妨
げ
な
い
。
第
２
節
　
そ
の
他
の
要
件
第
　
条
　
活
動
が
そ
の
者
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
さ
れ
た
、
代
行
者
、
支
店
の
利
用
１７
１
．
支
払
機
関
が
代
行
者
を
通
じ
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
以
下
の
情
報
を
そ
の
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
通
知
す
る：⒜
　
代
行
者
の
名
称
と
所
在
地
、
⒝
　
代
行
者
に
よ
っ
て
、
指
令2005
 
   /  60   /E
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に
よ
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
に
関
す
る
義
務
に
対
応
す
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
、
内
部
統
制
機
構
の
記
載
、
か
つ
⒞
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
際
し
行
使
さ
れ
る
、
代
行
者
管
理
に
つ
い
て
責
任
あ
る
支
配
人
の
身
元
と
、
そ
れ
ら
が
適
切
な
人
物
で
あ
る
証
拠
。
２
．
管
轄
当
局
が
１
項
に
よ
る
情
報
を
受
領
し
た
場
合
に
は
、　
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
登
録
簿
に
当
該
代
行
者
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
１３
３
．
管
轄
当
局
が
、
提
供
さ
れ
た
情
報
が
不
正
確
と
考
え
る
場
合
に
は
、
登
録
簿
に
記
載
す
る
前
に
、
情
報
を
検
証
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
．
管
轄
当
局
が
情
報
の
検
証
の
行
動
を
と
っ
た
後
に
、
１
項
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
情
報
が
正
確
で
あ
る
と
満
足
し
な
い
場
合
に
は
、　
条
に
よ
り
提
１３
供
さ
れ
る
登
録
簿
に
当
該
代
行
者
の
掲
載
を
拒
否
す
る
。
５
．
支
払
機
関
が
代
行
者
を
従
事
さ
せ
る
こ
と
で
他
の
加
盟
国
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、　
条
に
規
定
さ
れ
た
手
続
を
踏
２５
EU支払サービス指令とドイツ法
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む
。
こ
の
場
合
に
、
代
行
者
が
本
条
に
基
づ
き
登
録
さ
れ
る
前
に
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
は
、
受
入
先
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
、
代
行
者
を
登
録
す
る
自
己
の
意
図
を
通
知
し
、
受
入
先
加
盟
国
の
管
轄
当
局
の
意
見
を
考
慮
す
る
。
６
．
受
入
先
加
盟
国
の
管
轄
当
局
が
、
代
行
者
の
従
事
も
し
く
は
支
店
の
開
設
に
関
連
し
て
、
指
令2005
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の
意
味
で
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
も
し
く
は
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
が
生
じ
、
も
し
く
は
試
み
ら
れ
た
、
ま
た
は
代
行
者
の
従
事
も
し
く
は
支
店
の
開
設
が
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
う
る
と
考
え
る
合
理
的
な
理
由
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
通
知
し
、
後
者
は
、
代
行
者
も
し
く
は
支
店
の
登
録
を
拒
否
す
る
か
、
既
に
な
さ
れ
て
い
る
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
７
．
支
払
機
関
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
操
作
機
能
を
外
部
委
託
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
通
知
す
る
。
重
要
な
操
作
機
能
の
外
部
委
託
は
、
支
払
機
関
の
内
部
制
御
の
質
を
著
し
く
減
じ
、
支
払
機
関
が
本
指
令
に
規
定
さ
れ
た
義
務
を
遵
守
し
て
い
る
か
を
管
轄
当
局
が
監
督
す
る
能
力
を
減
ず
る
形
で
は
、
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
第
２
副
項
の
目
的
に
つ
い
て
、
操
作
機
能
は
、
そ
の
実
行
の
欠
陥
も
し
く
は
失
敗
が
は
な
は
だ
し
く
支
払
機
関
の
こ
の
章
の
下
で
要
求
さ
れ
る
認
可
の
要
件
も
し
く
は
本
指
令
で
の
そ
の
他
の
義
務
と
の
継
続
的
対
応
、
そ
の
財
政
的
能
力
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
健
全
性
も
し
く
は
継
続
性
を
危
う
く
す
る
場
合
に
は
、
重
要
と
み
な
さ
れ
る
。
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
が
重
要
な
操
作
機
能
を
外
部
委
託
す
る
場
合
に
は
、
支
払
機
関
が
以
下
の
諸
条
件
に
対
応
す
る
よ
う
確
保
す
る：
⒜
　
外
部
委
託
が
業
務
指
揮
の
使
命
の
委
託
に
な
ら
な
い
こ
と
、
⒝
　
支
払
機
関
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の
、
本
指
令
の
下
で
の
、
関
係
と
義
務
が
変
更
さ
れ
な
い
こ
と
、
⒞
　
支
払
機
関
が
本
章
の
下
で
、
認
可
さ
れ
る
た
め
、
か
つ
認
可
さ
れ
続
け
る
た
め
に
、
対
応
す
る
必
要
の
あ
る
条
件
が
そ
こ
な
わ
れ
な
い
こ
と
、
か
つ⒟
　
支
払
機
関
の
認
可
が
付
与
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
そ
の
他
の
条
件
の
い
ず
れ
も
、
除
去
も
し
く
は
修
正
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
８
．
支
払
機
関
は
、
支
払
機
関
の
た
め
に
行
動
す
る
、
代
行
者
も
し
く
は
支
店
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
こ
の
事
実
を
通
知
す
る
よ
う
確
保
す
る
。
第
　
条
　
責
任
１８
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 52）338〔２０１１．７〕
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
が
操
作
機
能
の
実
行
に
つ
い
て
第
三
者
に
依
拠
す
る
場
合
に
は
、
支
払
機
関
が
本
指
令
の
要
件
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
た
め
の
合
理
的
な
措
置
を
執
る
よ
う
、
確
保
す
る
。
２
．
加
盟
国
は
、
支
払
機
関
に
、
外
部
委
託
さ
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
の
、
そ
の
従
業
員
、
代
行
者
、
支
店
の
行
動
に
つ
い
て
、
完
全
な
責
任
を
負
い
続
け
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
第
　
条
　
記
録
保
管
１９
加
盟
国
は
、
指
令2005
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や
そ
の
他
の
共
同
体
法
、
国
内
法
を
妨
げ
ず
に
、
本
章
の
目
的
の
た
め
に
、
支
払
機
関
に
す
べ
て
の
重
要
な
記
録
を
少
な
く
と
も
５
年
間
保
管
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
第
３
節
　
管
轄
当
局
と
監
督
第
　
条
　
管
轄
当
局
の
任
命
２０
１
．
加
盟
国
は
、
本
章
の
下
で
規
定
さ
れ
た
義
務
を
履
行
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
支
払
機
関
の
認
可
と
監
督
の
責
を
負
う
管
轄
当
局
と
し
て
、
公
的
当
局
、
ま
た
は
国
内
法
も
し
く
は
、
国
内
法
に
よ
っ
て
こ
の
目
的
の
た
め
に
明
示
に
権
限
を
与
え
ら
れ
た
公
的
機
関
（
中
央
銀
行
を
含
む
）
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
団
体
、
を
任
命
す
る
。
管
轄
当
局
は
、
経
済
団
体
か
ら
の
独
立
を
担
保
し
、
利
益
の
衝
突
を
回
避
す
る
。
第
１
段
落
を
妨
げ
ず
、
支
払
機
関
、
信
用
機
関
、
電
子
マ
ネ
ー
機
関
、
も
し
く
は
郵
便
局
振
替
機
関
は
、
管
轄
当
局
と
し
て
任
命
さ
れ
な
い
。
加
盟
国
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
以
上
の
点
に
つ
い
て
通
知
す
る
。
２
．
加
盟
国
は
、
１
項
で
任
命
さ
れ
た
管
轄
当
局
が
そ
の
義
務
の
履
行
に
必
要
な
能
力
の
す
べ
て
を
保
有
す
る
よ
う
確
保
す
る
。
３
．
本
章
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
二
つ
以
上
の
管
轄
当
局
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
加
盟
国
は
、
複
数
の
当
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
義
務
を
有
効
に
履
行
で
き
る
よ
う
に
緊
密
に
協
働
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
同
じ
こ
と
が
、
本
章
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
権
限
あ
る
当
局
が
、
信
用
機
関
の
監
督
に
責
あ
る
当
局
で
は
な
い
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
４
．
１
項
で
任
命
さ
れ
た
管
轄
当
局
の
使
命
は
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
の
責
任
で
あ
る
。
EU支払サービス指令とドイツ法
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５
．
１
項
は
、
管
轄
当
局
が
、
付
録
で
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
　
条
１
項
⒜
で
列
挙
さ
れ
た
活
動
以
外
に
、
支
払
機
関
の
営
業
活
動
を
１６
監
督
す
る
要
請
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
第
　
条
　
監
督
２１
１
．
加
盟
国
は
、
管
轄
当
局
に
よ
っ
て
本
章
と
の
継
続
的
対
応
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
統
制
が
、
比
例
し
て
お
り
、
適
当
で
あ
り
、
支
払
機
関
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
危
険
に
機
敏
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
こ
の
章
と
の
対
応
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
管
轄
当
局
は
、
以
下
の
手
順
を
踏
む
権
限
を
有
す
る
、
特
に：
⒜
　
遵
守
を
監
督
す
る
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
支
払
機
関
に
求
め
る
こ
と
、
⒝
　
支
払
機
関
、
支
払
機
関
の
責
任
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
代
行
者
も
し
く
は
支
店
、
活
動
が
外
部
委
託
さ
れ
て
い
る
も
の
、
に
対
す
る
現
場
で
の
検
査
を
実
行
す
る
こ
と
、
⒞
　
勧
告
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
拘
束
力
あ
る
行
政
規
定
を
発
令
す
る
こ
と
、
⒟
　
　
条
で
言
及
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
認
可
の
停
止
も
し
く
は
取
消
。
１２
２
．
認
可
の
取
消
の
手
続
と
刑
法
の
諸
規
定
を
害
さ
ず
に
、
加
盟
国
は
、
管
轄
当
局
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
監
督
と
追
跡
に
関
す
る
法
、
規
則
、
も
し
く
は
行
政
規
定
に
反
し
た
、
支
払
機
関
も
し
く
は
有
効
に
支
払
機
関
の
営
業
を
統
制
す
る
者
に
対
し
て
、
罰
則
を
課
し
、
も
し
く
は
違
反
も
し
く
は
そ
の
原
因
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
規
定
す
る
。
３
．
６
条
、
７
条
１
項
２
項
、
８
条
の
要
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
盟
国
は
、
管
轄
当
局
が
、
本
条
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
措
置
を
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
十
分
な
資
本
を
確
保
す
る
た
め
に
、
特
に
、
支
払
機
関
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
活
動
が
、
支
払
機
関
の
財
政
的
健
全
さ
を
損
な
う
か
、
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、
執
る
権
限
が
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
第
　
条
　
職
業
上
の
秘
密
２２
１
．
加
盟
国
は
、
管
轄
当
局
の
た
め
に
働
い
て
い
る
も
し
く
は
働
い
た
す
べ
て
の
者
、
管
轄
当
局
の
た
め
に
活
動
す
る
専
門
家
が
、
刑
法
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
る
場
合
を
妨
げ
ず
に
、
職
業
上
の
秘
密
保
持
義
務
に
拘
束
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
。
論　　　説
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２
．　
条
に
よ
る
情
報
の
交
換
に
お
い
て
、
職
業
上
の
秘
密
は
、
個
人
な
ら
び
に
営
業
の
権
利
の
保
護
を
確
保
す
る
た
め
に
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
。
２４
３
．
加
盟
国
は
、
本
条
を
、
指
令2006
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の
　
条
か
ら
　
条
ま
で
を
考
慮
し
つ
つ
、
適
用
で
き
る
。
４４
５２
第
　
条
　
裁
判
所
へ
の
提
訴
権
２３
１
．
加
盟
国
は
、
管
轄
当
局
が
支
払
機
関
に
対
し
て
、
本
指
令
に
従
い
採
用
さ
れ
た
法
、
規
則
、
行
政
規
定
に
従
い
、
な
し
た
判
断
が
、
裁
判
所
に
お
い
て
争
え
る
よ
う
確
保
す
る
。
２
．
１
項
は
、
不
作
為
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。
第
　
条
　
情
報
の
交
換
２４
１
．
異
な
る
加
盟
国
の
管
轄
当
局
は
、
相
互
に
、
ま
た
、
必
要
な
場
合
に
は
、
欧
州
中
央
銀
行
、
加
盟
国
の
中
央
銀
行
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
適
用
さ
れ
る
共
同
体
立
法
も
し
く
は
国
内
立
法
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
、
そ
の
他
の
管
轄
当
局
と
協
働
す
る
。
２
．
加
盟
国
は
、
さ
ら
に
、
管
轄
当
局
と
以
下
の
も
の
と
の
情
報
交
換
を
認
め
る：
⒜
　
支
払
機
関
の
認
可
と
監
督
を
担
当
す
る
、
他
の
加
盟
国
の
管
轄
当
局
、
⒝
　
そ
れ
ら
の
通
貨
当
局
、
監
督
当
局
と
し
て
の
権
限
に
お
け
る
欧
州
中
央
銀
行
と
加
盟
国
の
中
央
銀
行
、
支
払
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
監
督
を
担
当
す
る
、
そ
の
他
の
公
的
機
関
、
⒞
　
本
指
令
、
指
令95
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、
指
令2005
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、
そ
の
他
の
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
適
用
可
能
な
共
同
体
立
法
、
例
え
ば
個
人
情
報
の
加
工
に
関
し
て
の
個
人
の
保
護
に
適
用
可
能
な
立
法
や
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
に
適
用
可
能
な
立
法
、
の
も
と
で
任
命
さ
れ
た
機
関
。
第
　
条
　
設
立
の
権
利
の
行
使
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
２５
１
．
自
己
の
本
国
加
盟
国
以
外
の
加
盟
国
に
お
い
て
、
設
立
の
権
利
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
の
行
使
と
し
て
、
初
め
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
認
可
支
払
機
関
は
、
そ
の
旨
を
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
通
知
す
る
。
こ
の
情
報
の
受
領
後
一
月
以
内
に
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
は
、
受
入
先
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
、
支
払
機
関
の
名
称
と
所
在
地
、
支
店
管
理
を
担
EU支払サービス指令とドイツ法
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当
す
る
も
の
の
名
称
、
そ
の
組
織
構
造
、
受
入
先
加
盟
国
に
お
い
て
提
供
し
よ
う
と
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
を
通
知
す
る
。
２
．
別
の
加
盟
国
に
所
在
す
る
支
払
機
関
の
活
動
が
外
部
委
託
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
代
行
者
、
支
店
、
な
ど
に
つ
い
て
、　
条
に
規
定
さ
れ
て
い
２１
る
監
督
や
必
要
な
措
置
の
実
行
を
す
る
た
め
に
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
は
、
受
入
先
加
盟
国
の
管
轄
当
局
と
協
働
す
る
。
３
．
１
項
、
２
項
に
よ
る
協
働
の
た
め
に
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
は
、
受
入
先
加
盟
国
に
お
い
て
現
場
の
検
査
を
実
行
す
る
意
図
を
い
だ
く
場
合
に
は
、
受
入
先
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
通
知
す
る
。
し
か
し
、
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
は
、
当
該
機
関
の
現
場
検
査
を
実
行
す
る
使
命
を
受
入
先
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
．
管
轄
当
局
は
、
相
互
に
、
す
べ
て
の
本
質
的
な
か
つ
・
も
し
く
は
重
要
な
情
報
を
提
供
し
合
う
、
特
に
、
活
動
が
外
部
委
託
さ
れ
て
い
る
、
代
行
者
、
支
店
な
ど
に
よ
る
違
反
も
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
。
こ
の
点
で
、
管
轄
当
局
は
、
要
請
に
よ
り
、
す
べ
て
の
適
切
な
情
報
を
提
供
し
、
自
発
的
に
、
す
べ
て
の
本
質
的
な
情
報
を
提
供
す
る
。
５
．
１
項
か
ら
４
項
は
、
指
令2005
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、
特
に
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の
　
条
１
項
、
規
則
（E
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）N
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３７
の
　
条
３
項
に
よ
る
管
轄
当
局
の
要
件
遵
守
の
監
督
、
監
視
の
義
務
を
妨
げ
な
い
。
１５
第
４
節
　
適
用
制
限
第
　
条
　
条
件
２６
１
．　
条
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
盟
国
は
自
ら
、
も
し
く
は
自
己
の
管
轄
当
局
に
、
第
１
節
か
ら
第
３
節
（
　
、　
、　
、　
条
を
除
く
）
に
規
定
さ
１３
２０
２２
２３
２４
れ
て
い
る
手
続
と
条
件
の
す
べ
て
も
し
く
は
一
部
の
適
用
を
以
下
の
場
合
に
制
限
し
、　
条
で
規
定
さ
れ
た
登
録
簿
に
自
然
人
も
し
く
は
法
人
を
登
録
１３
す
る
こ
と
が
で
き
る：
⒜
　
当
該
主
体
に
よ
っ
て
（
全
責
任
を
負
う
代
行
者
も
含
む
）、
直
近
一
二
ヶ
月
に
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
の
総
額
の
平
均
が
月
三
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
を
超
え
な
い
こ
と
。
こ
の
要
件
は
、
予
定
の
調
整
が
管
轄
当
局
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
な
い
限
り
で
、
そ
の
営
業
年
に
お
け
る
支
払
処
理
の
予
定
総
額
に
照
ら
し
て
評
価
さ
れ
る
、
か
つ
⒝
　
当
該
営
業
の
管
理
も
し
く
は
運
営
に
つ
い
て
責
あ
る
自
然
人
の
い
ず
れ
も
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
、
そ
の
他
の
金
融
犯
罪
に
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 56）342〔２０１１．７〕
関
係
す
る
罪
で
有
罪
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。
２
．
１
項
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
自
然
人
も
し
く
は
法
人
は
、
そ
の
本
店
も
し
く
は
所
在
地
を
現
実
に
営
業
を
な
す
加
盟
国
に
有
す
る
必
要
が
あ
る
。
３
．
１
項
で
言
及
さ
れ
た
も
の
は
、　
条
９
項
と
　
条
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
除
き
、
支
払
機
関
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
１０
２５
４
．
加
盟
国
は
、
ま
た
、
１
項
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
自
然
人
も
し
く
は
法
人
が
　
条
で
列
挙
さ
れ
た
活
動
の
う
ち
の
特
定
の
も
の
の
み
に
従
事
で
き
る
１６
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
５
．
１
項
で
言
及
さ
れ
た
も
の
は
、
同
項
で
規
定
さ
れ
た
条
件
に
関
す
る
自
己
の
変
更
を
管
轄
当
局
に
通
知
す
る
。
加
盟
国
は
、
も
は
や
１
、
２
、
４
項
で
規
定
さ
れ
た
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
も
の
が
三
〇
日
以
内
に
　
条
で
規
定
さ
れ
た
手
続
き
に
従
い
認
可
を
求
め
る
よ
う
に
す
る
１０
た
め
の
必
要
な
措
置
を
執
る
。
６
．
本
条
は
、
指
令2005
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の
規
定
も
し
く
は
国
内
法
の
反
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
規
定
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。
第
　
条
　
通
知
と
情
報
２７
加
盟
国
が
　
条
で
規
定
さ
れ
た
適
用
制
限
を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日
ま
で
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
知
し
、
後
に
変
更
２６
す
る
場
合
に
は
直
ち
に
通
知
す
る
。
加
え
て
、
加
盟
国
は
、
当
該
自
然
人
と
法
人
の
数
と
、
各
年
の
一
二
月
三
一
日
に
、
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
の
総
額
を
、　
条
１
項
⒜
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
知
す
る
。
２６
第
２
章
　
通
則
規
定
第
　
条
　
支
払
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
２８
１
．
加
盟
国
は
、
法
人
で
あ
る
、
認
可
も
し
く
は
登
録
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ル
が
、
客
観
的
で
あ
り
、
非
差
別
的
で
、
相
応
な
も
の
で
あ
る
よ
う
、
ま
た
こ
の
ル
ー
ル
が
決
済
リ
ス
ク
、
運
用
リ
ス
ク
、
事
業
リ
ス
ク
な
ど
の
特
定
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
防
御
と
し
て
、
支
払
シ
ス
テ
ム
の
財
政
的
、
運
用
上
の
安
定
性
の
保
護
と
し
て
、
必
要
な
程
度
を
越
え
て
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
し
な
い
よ
う
、
確
保
す
る
。
支
払
シ
ス
テ
ム
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
支
払
シ
ス
テ
ム
に
、
以
下
の
要
件
の
い
ず
れ
も
課
す
こ
と
は
な
い：
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 57）343〔２０１１．７〕
⒜
　
他
の
支
払
シ
ス
テ
ム
に
有
効
に
参
加
す
る
こ
と
に
制
限
的
な
ル
ー
ル
、
⒝
　
認
可
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
で
、
も
し
く
は
登
録
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
で
、
参
加
者
の
権
利
義
務
に
関
し
て
差
別
す
る
ル
ー
ル
、
も
し
く
は
⒞
　
組
織
上
の
地
位
に
基
づ
く
制
限
。
２
．
１
項
は
、
以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い：
⒜
　
指
令98
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の
も
と
で
任
命
さ
れ
た
支
払
シ
ス
テ
ム
、
⒝
　
あ
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
も
っ
ぱ
ら
な
る
支
払
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
の
構
成
員
が
資
本
で
結
合
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
他
の
構
成
員
に
有
効
な
支
配
を
及
ぼ
す
場
合：
⒞
　
単
一
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
（
単
一
主
体
で
あ
れ
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
で
あ
れ
）
以
下
の
よ
う
で
あ
る
支
払
シ
ス
テ
ム：
─
　
支
払
人
と
受
取
人
の
双
方
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
行
動
す
る
か
、
行
動
し
得
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
シ
ス
テ
ム
管
理
に
責
を
負
う
こ
と
、
か
つ─
　
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
を
許
可
し
、
後
者
は
支
払
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
料
金
交
渉
の
権
利
を
有
し
な
い
こ
と
、
自
ら
支
払
人
、
受
取
人
と
の
関
係
で
価
格
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
。
第
　
条
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
以
外
の
者
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
の
禁
止
２９
加
盟
国
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
あ
る
自
然
人
も
し
く
は
法
人
で
も
な
く
、
ま
た
、
本
指
令
の
適
用
範
囲
か
ら
明
示
に
排
除
さ
れ
て
も
い
な
い
も
の
が
、
付
録
で
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
第
３
編
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
取
引
条
件
の
透
明
性
及
び
情
報
提
供
要
件
第
１
章
　
通
則
第
　
条
　
適
用
範
囲
３０
１
．
本
編
は
単
一
支
払
処
理
、
枠
契
約
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
支
払
処
理
に
適
用
さ
れ
る
。
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 58）344〔２０１１．７〕
２
．
加
盟
国
は
、
本
編
の
規
定
が
消
費
者
と
同
様
に
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
．
本
指
令
は
、
指
令87
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を
国
内
法
化
す
る
措
置
を
妨
げ
な
い
。
本
指
令
は
、
ま
た
、
本
指
令
に
よ
っ
て
調
和
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
消
費
者
信
用
の
条
件
に
関
す
る
、
他
の
共
同
体
法
も
し
く
は
国
内
立
法
を
妨
げ
な
い
。
第
　
条
　
共
同
体
立
法
に
お
け
る
そ
の
他
の
規
定
３１
本
編
の
規
定
は
、
契
約
締
結
前
の
情
報
提
供
に
関
す
る
付
加
的
要
件
を
含
む
そ
の
他
の
共
同
体
立
法
を
妨
げ
な
い
。
し
か
し
、
指
令2002
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が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
指
令
の
３
条
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
情
報
提
供
要
件
は
、
当
該
条
文
の
２
項
⒞
か
ら
⒢
ま
で
と
３
項
⒜
、
⒟
、
⒠
、
４
項
⒝
を
除
い
て
、
本
指
令
の
　
、　
、　
、　
条
に
よ
っ
て
置
き
か
え
ら
れ
る
。
３６
３７
４１
４２
第
　
条
　
情
報
提
供
の
対
価
３２
１
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
本
編
に
お
け
る
情
報
を
提
供
す
る
に
際
し
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
課
金
し
て
は
な
ら
な
い
。
２
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
付
加
的
も
し
く
は
よ
り
ひ
ん
ぱ
ん
な
情
報
提
供
、
ま
た
は
枠
契
約
に
お
い
て
特
定
さ
れ
た
通
信
手
段
以
外
に
よ
る
送
信
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
要
請
で
提
供
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
料
金
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
第
２
項
に
従
い
情
報
に
つ
い
て
課
金
で
き
る
場
合
、
そ
れ
ら
は
相
当
な
も
の
で
あ
り
、
当
該
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
実
費
用
と
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
第
　
条
　
情
報
提
供
要
件
に
つ
い
て
の
立
証
負
担
３３
加
盟
国
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
本
編
に
規
定
さ
れ
て
い
る
情
報
提
供
要
件
に
従
っ
た
こ
と
の
立
証
負
担
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
あ
る
こ
と
を
規
定
で
き
る
。
第
　
条
　
低
価
値
支
払
手
段
と
電
子
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
要
件
の
特
則
３４
１
．
枠
契
約
に
よ
れ
ば
、
三
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
な
い
個
別
支
払
処
理
の
み
を
扱
う
、
も
し
く
は
利
用
上
限
一
五
〇
ユ
ー
ロ
か
、
い
か
な
る
場
合
で
も
一
五
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
な
い
資
金
を
保
管
す
る
、
支
払
手
段
の
場
合
に
は：
⒜
　
　
、　
、　
条
と
異
な
り
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
人
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
な
特
徴
に
関
す
る
情
報
（
支
払
手
段
の
利
用
方
法
、
４１
４２
４６
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 59）345〔２０１１．７〕
責
任
、
課
金
、
情
報
を
提
供
さ
れ
た
上
で
の
判
断
を
す
る
の
に
必
要
な
、
そ
の
他
の
重
要
情
報
、
ど
こ
で
　
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
情
報
と
４２
条
件
が
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
方
法
で
利
用
で
き
る
か
の
記
載
、
を
含
む
）
の
み
を
提
供
す
る
、
⒝
　
　
条
と
異
な
り
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
同
じ
方
法
で
は
、
枠
契
約
の
条
件
の
変
更
を
提
案
す
る
必
要
は
４４
４１
な
い
と
合
意
で
き
る
、
⒞
　
　
、　
条
と
異
な
り
、
支
払
処
理
の
実
行
後
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
合
意
で
き
る：
４７
４８
ⅰ
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
支
払
処
理
、
支
払
処
理
の
総
額
、
課
金
、
同
じ
受
取
人
に
複
数
の
同
種
の
支
払
処
理
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
支
払
処
理
の
総
額
と
課
金
の
情
報
、
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
参
照
の
み
を
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
に
す
る
。
ⅱ
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
手
段
が
匿
名
で
利
用
さ
れ
る
場
合
、
も
し
く
は
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
技
術
的
に
提
供
す
る
立
場
に
な
い
場
合
に
は
、
ⅰ
で
言
及
さ
れ
た
情
報
を
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
に
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
２
．
国
内
支
払
処
理
に
つ
い
て
は
、
加
盟
国
も
し
く
は
管
轄
当
局
は
、
１
項
で
言
及
さ
れ
た
額
を
減
じ
も
し
く
は
倍
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
払
支
払
手
段
に
関
し
て
は
、
加
盟
国
は
そ
の
額
を
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
２
章
　
単
一
支
払
処
理
第
　
条
　
適
用
範
囲
３５
１
．
本
章
は
枠
契
約
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
単
一
支
払
処
理
に
適
用
さ
れ
る
。
２
．
単
一
支
払
処
理
の
た
め
の
支
払
委
託
が
枠
契
約
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
支
払
手
段
に
よ
っ
て
送
信
さ
れ
た
場
合
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
別
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
枠
契
約
を
基
礎
に
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
情
報
を
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
第
　
条
　
契
約
締
結
前
の
一
般
的
情
報
提
供
３６
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
単
一
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
も
し
く
は
そ
の
申
込
み
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る
前
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
態
様
で
、
利
用
者
に
、　
条
で
特
定
さ
れ
た
情
報
と
条
件
を
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
よ
う
、
要
請
す
る
。
利
用
者
の
要
求
３７
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 60）346〔２０１１．７〕
に
よ
り
、
提
供
者
は
当
該
情
報
と
条
件
を
、
紙
も
し
く
は
そ
の
他
の
耐
久
性
の
あ
る
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
。
情
報
と
条
件
は
、
容
易
に
理
解
可
能
な
言
葉
で
、
明
確
か
つ
わ
か
り
や
す
い
形
式
で
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
加
盟
国
の
公
用
言
語
で
、
も
し
く
は
当
事
者
が
合
意
し
た
別
の
言
語
で
、
提
供
さ
れ
る
。
２
．
単
一
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
提
供
者
が
１
項
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
遠
隔
通
信
手
段
を
用
い
て
締
結
さ
れ
た
場
合
、
提
供
者
は
１
項
に
よ
る
義
務
を
支
払
処
理
実
行
後
直
ち
に
履
行
す
る
。
３
．
１
項
の
義
務
は
、
単
一
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
案
の
写
し
も
し
く
は
　
条
に
特
定
さ
れ
た
情
報
と
条
件
を
含
む
支
払
委
託
案
の
提
供
に
よ
っ
て
も
履
３７
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
　
条
　
情
報
と
条
件
３７
１
．
加
盟
国
は
、
以
下
の
情
報
と
条
件
が
、
利
用
者
に
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
さ
れ
る
よ
う
、
確
保
す
る：
⒜
　
支
払
委
託
が
適
切
に
実
行
さ
れ
る
た
め
に
、
利
用
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
、
情
報
も
し
く
は
単
一
識
別
子
の
特
定
、
⒝
　
提
供
さ
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
最
大
実
行
時
間
、
⒞
　
利
用
者
が
提
供
者
に
支
払
う
必
要
の
あ
る
す
べ
て
の
料
金
と
、
可
能
な
場
合
に
は
、
課
金
額
の
分
類
、
⒟
　
支
払
処
理
に
適
用
さ
れ
る
現
実
の
為
替
レ
ー
ト
も
し
く
は
参
照
為
替
レ
ー
ト
、
２
．　
条
で
特
定
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
以
外
の
重
要
な
情
報
と
条
件
は
、
容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
状
態
で
、
利
用
者
に
供
せ
ら
れ
る
。
４２
第
　
条
　
支
払
委
託
受
領
後
の
支
払
人
の
た
め
の
情
報
３８
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
委
託
受
領
後
直
ち
に
、
支
払
人
に
対
し
て
、
以
下
の
情
報
を
、　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
３６
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
す
る：
⒜
　
支
払
人
が
支
払
処
理
を
特
定
で
き
る
参
照
と
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
受
取
人
に
関
す
る
情
報
、
⒝
　
支
払
委
託
に
用
い
ら
れ
た
通
貨
に
よ
る
支
払
処
理
の
額
、
⒞
　
支
払
人
が
支
払
う
、
当
該
支
払
処
理
の
課
金
額
と
、
そ
の
内
訳
、
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⒟
　
　
条
１
項
⒟
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
率
と
異
な
る
場
合
に
は
、
提
供
者
に
よ
っ
て
支
払
処
理
に
用
い
ら
れ
た
交
換
率
も
し
く
は
そ
の
参
照
と
通
貨
換
３７
算
後
の
支
払
処
理
額
、
か
つ
⒠
　
支
払
委
託
受
領
の
日
付
。
第
　
条
　
実
行
後
の
受
取
人
の
た
め
の
情
報
３９
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
委
託
受
領
後
直
ち
に
、
受
取
人
に
対
し
て
、
以
下
の
情
報
を
、　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
３６
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
す
る：
⒜
　
受
取
人
が
支
払
処
理
と
、
適
切
な
場
合
に
は
、
支
払
人
を
特
定
で
き
る
参
照
と
、
支
払
処
理
と
と
も
に
移
転
さ
れ
た
情
報
、
⒝
　
受
取
人
が
使
え
る
通
貨
に
お
け
る
支
払
処
理
の
額
、
⒞
　
受
取
人
が
支
払
う
、
当
該
支
払
処
理
の
課
金
額
と
、
そ
の
内
訳
、
⒟
　
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
支
払
処
理
に
用
い
ら
れ
た
交
換
率
と
、
通
貨
換
算
前
の
支
払
処
理
の
額
、
⒠
　
貸
方
記
入
付
利
息
日
。
第
３
章
　
枠
契
約
第
　
条
　
適
用
範
囲
４０
本
章
は
、
枠
契
約
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
支
払
処
理
に
適
用
さ
れ
る
。
第
　
条
　
契
約
締
結
前
の
一
般
的
情
報
提
供
４１
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
枠
契
約
も
し
く
は
そ
の
申
込
み
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る
前
の
し
か
る
べ
き
時
期
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
利
用
者
に
、　
条
で
特
定
さ
れ
た
情
報
と
条
件
を
紙
も
し
く
は
そ
の
他
の
耐
久
性
の
あ
る
媒
体
に
よ
り
提
供
す
る
よ
う
、
要
請
す
る
。
情
報
と
条
４２
件
は
、
容
易
に
理
解
可
能
な
言
葉
か
つ
、
明
確
か
つ
わ
か
り
や
す
い
形
式
で
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
加
盟
国
の
公
用
言
語
も
し
く
は
当
事
者
が
合
意
し
た
別
の
言
語
で
、
提
供
さ
れ
る
。
２
．
枠
契
約
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
提
供
者
が
１
項
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
遠
隔
通
信
手
段
を
用
い
て
締
結
さ
れ
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た
場
合
、
提
供
者
は
１
項
に
よ
る
義
務
を
枠
契
約
締
結
後
直
ち
に
履
行
す
る
。
３
．
１
項
の
義
務
は
、　
条
に
特
定
さ
れ
た
情
報
と
条
件
を
含
む
枠
契
約
案
の
写
し
の
提
供
に
よ
っ
て
も
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
４２
第
　
条
　
情
報
と
条
件
４２
加
盟
国
は
、
以
下
の
情
報
と
条
件
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
確
保
す
る：
１
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
関
し：
⒜
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
名
称
、
そ
の
本
店
の
地
理
上
の
所
在
地
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
加
盟
国
に
設
立
さ
れ
て
い
る
代
行
者
も
し
く
は
支
店
の
地
理
上
の
所
在
地
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
通
信
に
必
要
な
、
そ
の
他
の
ア
ド
レ
ス
、
か
つ
⒝
　
監
督
当
局
、　
条
で
提
供
さ
れ
る
登
録
簿
も
し
く
は
そ
の
他
の
、
認
可
さ
れ
た
提
供
者
の
公
的
登
録
簿
、
登
録
番
号
も
し
く
は
そ
の
登
録
簿
で
用
１３
い
ら
れ
て
い
る
同
等
の
識
別
手
段
の
詳
細
、
２
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
し
、
⒜
　
提
供
さ
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
な
特
徴
の
記
述
、
⒝
　
支
払
委
託
が
適
正
に
実
行
さ
れ
る
た
め
に
、
利
用
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
べ
き
、
情
報
も
し
く
は
単
一
識
別
子
の
明
細
、
⒞
　
　
、　
条
に
従
い
、
支
払
処
理
実
行
の
同
意
を
与
え
、
撤
回
を
す
る
た
め
の
形
式
と
手
続
、
５４
６６
⒟
　
　
条
に
規
定
さ
れ
た
支
払
委
託
受
領
時
点
の
参
照
と
、
も
し
あ
れ
ば
、
提
供
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
締
切
時
点
、
６４
⒠
　
提
供
さ
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
最
大
実
行
時
間
、
⒡
　
　
条
１
項
に
従
っ
て
支
払
手
段
を
利
用
す
る
に
つ
い
て
利
用
上
限
の
合
意
が
可
能
か
ど
う
か
、
５５
３
．
課
金
、
利
息
、
交
換
率
に
関
し
、
⒜
　
利
用
者
に
よ
っ
て
提
供
者
に
支
払
わ
れ
る
す
べ
て
の
課
金
と
そ
の
内
訳
、
⒝
　
適
用
さ
れ
る
利
率
と
交
換
率
、
も
し
く
は
指
標
利
率
と
指
標
交
換
率
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
現
実
の
利
息
計
算
の
方
法
と
、
指
標
利
率
と
指
標
交
換
率
を
決
定
す
る
た
め
の
基
準
日
と
指
標
も
し
く
は
ベ
ー
ス
、
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⒞
　
合
意
が
あ
る
場
合
の
、
指
標
利
率
と
交
換
率
の
変
更
の
即
時
適
用
と
　
条
２
項
に
よ
る
変
更
に
関
連
す
る
情
報
提
供
要
件
、
４４
４
．
通
信
に
関
し
、
⒜
　
利
用
者
の
装
備
の
技
術
的
要
件
も
含
め
、
本
指
令
の
下
で
の
情
報
も
し
く
は
通
知
の
発
信
に
つ
い
て
当
事
者
で
合
意
さ
れ
た
通
信
手
段
、
⒝
　
本
指
令
の
下
で
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
さ
れ
る
べ
き
情
報
の
、
提
供
方
法
と
頻
度
、
⒞
　
枠
契
約
が
締
結
さ
れ
、
契
約
期
間
中
の
通
信
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
言
語
、
⒟
　
枠
契
約
の
契
約
条
項
と
　
条
に
従
う
情
報
と
条
件
を
受
領
す
る
利
用
者
の
権
利
の
言
及
、
４３
５
．
保
護
と
集
団
的
手
段
に
関
し：
⒜
　
利
用
者
が
支
払
手
段
を
安
全
に
維
持
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置
、　
条
１
項
の
目
的
の
た
め
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
通
知
す
る
方
法
の
記
５６
載
、
⒝
　
合
意
さ
れ
た
場
合
に
、
提
供
者
が
　
条
に
従
い
、
支
払
手
段
を
利
用
制
限
す
る
権
利
を
留
保
す
る
条
件
、
５５
⒞
　
責
任
制
限
量
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
め
、　
条
に
も
と
づ
く
支
払
人
の
責
任
、
６１
⒟
　
利
用
者
が
提
供
者
に
、
無
権
限
に
も
し
く
は
不
正
確
に
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
に
つ
い
て
　
条
に
基
づ
き
通
知
す
る
方
法
と
通
知
期
限
、
無
権
限
５８
支
払
処
理
に
つ
い
て
　
条
に
よ
り
提
供
者
が
負
う
責
任
、
６０
⒠
　
提
供
者
の
支
払
処
理
実
行
に
つ
い
て
の
　
条
に
基
づ
く
責
任
、
７５
⒡
　
　
、　
条
に
従
う
返
金
の
条
件
、
６２
６３
６
．
枠
契
約
の
変
更
と
終
了
に
関
し：
⒜
　
合
意
が
あ
れ
ば
、
利
用
者
が
　
条
に
従
っ
た
条
件
に
お
い
て
、
変
更
を
承
認
し
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
の
情
報
、
利
用
者
が
提
供
者
に
本
来
合
意
４４
さ
れ
た
発
効
日
以
前
に
は
承
認
し
な
い
こ
と
を
通
知
し
た
場
合
を
除
く
、
⒝
　
契
約
の
継
続
期
間
、
か
つ
⒞
　
枠
契
約
を
終
了
す
る
利
用
者
の
権
利
と
　
条
１
項
、　
条
に
よ
る
終
了
に
関
す
る
合
意
、
４４
４５
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７
．
救
済
に
関
し：
⒜
　
枠
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
と
管
轄
裁
判
所
に
つ
い
て
の
契
約
条
項
、
か
つ
⒝
　
　
条
か
ら
　
条
に
従
い
、
利
用
者
に
利
用
で
き
る
、
裁
判
外
の
苦
情
と
救
済
手
続
。
８０
８３
第
　
条
　
枠
契
約
に
つ
い
て
の
情
報
並
び
に
条
件
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
４３
利
用
者
は
、
契
約
関
係
が
存
続
中
は
い
つ
で
も
、
請
求
に
よ
っ
て
、
枠
契
約
の
契
約
条
項
と
　
条
で
規
定
さ
れ
た
情
報
と
条
件
を
、
紙
も
し
く
は
永
続
４２
性
あ
る
媒
体
で
、
受
領
す
る
権
利
を
有
す
る
。
第
　
条
　
枠
契
約
の
条
件
の
変
更
４４
１
．
枠
契
約
の
変
更
と
　
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
情
報
と
条
件
の
変
更
は
、
提
供
者
に
よ
っ
て
　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
提
案
さ
れ
、
４２
４１
か
つ
適
用
予
定
時
よ
り
も
二
ヶ
月
以
上
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
条
６
項
⒜
に
従
い
、
提
供
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、
提
供
者
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
発
効
日
よ
り
前
に
は
変
更
を
承
認
し
な
い
こ
と
を
提
供
者
に
通
知
４２し
な
い
場
合
に
は
、
変
更
を
承
認
し
た
と
み
な
さ
れ
る
旨
を
通
知
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
提
供
者
は
、
利
用
者
が
予
定
発
効
日
以
前
に
、
即
時
か
つ
手
数
料
の
負
担
な
く
し
て
、
枠
契
約
を
終
了
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
も
明
記
す
る
。
２
．
利
率
も
し
く
は
交
換
率
の
変
更
は
、
か
よ
う
な
権
利
が
枠
契
約
で
合
意
さ
れ
、
変
更
が
、　
条
３
項
⒝
⒞
に
従
い
合
意
さ
れ
た
、
指
標
利
率
も
し
４２
く
は
交
換
率
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
即
時
か
つ
通
知
な
く
し
て
適
用
さ
れ
る
。
利
用
者
は
、　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
た
と
同
様
の
方
法
で
、
４１
で
き
る
だ
け
早
く
、
利
率
の
変
更
の
通
知
を
受
け
る
、
但
し
当
事
者
が
情
報
の
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
に
つ
い
て
、
特
別
な
頻
度
も
し
く
は
方
法
を
合
意
し
て
い
た
場
合
を
除
く
。
し
か
し
、
利
用
者
に
有
利
な
利
率
も
し
く
は
交
換
率
の
変
更
は
、
通
知
な
く
し
て
適
用
さ
れ
る
。
３
．
支
払
処
理
で
用
い
ら
れ
る
利
率
も
し
く
は
交
換
率
の
変
更
は
、
利
用
者
を
差
別
し
な
い
方
法
で
、
実
施
さ
れ
、
計
算
さ
れ
る
。
第
　
条
　
終
了
４５
１
．
利
用
者
は
、
枠
契
約
を
い
つ
で
も
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
但
し
当
事
者
が
告
知
期
間
を
合
意
し
た
場
合
を
除
く
。
告
知
期
間
は
、
一
月
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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２
．
一
二
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
の
定
め
の
あ
る
も
し
く
は
期
間
の
定
め
の
な
い
枠
契
約
の
終
了
は
、
一
二
ヶ
月
を
経
過
し
た
後
に
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
手
数
料
不
要
と
な
る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
終
了
の
手
数
料
は
、
費
用
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
３
．
枠
契
約
で
合
意
さ
れ
た
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
期
間
を
定
め
な
い
枠
契
約
を
、
少
な
く
と
も
二
ヶ
月
の
予
告
期
間
を
、　
条
１
項
に
定
め
る
よ
４１
う
に
、
置
く
こ
と
で
、
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
．
定
期
的
に
課
せ
ら
れ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は
、
契
約
終
了
ま
で
、
割
合
で
の
み
利
用
者
に
課
せ
ら
れ
る
。
料
金
が
前
払
の
場
合
に
は
、
割
合
に
応
じ
て
返
金
さ
れ
る
。
５
．
本
条
の
規
定
は
、
加
盟
国
の
法
も
し
く
は
規
則
が
、
枠
契
約
を
強
行
で
き
な
い
か
無
効
と
す
る
当
事
者
の
権
利
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
６
．
加
盟
国
は
、
利
用
者
の
た
め
に
、
よ
り
有
利
な
規
定
を
提
供
で
き
る
。
第
　
条
　
個
別
支
払
処
理
の
実
行
前
の
情
報
提
供
４６
枠
契
約
の
下
で
個
別
支
払
処
理
が
支
払
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
場
合
、
提
供
者
は
、
こ
の
支
払
処
理
に
つ
い
て
、
支
払
人
の
請
求
に
応
じ
て
、
最
大
実
行
時
間
、
支
払
人
が
負
担
す
る
手
数
料
、
手
数
料
の
内
訳
の
明
確
な
情
報
を
提
供
す
る
。
第
　
条
　
個
別
支
払
処
理
に
関
す
る
支
払
人
の
た
め
の
情
報
提
供
４７
１
．
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
個
別
支
払
処
理
が
支
払
人
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
た
後
に
、
も
し
く
は
支
払
人
が
支
払
口
座
を
用
い
な
い
場
合
に
は
支
払
委
託
の
受
領
後
に
、　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
以
下
の
情
報
を
、
遅
滞
な
く
、
支
払
人
に
提
供
す
る：
４１
⒜
　
支
払
人
が
個
々
の
支
払
処
理
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
参
照
と
、
受
取
人
に
関
す
る
情
報
、
⒝
　
支
払
人
の
支
払
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
た
通
貨
、
も
し
く
は
当
該
支
払
委
託
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
通
貨
に
よ
る
支
払
処
理
の
額
、
⒞
　
支
払
処
理
の
手
数
料
額
と
、
そ
の
内
訳
、
も
し
く
は
支
払
人
の
負
担
す
る
利
息
、
⒟
　
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
支
払
処
理
に
用
い
ら
れ
た
交
換
率
と
、
通
貨
交
換
後
の
支
払
処
理
の
額
、
か
つ
⒠
　
振
替
付
利
息
基
準
時
も
し
く
は
支
払
委
託
受
領
時
、
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 66）352〔２０１１．７〕
２
．
枠
契
約
は
以
下
の
条
件
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
１
項
で
言
及
さ
れ
た
情
報
が
少
な
く
と
も
月
一
回
定
期
的
に
、
か
つ
受
取
人
が
保
管
し
変
更
な
く
再
生
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
、
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
。
３
．
し
か
し
、
加
盟
国
は
、
提
供
者
に
、
月
一
回
手
数
料
な
く
し
て
、
紙
で
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
要
求
で
き
る
。
第
　
条
　
受
取
人
の
た
め
の
、
個
別
支
払
処
理
に
関
す
る
情
報
提
供
４８
１
．
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
個
別
支
払
処
理
の
実
行
後
に
、　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
以
下
の
情
報
を
、
遅
滞
な
く
、
受
取
４１
人
に
提
供
す
る：
⒜
　
受
取
人
が
支
払
処
理
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
参
照
と
、
支
払
人
、
支
払
処
理
に
よ
っ
て
移
転
さ
れ
た
情
報
、
⒝
　
支
払
人
の
支
払
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
通
貨
に
よ
る
支
払
処
理
の
額
、
⒞
　
支
払
処
理
の
手
数
料
額
と
、
そ
の
内
訳
、
も
し
く
は
受
取
人
の
負
担
す
る
利
息
、
⒟
　
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
支
払
処
理
に
用
い
ら
れ
た
交
換
率
と
、
通
貨
交
換
後
の
支
払
処
理
の
額
、
か
つ
⒠
　
貸
方
記
入
付
利
息
基
準
時
、
２
．
枠
契
約
は
以
下
の
条
件
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
１
項
で
言
及
さ
れ
た
情
報
が
少
な
く
と
も
月
一
回
定
期
的
に
、
か
つ
受
取
人
が
保
管
し
変
更
な
く
再
生
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
、
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
。
３
．
し
か
し
、
加
盟
国
は
、
提
供
者
に
、
月
一
回
手
数
料
な
く
し
て
、
紙
で
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
要
求
で
き
る
。
第
４
章
　
通
則
第
　
条
　
通
貨
と
通
貨
交
換
４９
１
．
支
払
は
当
事
者
間
で
合
意
さ
れ
た
通
貨
で
な
さ
れ
る
。
２
．
通
貨
交
換
サ
ー
ビ
ス
が
支
払
処
理
の
開
始
前
に
提
供
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
通
貨
交
換
が
売
買
の
時
点
に
も
し
く
は
受
取
人
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
払
人
に
通
貨
交
換
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
当
事
者
は
、
支
払
人
に
、
す
べ
て
の
負
担
と
、
支
払
処
理
を
変
換
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
交
換
率
を
開
示
す
る
。
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 67）353〔２０１１．７〕
支
払
人
は
、
こ
の
基
礎
に
お
い
て
、
通
貨
交
換
サ
ー
ビ
ス
に
合
意
す
る
。
第
　
条
　
付
加
的
手
数
料
も
し
く
は
割
引
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
５０
１
．
特
定
の
支
払
手
段
の
利
用
に
関
し
て
、
受
取
人
が
手
数
料
を
求
め
た
り
も
し
く
は
割
引
を
提
供
す
る
場
合
、
受
取
人
は
、
支
払
人
に
、
支
払
処
理
の
開
始
前
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
２
．
特
定
の
支
払
手
段
の
利
用
に
関
し
て
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
も
し
く
は
第
三
者
が
手
数
料
を
要
求
す
る
場
合
、
そ
の
者
は
、
支
払
処
理
の
開
始
前
に
そ
の
旨
を
利
用
者
に
通
知
す
る
。
第
４
編
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
利
用
に
関
す
る
権
利
並
び
に
義
務
第
１
章
　
通
則
第
　
条
　
適
用
範
囲
５１
１
．
利
用
者
が
消
費
者
で
は
な
い
場
合
、
当
事
者
は
、　
条
２
項
、　
、　
、　
、　
、　
、　
条
が
そ
の
全
部
も
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
５４
５９
６１
６２
６３
６６
７５
な
い
と
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
は
さ
ら
に
　
条
で
規
定
さ
れ
た
期
限
と
異
な
る
時
点
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
５８
２
．
加
盟
国
は
、　
条
が
、
利
用
者
が
消
費
者
で
は
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
８３
３
．
加
盟
国
は
、
本
章
の
規
定
が
消
費
者
と
同
様
に
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ
る
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
．
本
指
令
は
、
指
令87
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を
国
内
法
化
す
る
措
置
を
妨
げ
な
い
。
本
指
令
は
ま
た
共
同
体
法
と
調
和
す
る
本
指
令
に
よ
っ
て
調
和
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
、
消
費
者
へ
の
信
用
付
与
要
件
に
関
す
る
共
同
体
も
し
く
は
国
内
立
法
を
妨
げ
な
い
。
第
　
条
　
適
用
可
能
な
手
数
料
５２
１
．
提
供
者
は
、
本
編
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
、
集
団
的
措
置
、
予
防
的
措
置
の
履
行
に
つ
い
て
利
用
者
に
手
数
料
を
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い
、
但
し
　
条
１
項
、　
条
５
項
、　
条
２
項
に
お
け
る
明
示
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
こ
の
手
数
料
は
、
利
用
者
と
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
、
提
供
者
６５
６６
７４
の
現
実
の
費
用
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
２
．
支
払
処
理
が
通
貨
換
算
を
含
ま
な
い
場
合
に
は
、
加
盟
国
は
、
受
取
人
が
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
手
数
料
を
支
払
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 68）354〔２０１１．７〕
い
、
支
払
人
が
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
手
数
料
を
支
払
う
よ
う
要
請
す
る
。
３
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
受
取
人
が
、
支
払
人
に
手
数
料
を
要
求
し
、
も
し
く
は
支
払
人
に
一
定
の
支
払
手
段
の
利
用
に
つ
い
て
割
引
を
提
供
す
る
こ
と
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
加
盟
国
は
、
競
争
を
鼓
舞
し
、
効
率
的
支
払
手
段
の
利
用
を
促
進
す
る
必
要
を
考
慮
し
て
、
手
数
料
を
要
求
す
る
権
利
を
禁
止
も
し
く
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
　
条
　
低
価
値
支
払
手
段
と
電
子
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
の
特
則
５３
１
．
枠
契
約
に
よ
れ
ば
、
三
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
な
い
個
別
支
払
処
理
の
み
に
関
わ
る
、
ま
た
は
一
五
〇
ユ
ー
ロ
の
消
費
上
限
を
有
す
る
も
の
も
し
く
は
常
に
一
五
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
な
い
資
金
を
保
管
す
る
、
支
払
手
段
の
場
合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
、
以
下
の
点
を
合
意
で
き
る：
⒜
　
当
該
支
払
手
段
が
利
用
阻
止
も
し
く
は
継
続
利
用
の
阻
止
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、　
条
１
項
⒝
、　
条
１
項
⒞
、
⒟
、　
条
４
、
５
項
は
適
用
５６
５７
６１
さ
れ
な
い
こ
と
、
⒝
　
当
該
支
払
手
段
が
匿
名
で
利
用
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
は
当
該
支
払
手
段
の
特
性
上
の
理
由
で
支
払
処
理
が
権
限
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
証
明
で
き
な
い
場
合
に
は
、　
、　
条
、　
条
１
、
２
項
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
５９
６０
６１
⒞
　
　
条
１
項
を
適
用
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
不
実
行
が
文
脈
か
ら
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
６５
対
し
て
支
払
委
託
の
拒
絶
を
通
知
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
、
⒟
　
　
条
を
適
用
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
払
人
は
、
支
払
委
託
を
送
信
し
た
あ
と
で
、
ま
た
は
受
取
人
に
支
払
処
理
実
行
に
つ
い
て
の
同
意
を
与
６６
え
た
あ
と
で
、
支
払
委
託
を
撤
回
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
⒠
　
　
、　
条
を
適
用
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
実
行
期
限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
。
６９
７０
２
．
国
内
支
払
処
理
に
関
し
て
は
、
加
盟
国
も
し
く
は
そ
の
管
轄
当
局
は
、
１
項
の
額
を
減
額
も
し
く
は
倍
増
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
払
支
払
手
段
に
つ
い
て
は
、
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
．　
、　
条
は
、
指
令2000
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の
１
条
３
項
⒝
の
意
味
で
の
電
子
マ
ネ
ー
に
も
適
用
さ
れ
る
、
但
し
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
６０
６１
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 69）355〔２０１１．７〕
支
払
口
座
を
凍
結
も
し
く
は
支
払
手
段
を
利
用
阻
止
で
き
る
能
力
を
有
し
な
い
場
合
を
除
く
。
加
盟
国
は
、
こ
の
適
用
排
除
を
、
一
定
額
の
価
値
の
口
座
も
し
く
は
支
払
手
段
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
２
章
　
支
払
処
理
の
権
限
付
与
第
　
条
　
同
意
と
同
意
の
撤
回
５４
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
処
理
は
支
払
人
が
支
払
処
理
の
実
行
に
同
意
を
与
え
た
場
合
に
の
み
権
限
付
与
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
支
払
処
理
は
、
支
払
人
に
よ
っ
て
、
支
払
処
理
実
行
の
前
に
、
も
し
く
は
支
払
人
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
合
意
し
て
い
れ
ば
、
実
行
後
に
、
権
限
付
与
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
．
一
つ
の
支
払
処
理
も
し
く
は
一
連
の
支
払
処
理
を
実
行
す
る
同
意
は
、
支
払
人
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
合
意
に
よ
る
形
式
で
与
え
ら
れ
る
。
上
記
の
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、
支
払
処
理
は
、
権
限
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
３
．
同
意
は
、
支
払
人
に
よ
っ
て
い
つ
で
も
撤
回
で
き
る
が
、　
条
の
撤
回
不
可
時
点
よ
り
遅
く
は
で
き
な
い
。
一
連
の
支
払
処
理
実
行
の
同
意
は
、
６６
将
来
の
支
払
処
理
が
権
限
付
与
な
し
と
み
な
さ
れ
る
効
果
を
伴
っ
て
撤
回
し
う
る
。
４
．
同
意
を
与
え
る
手
続
は
、
支
払
人
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
る
。
第
　
条
　
支
払
手
段
の
利
用
制
限
５５
１
．
あ
る
支
払
手
段
が
同
意
を
与
え
る
目
的
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
、
支
払
人
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
そ
の
支
払
手
段
を
通
じ
て
実
行
さ
れ
る
支
払
処
理
の
利
用
上
限
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
．
枠
契
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
る
な
ら
ば
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
以
下
の
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
る
理
由
に
よ
り
支
払
手
段
の
利
用
を
制
限
す
る
権
利
を
留
保
で
き
る
、
す
な
わ
ち
支
払
手
段
の
安
全
性
、
支
払
手
段
の
無
権
限
も
し
く
は
詐
欺
的
利
用
の
疑
い
、
ま
た
は
与
信
枠
の
あ
る
支
払
手
段
に
お
い
て
支
払
人
が
支
払
義
務
を
果
た
せ
な
い
顕
著
な
リ
ス
ク
増
加
。
３
．
上
記
の
場
合
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
人
に
、
支
払
手
段
を
利
用
制
限
す
る
旨
と
そ
の
理
由
を
合
意
さ
れ
た
方
法
で
、
可
能
な
ら
ば
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制
限
前
に
、
遅
く
と
も
制
限
後
直
ち
に
、
通
知
す
る
、
但
し
通
知
が
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
る
安
全
上
の
理
由
を
損
な
う
場
合
ま
た
は
通
知
が
共
同
体
法
も
し
く
は
国
内
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
４
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
制
限
す
る
理
由
が
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
当
該
支
払
手
段
の
利
用
制
限
を
解
除
す
る
か
ま
た
は
新
し
い
支
払
手
段
に
取
り
替
え
る
。
第
　
条
　
支
払
手
段
に
関
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
義
務
５６
１
．
支
払
手
段
を
利
用
す
る
権
限
を
有
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
以
下
の
義
務
を
負
担
す
る：
⒜
　
支
払
手
段
の
発
行
と
利
用
を
支
配
す
る
条
件
に
従
っ
て
当
該
支
払
手
段
を
利
用
す
る
こ
と
、
か
つ
⒝
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
も
し
く
は
提
供
者
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
主
体
に
、
支
払
手
段
の
喪
失
、
盗
難
、
も
し
く
は
悪
用
ま
た
は
無
権
限
利
用
を
知
っ
た
際
に
、
遅
滞
な
く
、
通
知
す
る
こ
と
。
２
．
前
項
⒜
の
目
的
の
た
め
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
特
に
、
支
払
手
段
を
受
領
後
直
ち
に
、
そ
の
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
を
保
護
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
合
理
的
な
措
置
を
取
る
。
第
　
条
　
支
払
手
段
に
関
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
義
務
５７
１
．
支
払
手
段
を
発
行
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
以
下
の
義
務
を
負
担
す
る：
⒜
　
支
払
手
段
の
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
が
利
用
権
限
あ
る
利
用
者
以
外
に
ア
ク
セ
ス
不
可
能
で
あ
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
、
但
し
　
条
の
利
用
者
５６
の
義
務
を
害
さ
な
い
、
⒝
　
請
求
が
な
い
の
に
支
払
手
段
を
送
付
す
る
こ
と
を
控
え
る
こ
と
、
但
し
既
に
利
用
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
支
払
手
段
を
取
り
替
え
る
場
合
を
除
く
、
⒞
　
利
用
者
が
　
条
１
項
⒝
に
従
っ
た
通
知
を
す
る
こ
と
、　
条
４
項
に
よ
る
利
用
制
限
解
除
を
求
め
る
こ
と
、
が
で
き
る
よ
う
に
、
常
に
適
当
な
手
５６
５５
段
が
利
用
可
能
な
よ
う
確
保
す
る
こ
と
、
請
求
が
あ
れ
ば
、
提
供
者
は
、
通
知
後
一
八
ヶ
月
間
、
通
知
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
手
段
を
利
用
者
に
提
供
す
る
、
か
つ
⒟
　
　
条
１
項
⒝
に
よ
る
通
知
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
直
ち
に
、
当
該
支
払
手
段
の
利
用
を
す
べ
て
制
限
す
る
こ
と
。
５６
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２
．
提
供
者
は
、
支
払
人
に
支
払
手
段
を
送
付
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
そ
の
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
を
送
付
す
る
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
。
第
　
条
　
無
権
限
に
も
し
く
は
不
正
確
に
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
の
通
知
５８
利
用
者
は
以
下
の
場
合
に
の
み
提
供
者
よ
り
調
整
を
得
る
、
す
な
わ
ち
利
用
者
が
、
自
己
の
提
供
者
に
、
無
権
限
に
も
し
く
は
不
正
確
に
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
で
、　
条
の
場
合
を
含
め
要
求
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
を
知
っ
た
こ
と
を
遅
滞
な
く
、
か
つ
遅
く
と
も
引
落
時
よ
り
一
三
ヶ
月
を
越
え
な
い
時
７５
ま
で
に
、
通
知
し
た
場
合
、
但
し
提
供
者
が
第
３
編
に
従
っ
た
支
払
処
理
に
関
す
る
情
報
の
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
化
を
怠
っ
て
い
た
場
合
を
除
く
。
第
　
条
　
認
証
と
支
払
処
理
実
行
に
つ
い
て
の
証
拠
５９
１
．
加
盟
国
は
、
利
用
者
が
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
の
権
限
付
与
を
否
定
す
る
か
支
払
処
理
の
不
正
確
な
実
行
を
主
張
す
る
場
合
に
は
、
提
供
者
が
、
当
該
支
払
処
理
が
認
証
さ
れ
、
正
確
に
記
録
さ
れ
、
口
座
に
入
金
し
た
こ
と
と
、
技
術
的
な
故
障
も
し
く
は
そ
の
他
の
欠
陥
に
影
響
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
負
担
を
負
う
よ
う
要
求
す
る
。
２
．
利
用
者
が
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
の
権
限
付
与
を
否
定
す
る
場
合
、
提
供
者
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
支
払
手
段
の
使
用
は
、
そ
れ
自
体
で
は
、
当
該
支
払
処
理
が
支
払
人
に
よ
っ
て
権
限
付
与
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
は
支
払
人
が
詐
欺
的
に
行
動
し
た
か
も
し
く
は
、
悪
意
も
し
く
は
重
過
失
で
　
条
の
５６
義
務
の
履
行
を
怠
っ
た
こ
と
の
証
明
と
し
て
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
第
　
条
　
無
権
限
支
払
処
理
に
つ
い
て
の
提
供
者
の
責
任
６０
１
．
加
盟
国
は
、　
条
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
無
権
限
支
払
処
理
の
場
合
に
は
、
支
払
人
の
提
供
者
が
支
払
人
に
無
権
限
支
払
処
理
の
額
を
返
金
し
、
５８
必
要
な
場
合
に
は
、
無
権
限
取
引
が
な
け
れ
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
引
き
落
と
さ
れ
た
支
払
口
座
を
回
復
す
る
よ
う
、
確
保
す
る
。
２
．
さ
ら
な
る
金
銭
上
の
補
償
は
、
支
払
人
と
提
供
者
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
に
従
い
決
定
さ
れ
う
る
。
第
　
条
　
無
権
限
取
引
に
つ
い
て
の
支
払
人
の
責
任
６１
１
．　
条
の
適
用
排
除
に
よ
り
、
支
払
人
は
、
喪
失
も
し
く
は
盗
難
の
支
払
手
段
の
利
用
に
由
来
す
る
、
ま
た
は
支
払
人
が
個
人
的
安
全
特
徴
を
安
全
６０
に
維
持
し
な
か
っ
た
場
合
の
支
払
手
段
の
悪
用
に
由
来
す
る
、
無
権
限
支
払
処
理
に
関
す
る
損
失
を
、
一
五
〇
ユ
ー
ロ
を
上
限
と
し
て
負
担
す
る
。
２
．
支
払
人
は
、
無
権
限
取
引
に
関
す
る
損
失
を
以
下
の
場
合
に
は
す
べ
て
負
担
す
る
、
す
な
わ
ち
詐
欺
的
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
は
、　５６
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条
の
義
務
を
故
意
も
し
く
は
重
過
失
で
履
行
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
そ
の
損
失
を
引
き
起
こ
し
た
場
合
。
３
．
支
払
人
が
、
詐
欺
的
に
行
動
し
た
の
で
も
な
く
、　
条
の
義
務
を
故
意
で
怠
っ
た
の
で
も
な
い
場
合
に
は
、
加
盟
国
は
、
本
条
の
１
項
、
２
項
の
５６
責
任
を
、
特
に
、
当
該
支
払
手
段
の
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
の
性
質
と
、
喪
失
、
盗
難
、
悪
用
が
生
じ
た
事
情
を
考
慮
し
て
、
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
．
支
払
人
は
、　
条
１
項
⒝
に
従
っ
た
通
知
後
は
、
故
意
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
喪
失
、
盗
難
、
悪
用
さ
れ
た
支
払
手
段
の
利
用
に
由
来
す
る
経
済
５６
的
結
果
を
負
担
し
な
い
。
５
．
提
供
者
が
、　
条
１
項
⒞
に
お
い
て
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
、
支
払
手
段
の
喪
失
、
盗
難
、
悪
用
に
つ
い
て
い
つ
で
も
通
知
で
き
る
適
切
な
手
段
を
５７
提
供
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
支
払
人
は
、
故
意
の
場
合
を
除
き
、
当
該
支
払
手
段
の
利
用
に
由
来
す
る
経
済
的
結
果
に
つ
い
て
責
を
負
わ
な
い
。
第
　
条
　
受
取
人
に
よ
っ
て
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
た
支
払
処
理
に
つ
い
て
の
返
金
６２
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
人
が
、
既
に
実
行
さ
れ
た
、
受
取
人
に
よ
っ
て
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
た
権
限
付
与
さ
れ
た
支
払
処
理
に
つ
い
て
、
以
下
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
自
己
の
提
供
者
か
ら
返
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
よ
う
、
確
保
す
る：
⒜
　
権
限
付
与
が
な
さ
れ
た
時
に
当
該
権
限
付
与
が
当
該
支
払
処
理
の
正
確
な
額
を
明
記
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
か
つ
⒝
　
支
払
処
理
の
額
が
、
支
払
人
の
自
己
の
従
前
の
消
費
パ
タ
ン
、
枠
契
約
の
条
件
、
当
該
事
件
の
重
要
な
事
情
を
考
慮
し
て
支
払
人
が
合
理
的
に
期
待
し
う
る
額
を
超
え
て
い
た
こ
と
。
提
供
者
の
請
求
が
あ
れ
ば
、
支
払
人
は
条
件
に
関
す
る
事
実
要
素
を
提
供
す
る
。
返
金
は
、
実
行
さ
れ
た
支
払
処
理
の
全
額
で
あ
る
。
振
替
の
場
合
、
支
払
人
と
提
供
者
は
枠
契
約
に
お
い
て
、
第
１
副
項
の
返
金
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
く
て
も
支
払
人
が
提
供
者
か
ら
返
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
．
し
か
し
、
１
項
第
１
副
項
⒝
の
目
的
の
た
め
に
、
支
払
人
は
、　
条
１
項
⒟
、　
条
３
項
⒝
に
従
い
提
供
者
と
合
意
し
た
参
照
交
換
率
が
適
用
さ
３７
４２
れ
る
場
合
に
は
、
通
貨
交
換
に
関
す
る
理
由
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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３
．
支
払
人
と
提
供
者
の
間
の
枠
契
約
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
支
払
人
が
、
支
払
処
理
実
行
の
同
意
を
直
接
自
己
の
提
供
者
に
与
え
、
か
つ
将
来
の
支
払
処
理
に
関
す
る
情
報
が
期
限
の
少
な
く
と
も
四
週
間
前
に
、
合
意
さ
れ
た
方
法
で
、
提
供
者
も
し
く
は
受
取
人
に
よ
り
支
払
人
に
提
供
も
し
く
は
利
用
可
能
と
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
返
金
権
を
有
し
な
い
こ
と
。
第
　
条
　
受
取
人
に
よ
っ
て
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
た
支
払
処
理
に
つ
い
て
の
返
金
の
請
求
６３
１
．
加
盟
国
は
、　
条
で
言
及
さ
れ
て
い
る
受
取
人
に
よ
っ
て
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
た
権
限
付
与
さ
れ
た
支
払
処
理
の
返
金
を
資
金
６２
が
引
き
落
と
さ
れ
た
日
か
ら
八
週
間
の
間
、
請
求
で
き
る
よ
う
確
保
す
る
。
２
．
提
供
者
は
、
返
金
請
求
を
受
け
て
一
〇
営
業
日
以
内
に
、
当
該
支
払
処
理
の
全
額
を
返
金
す
る
か
返
金
を
拒
否
す
る
理
由
を
提
供
す
る
、
後
者
の
場
合
、
支
払
人
が
理
由
を
承
認
し
な
い
場
合
に
、　
条
か
ら
　
条
に
従
い
提
訴
で
き
る
よ
う
な
組
織
を
示
す
。
８０
８３
第
１
副
項
で
の
提
供
者
の
返
金
を
拒
否
で
き
る
提
供
者
の
権
利
は
、　
条
１
項
第
４
副
項
の
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
６２
第
３
章
　
支
払
処
理
の
実
行
第
１
節
　
支
払
委
託
と
移
転
し
た
額
第
　
条
　
支
払
委
託
の
受
領
６４
１
．
加
盟
国
は
、
受
領
時
点
が
、
支
払
委
託
が
支
払
人
に
よ
っ
て
直
接
送
信
さ
れ
る
か
、
受
取
人
に
よ
り
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
間
接
に
送
信
さ
れ
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
受
領
さ
れ
た
時
点
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
受
領
時
点
が
提
供
者
の
営
業
日
で
は
な
い
場
合
、
支
払
委
託
は
翌
営
業
日
に
受
領
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
２
．
支
払
委
託
を
開
始
す
る
利
用
者
と
そ
の
提
供
者
が
、
支
払
委
託
の
実
行
が
、
特
定
の
日
に
、
特
定
の
期
間
の
末
日
に
、
も
し
く
は
支
払
人
が
資
金
を
提
供
者
の
処
分
可
能
な
状
態
に
し
た
日
に
開
始
す
る
と
合
意
し
た
場
合
に
は
、　
条
の
目
的
に
つ
い
て
は
受
領
時
は
合
意
さ
れ
た
日
と
み
な
さ
れ
る
。
６９
合
意
日
が
提
供
者
の
営
業
日
で
は
な
い
場
合
、
支
払
委
託
は
、
翌
営
業
日
に
受
領
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
第
　
条
　
支
払
委
託
の
拒
否
６５
１
．
提
供
者
が
支
払
委
託
の
実
行
を
拒
否
す
る
場
合
、
拒
否
、
そ
の
理
由
、
拒
否
に
至
っ
た
事
実
の
誤
解
の
訂
正
方
法
が
、
利
用
者
に
通
知
さ
れ
る
、
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但
し
、
他
の
共
同
体
法
も
し
く
は
国
内
法
で
そ
れ
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
。
提
供
者
は
、
こ
の
通
知
を
合
意
さ
れ
た
方
法
で
遅
滞
な
く
、
通
知
も
し
く
は
利
用
可
能
な
状
態
と
し
、
か
つ
　
条
に
規
定
さ
れ
た
期
間
は
、
そ
の
状
態
６９
に
す
る
。
枠
契
約
は
、
拒
否
が
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
は
、
提
供
者
が
通
知
に
課
金
で
き
る
条
件
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
２
．
支
払
人
の
枠
契
約
に
規
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
そ
の
支
払
委
託
が
支
払
人
か
受
取
人
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
権
限
付
与
さ
れ
た
支
払
委
託
の
実
行
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
、
但
し
そ
れ
が
他
の
共
同
体
法
も
し
く
は
国
内
法
で
禁
じ
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
３
．　
条
、　
条
の
目
的
に
つ
い
て
、
実
行
が
拒
否
さ
れ
た
、
支
払
委
託
は
受
領
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
６９
７５
第
　
条
　
支
払
委
託
の
非
撤
回
可
能
性
６６
１
．
加
盟
国
は
、
利
用
者
は
、
支
払
委
託
が
そ
の
提
供
者
に
よ
り
受
領
さ
れ
た
後
は
、
本
条
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
撤
回
で
き
な
い
よ
う
、
確
保
す
る
。
２
．
支
払
処
理
が
受
取
人
に
よ
り
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
る
場
合
に
は
、
支
払
人
は
、
支
払
委
託
の
送
付
も
し
く
は
支
払
処
理
の
実
行
に
つ
い
て
の
同
意
を
受
取
人
に
与
え
た
の
ち
に
は
、
支
払
委
託
を
撤
回
で
き
な
い
。
３
．
し
か
し
、
振
替
の
場
合
に
は
、
返
金
権
を
妨
げ
な
い
で
、
支
払
人
は
、
支
払
委
託
を
、
遅
く
と
も
、
資
金
引
落
の
日
と
合
意
さ
れ
た
日
に
先
立
つ
営
業
日
の
終
了
ま
で
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
４
．　
条
２
項
の
場
合
に
は
、
利
用
者
は
、
遅
く
と
も
合
意
さ
れ
た
日
に
先
立
つ
営
業
日
の
終
了
ま
で
支
払
委
託
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
６４
５
．
１
項
か
ら
４
項
ま
で
に
規
定
さ
れ
た
時
点
以
後
は
、
支
払
委
託
は
、
利
用
者
と
そ
の
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
た
場
合
に
の
み
撤
回
可
能
で
あ
る
。
２
項
と
３
項
の
場
合
に
は
、
受
取
人
の
合
意
も
必
要
で
あ
る
。
枠
契
約
に
お
い
て
合
意
が
あ
れ
ば
、
提
供
者
は
撤
回
に
つ
い
て
課
金
で
き
る
。
第
　
条
　
移
転
さ
れ
た
額
と
受
領
さ
れ
た
額
６７
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
受
取
人
の
提
供
者
、
提
供
者
の
仲
介
者
に
、
支
払
処
理
の
全
額
を
移
転
し
、
そ
こ
か
ら
手
数
料
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を
控
除
し
な
い
よ
う
、
要
請
す
る
。
２
．
し
か
し
、
受
取
人
と
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
提
供
者
が
受
取
人
に
貸
方
記
入
す
る
前
に
、
移
転
額
か
ら
手
数
料
を
控
除
す
る
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
支
払
処
理
の
全
額
と
手
数
料
は
、
受
取
人
に
与
え
ら
れ
る
情
報
の
中
で
分
け
て
記
載
さ
れ
る
。
３
．
２
項
で
言
及
さ
れ
た
も
の
以
外
の
手
数
料
が
移
転
額
か
ら
控
除
さ
れ
た
場
合
、
支
払
人
の
提
供
者
は
、
受
取
人
が
、
支
払
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
支
払
処
理
の
全
額
を
受
取
人
が
受
け
取
る
よ
う
に
確
保
す
る
。
支
払
処
理
が
受
取
人
に
よ
っ
て
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
、
受
取
人
の
提
供
者
は
、
支
払
処
理
の
全
額
が
受
取
人
に
よ
っ
て
受
領
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
。
第
２
節
　
実
行
期
間
と
付
利
息
日
第
　
条
　
適
用
範
囲
６８
１
．
本
節
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る：
⒜
　
ユ
ー
ロ
で
の
支
払
処
理
、
⒝
　
ユ
ー
ロ
圏
の
外
で
の
加
盟
国
通
貨
に
よ
る
国
内
支
払
処
理
、
⒞
　
通
貨
交
換
が
ユ
ー
ロ
と
ユ
ー
ロ
圏
外
の
加
盟
国
通
貨
の
間
で
一
回
の
み
な
さ
れ
る
支
払
処
理
、
但
し
当
該
通
貨
交
換
が
ユ
ー
ロ
圏
外
の
当
該
加
盟
国
で
行
わ
れ
、
か
つ
域
内
支
払
処
理
の
場
合
に
は
、
域
内
移
動
が
ユ
ー
ロ
で
行
わ
れ
る
場
合
に
限
る
。
２
．
本
節
は
、
当
事
者
の
合
意
の
対
象
と
な
ら
な
い
　
条
を
除
き
、
利
用
者
と
提
供
者
の
間
の
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
他
の
支
払
処
理
に
も
適
用
７３
さ
れ
る
。
し
か
し
、
利
用
者
と
提
供
者
が
　
条
の
期
間
よ
り
も
長
い
期
間
を
合
意
し
た
場
合
、
域
内
支
払
処
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
期
間
は
　
条
に
６９
６４
従
っ
た
受
領
時
に
続
く
四
営
業
日
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
第
　
条
　
支
払
口
座
に
対
す
る
支
払
処
理
６９
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、　
条
に
従
っ
た
受
領
時
よ
り
、
遅
く
と
も
次
の
営
業
日
の
終
了
ま
で
に
、
支
払
処
理
額
が
受
６４
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
口
座
に
入
金
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
。
二
〇
一
二
年
一
月
一
日
ま
で
は
、
支
払
人
と
そ
の
提
供
者
は
、
三
営
業
日
よ
り
長
く
な
い
期
間
を
合
意
で
き
る
。
こ
の
期
間
は
、
紙
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
支
払
処
理
に
は
さ
ら
に
も
う
一
営
業
日
延
長
で
き
る
。
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２
．
加
盟
国
は
、
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
提
供
者
が
　
条
に
従
い
資
金
を
受
領
し
た
後
に
、
付
利
息
を
行
い
、
受
取
人
の
支
払
口
座
に
７３
支
払
処
理
額
を
利
用
可
能
に
さ
せ
る
よ
う
、
要
請
す
る
。
３
．
加
盟
国
は
、
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
受
取
人
に
よ
り
開
始
さ
れ
も
し
く
は
受
取
人
を
通
し
て
開
始
さ
れ
た
支
払
委
託
を
、
支
払
人
の
提
供
者
に
、
受
取
人
と
そ
の
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
た
期
間
内
に
、
振
替
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
合
意
さ
れ
た
履
行
期
に
決
済
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
送
信
す
る
よ
う
、
要
請
す
る
。
第
　
条
　
受
取
人
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
も
と
に
支
払
口
座
を
有
し
な
い
場
合
７０
受
取
人
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
も
と
に
支
払
口
座
を
有
し
な
い
場
合
、
当
該
資
金
は
、　
条
の
期
間
内
に
、
受
取
人
の
た
め
に
資
金
を
受
領
し
た
６９
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
り
、
受
取
人
の
利
用
可
能
な
状
態
に
さ
れ
る
。
第
　
条
　
支
払
口
座
に
入
金
さ
れ
た
現
金
７１
消
費
者
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
支
払
口
座
に
現
金
を
当
該
支
払
口
座
の
通
貨
で
入
金
し
た
場
合
、
そ
の
提
供
者
は
、
資
金
受
領
後
直
ち
に
そ
の
額
が
利
用
可
能
と
な
り
、
付
利
息
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
。
利
用
者
が
消
費
者
で
は
な
い
場
合
、
そ
の
額
は
、
資
金
受
領
後
遅
く
と
も
次
の
営
業
日
の
終
了
ま
で
に
、
利
用
可
能
と
さ
れ
、
か
つ
付
利
息
さ
れ
る
。
第
　
条
　
国
内
支
払
処
理
７２
加
盟
国
は
、
国
内
支
払
処
理
に
関
し
、
本
節
で
規
定
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
短
い
最
大
実
行
期
間
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
　
条
　
資
金
に
対
す
る
付
利
息
と
利
用
可
能
性
７３
１
．
加
盟
国
は
、
受
取
人
の
支
払
口
座
へ
の
貸
方
記
入
に
対
す
る
付
利
息
時
は
、
支
払
処
理
額
が
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
口
座
に
貸
方
記
入
さ
れ
た
営
業
日
よ
り
も
遅
れ
な
い
よ
う
、
確
保
す
る
。
受
取
人
の
提
供
者
は
、
支
払
処
理
の
額
が
受
取
人
の
提
供
者
の
口
座
に
貸
方
記
入
さ
れ
て
後
、
直
ち
に
受
取
人
の
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
、
確
保
す
る
。
２
．
加
盟
国
は
、
支
払
人
の
支
払
口
座
の
た
め
の
借
方
記
入
に
対
す
る
付
利
息
が
、
支
払
処
理
の
額
が
そ
の
支
払
口
座
に
借
方
記
入
さ
れ
る
時
点
よ
り
早
く
な
ら
な
い
よ
う
、
確
保
す
る
。
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第
３
節
　
責
任
第
　
条
　
不
正
確
な
単
一
識
別
子
７４
１
．
支
払
委
託
が
単
一
識
別
子
に
従
い
実
行
さ
れ
た
場
合
、
当
該
支
払
委
託
は
、
当
該
単
一
識
別
子
に
よ
り
特
定
さ
れ
た
受
取
人
に
関
し
て
正
確
に
実
行
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
２
．
利
用
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
単
一
識
別
子
が
不
正
確
で
あ
っ
た
場
合
、
提
供
者
は
　
条
の
下
で
の
、
支
払
処
理
の
不
実
行
も
し
く
は
欠
陥
あ
る
７５
実
行
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
わ
な
い
。
し
か
し
、
支
払
人
の
提
供
者
は
、
当
該
支
払
処
理
に
関
係
す
る
資
金
の
回
復
に
合
理
的
な
努
力
を
払
う
。
枠
契
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
提
供
者
は
回
復
に
つ
い
て
利
用
者
に
課
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
．
利
用
者
が
　
条
１
項
⒜
も
し
く
は
　
条
２
項
⒝
に
規
定
さ
れ
た
も
の
に
加
え
補
充
的
情
報
を
提
供
し
た
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
利
用
者
に
よ
っ
３７
４２
て
提
供
さ
れ
た
単
一
識
別
子
に
従
っ
た
支
払
処
理
実
行
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
う
。
第
　
条
　
不
実
行
と
瑕
疵
あ
る
実
行
７５
１
．
支
払
委
託
が
支
払
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
払
人
の
提
供
者
は
、　
条
、　
条
２
項
３
項
、　
条
を
妨
げ
ず
に
、
支
払
処
理
の
正
５８
７４
７８
し
い
実
行
に
つ
い
て
支
払
人
に
対
し
て
責
を
負
う
、
但
し
、
提
供
者
が
、
支
払
人
と
受
取
人
の
提
供
者
に
対
し
て
、
受
取
人
の
提
供
者
が
　
条
１
項
に
６９
従
い
支
払
処
理
の
額
を
受
領
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
場
合
を
除
く
、
こ
の
場
合
に
は
受
取
人
の
提
供
者
は
、
受
取
人
に
対
し
て
、
支
払
処
理
の
正
確
な
実
行
に
つ
い
て
責
を
負
う
。
第
１
副
項
に
よ
り
支
払
人
の
提
供
者
が
責
を
負
う
場
合
に
は
、
当
該
提
供
者
は
遅
滞
な
く
支
払
人
に
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
支
払
処
理
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
の
額
を
返
金
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
引
き
落
と
さ
れ
た
支
払
口
座
を
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
あ
る
で
あ
ろ
う
状
態
に
回
復
す
る
。
第
１
副
項
に
よ
り
、
受
取
人
の
提
供
者
が
責
を
負
う
場
合
に
は
、
当
該
提
供
者
は
、
直
ち
に
支
払
処
理
額
を
受
取
人
の
処
分
可
能
な
状
態
に
置
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
受
取
人
の
支
払
口
座
に
対
応
す
る
額
を
貸
方
記
入
す
る
。
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支
払
委
託
が
支
払
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
場
合
で
支
払
処
理
が
不
実
行
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
支
払
人
の
提
供
者
は
、
本
条
の
責
任
と
は
関
係
な
く
、
請
求
に
応
じ
、
支
払
処
理
を
追
跡
し
、
支
払
人
に
そ
の
結
果
を
通
知
す
る
努
力
を
直
ち
に
行
う
。
２
．
支
払
委
託
が
受
取
人
に
よ
っ
て
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
た
場
合
、
受
取
人
の
提
供
者
は
、　
条
、　
条
２
項
３
項
、　
条
に
妨
げ
５８
７４
７８
ら
れ
ず
に
、
受
取
人
に
対
し
て
、　
条
３
項
に
従
い
、
支
払
人
の
提
供
者
へ
の
正
し
い
支
払
委
託
の
送
信
に
つ
い
て
責
を
負
う
。
受
取
人
の
提
供
者
が
６９
こ
の
副
項
に
よ
り
責
を
負
う
場
合
に
は
、
当
該
提
供
者
は
、
直
ち
に
当
該
支
払
委
託
を
支
払
人
の
提
供
者
に
再
送
信
す
る
。
さ
ら
に
、
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、　
条
、　
条
２
項
３
項
、　
条
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、　
条
の
義
務
に
従
い
、
受
取
人
に
対
し
て
、
５８
７４
７８
７３
支
払
処
理
を
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
責
を
負
う
。
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
こ
の
副
項
に
も
と
づ
き
、
責
を
負
う
場
合
に
は
、
支
払
処
理
額
が
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
口
座
に
貸
方
記
入
さ
れ
て
後
、
直
ち
に
そ
の
額
が
受
取
人
の
処
分
可
能
と
な
る
よ
う
に
確
保
す
る
。
受
取
人
の
提
供
者
が
本
項
第
１
、
第
２
副
項
に
よ
る
責
を
負
わ
な
い
、
不
実
行
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
実
行
の
支
払
処
理
の
場
合
に
は
、
支
払
人
の
提
供
者
が
、
支
払
人
に
責
を
負
う
。
支
払
人
の
提
供
者
が
上
記
の
責
任
を
負
う
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
遅
滞
な
く
、
不
実
行
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
実
行
の
支
払
処
理
の
額
を
返
金
し
、
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
が
な
か
っ
た
で
あ
れ
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
引
き
落
と
さ
れ
た
支
払
口
座
を
回
復
す
る
。
支
払
委
託
が
受
取
人
に
よ
り
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
開
始
さ
れ
た
場
合
で
、
不
実
行
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
実
行
の
支
払
処
理
の
場
合
に
は
、
受
取
人
の
提
供
者
は
、
本
項
の
責
任
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
求
に
応
じ
て
、
当
該
支
払
処
理
の
追
跡
を
な
し
、
そ
の
結
果
を
受
取
人
に
通
知
す
る
よ
う
、
迅
速
な
努
力
を
払
う
。
３
．
加
え
て
、
提
供
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
対
し
て
、
自
ら
が
責
任
を
負
う
手
数
料
に
つ
い
て
と
、
支
払
処
理
の
不
実
行
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
実
行
の
結
果
と
し
て
利
用
者
が
負
担
す
る
利
息
に
つ
い
て
、
責
を
負
う
。
第
　
条
　
付
加
的
金
銭
賠
償
７６
本
節
で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
付
加
的
な
金
銭
賠
償
は
、
利
用
者
と
提
供
者
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
に
適
用
可
能
な
法
に
従
い
判
断
さ
れ
る
。
第
　
条
　
求
償
権
７７
１
．　
条
に
よ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
が
、
他
の
提
供
者
も
し
く
は
仲
介
者
に
帰
責
可
能
な
場
合
に
は
、
そ
の
提
供
者
も
し
く
は
仲
介
者
は
、
７５
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最
初
の
提
供
者
に
対
し
て
、
生
じ
た
損
失
も
し
く
は
　
条
の
下
で
支
払
っ
た
額
を
賠
償
す
る
。
７５
２
．
さ
ら
な
る
金
銭
賠
償
は
、
提
供
者
間
、
仲
介
者
間
、
両
者
間
の
合
意
と
、
合
意
に
適
用
可
能
な
法
に
従
い
、
決
定
さ
れ
る
。
第
　
条
　
免
責
７８
第
２
章
、
第
３
章
に
よ
る
責
任
は
、
異
常
か
つ
予
見
不
可
能
な
事
情
で
、
こ
の
事
情
を
援
用
す
る
も
の
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
な
く
、
そ
の
結
果
が
回
避
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
可
避
で
あ
っ
た
場
合
と
、
提
供
者
が
国
内
法
も
し
く
は
共
同
体
法
に
よ
る
別
の
法
的
義
務
に
よ
り
拘
束
さ
れ
る
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
第
４
章
　
デ
ー
タ
保
護
第
　
条
　
デ
ー
タ
保
護
７９
加
盟
国
は
、
支
払
シ
ス
テ
ム
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
加
工
を
、
そ
れ
が
支
払
詐
欺
の
防
止
、
調
査
、
発
見
に
必
要
な
場
合
に
は
許
容
す
る
。
個
人
デ
ー
タ
の
加
工
は
、
指
令95
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に
従
い
実
施
さ
れ
る
。
第
５
章
　
裁
判
外
苦
情
申
立
手
続
と
、
紛
争
解
決
手
続
第
１
節
　
苦
情
申
立
手
続
第
　
条
　
苦
情
申
立
８０
１
．
加
盟
国
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
消
費
者
団
体
を
含
め
た
利
害
関
係
者
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
本
指
令
を
国
内
法
化
し
た
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
点
に
関
し
、
管
轄
当
局
に
苦
情
を
申
し
立
て
る
こ
と
を
認
め
る
手
続
を
設
置
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
２
．
国
内
法
に
従
い
裁
判
所
に
訴
え
る
権
利
を
害
さ
ず
に
、
管
轄
当
局
の
返
答
は
、
苦
情
申
立
者
に
、　
条
に
従
い
、
裁
判
外
の
苦
情
申
立
手
続
と
救
８３
済
手
続
の
存
在
を
通
知
す
る
。
第
　
条
　
罰
則
８１
１
．
加
盟
国
は
、
本
指
令
に
従
い
採
用
さ
れ
た
国
内
法
規
定
の
違
反
に
適
用
可
能
な
罰
則
規
定
を
設
置
し
、
か
つ
国
内
法
化
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
を
執
る
。
罰
則
は
、
有
効
、
相
当
、
抑
止
的
な
も
の
と
す
る
。
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２
．
加
盟
国
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
１
項
で
言
及
さ
れ
た
規
定
と
、　
条
で
言
及
さ
れ
た
管
轄
当
局
を
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日
ま
で
に
通
知
し
、
８２
そ
の
後
の
改
正
も
遅
滞
な
く
通
知
す
る
。
第
　
条
　
管
轄
当
局
８２
１
．
加
盟
国
は
、　
条
１
項
と
　
条
１
項
で
規
定
さ
れ
た
苦
情
申
立
手
続
と
罰
則
が
、
本
節
で
規
定
さ
れ
た
要
件
に
従
い
採
用
さ
れ
た
国
内
法
規
定
と
８０
８１
対
応
す
る
よ
う
確
保
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
当
局
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
る
。
２
．
第
３
編
、
第
４
編
に
従
い
採
用
さ
れ
た
国
内
法
規
定
の
違
反
も
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
１
項
で
言
及
さ
れ
た
管
轄
当
局
は
、
当
該
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
本
国
加
盟
国
の
そ
れ
で
あ
る
、
但
し
、
設
立
権
に
よ
る
代
行
者
や
代
理
店
の
場
合
は
管
轄
当
局
が
受
入
先
加
盟
国
の
そ
れ
で
あ
る
。
第
２
節
　
裁
判
外
救
済
手
続
第
　
条
　
裁
判
外
救
済
８３
１
．
加
盟
国
は
、
本
指
令
の
下
で
生
ず
る
権
利
義
務
に
関
す
る
紛
争
の
た
め
に
、
利
用
者
と
提
供
者
の
間
の
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
適
当
か
つ
有
効
な
裁
判
外
苦
情
申
立
手
続
と
救
済
手
続
が
、
必
要
な
ら
ば
既
存
の
組
織
も
用
い
、
設
置
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
。
２
．
域
内
紛
争
の
場
合
に
は
、
加
盟
国
は
、
関
連
組
織
が
解
決
の
た
め
に
連
携
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
第
５
編
　
国
内
法
化
措
置
と
支
払
委
員
会
第
　
条
　
国
内
法
化
措
置
８４
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
技
術
的
、
市
場
的
展
開
を
考
慮
す
る
た
め
と
、
本
指
令
の
均
等
な
適
用
を
確
保
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、　
条
２
８５
項
で
言
及
さ
れ
た
監
査
付
規
律
手
続
に
従
い
、
本
指
令
の
非
本
質
的
要
素
の
改
訂
を
意
図
し
、
か
つ
、
以
下
に
関
連
し
た
、
国
内
法
化
措
置
を
採
用
で
き
る：
⒜
　
２
条
な
い
し
４
条
と
　
条
に
従
い
、
付
録
の
活
動
リ
ス
ト
を
適
合
さ
せ
る
こ
と
、
１６
⒝
　
勧
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に
従
い
、
４
条
　
の
意
味
の
中
で
小
企
業
の
定
義
を
変
更
す
る
こ
と
、
２６
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⒞
　
イ
ン
フ
レ
と
顕
著
な
市
場
展
開
を
考
慮
す
る
た
め
に
、　
条
１
項
と
　
条
１
項
に
規
定
さ
れ
た
額
を
更
新
す
る
こ
と
。
２６
６１
第
　
条
　
委
員
会
８５
１
．
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
支
払
委
員
会
の
補
佐
を
受
け
る
。
２
．
本
項
へ
の
参
照
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
決
定1999/468/E
C
 
         
 
の
５
ａ
条
１
項
か
ら
４
項
、
７
条
が
、
同
決
定
８
条
を
考
慮
し
つ
つ
、
適
用
さ
れ
る
。
第
６
編
　
末
則
第
　
条
　
完
全
調
和
８６
１
．　
条
２
項
、　
条
、　
条
２
項
、　
条
６
項
、　
条
３
項
、　
条
３
項
、　
条
２
項
、　
条
３
項
、　
条
２
項
、　
条
３
項
、　
条
、　
条
を
害
３０
３３
３４
４５
４７
４８
５１
５２
５３
６１
７２
８８
さ
な
い
で
、
本
指
令
が
調
和
規
定
を
含
ん
で
い
る
限
り
で
、
加
盟
国
は
、
本
指
令
に
規
定
さ
れ
た
も
の
以
外
の
規
定
を
維
持
も
し
く
は
導
入
し
て
は
な
ら
な
い
。
２
．
加
盟
国
が
１
項
で
言
及
さ
れ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
知
し
、
の
ち
の
変
更
も
同
様
で
あ
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
し
く
は
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
手
段
上
に
公
開
す
る
。
３
．
加
盟
国
は
、
提
供
者
が
、
利
用
者
の
不
利
益
に
、
本
指
令
の
国
内
法
化
に
よ
る
も
し
く
は
そ
れ
に
対
応
す
る
国
内
法
規
定
を
変
更
し
な
い
よ
う
確
保
す
る
、
但
し
明
示
に
規
定
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
し
か
し
、
提
供
者
は
、
利
用
者
に
、
よ
り
有
利
な
条
件
を
与
え
る
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
　
条
　
再
検
討
８７
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
日
よ
り
遅
く
な
い
時
点
で
、
欧
州
議
会
、
理
事
会
、
欧
州
経
済
社
会
委
員
会
、
欧
州
中
央
銀
行
に
、
本
指
令
の
国
内
法
化
と
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
報
告
を
提
示
す
る
、
特
に
以
下
の
点
に
つ
い
て：
─
　
本
指
令
の
適
用
範
囲
を
、
す
べ
て
の
通
貨
に
よ
る
支
払
処
理
に
拡
大
す
る
必
要
性
、
提
供
者
の
一
人
だ
け
が
共
同
体
内
に
所
在
す
る
支
払
処
理
に
拡
大
す
る
必
要
性
、
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─
　
支
払
機
関
の
監
督
要
件
に
関
す
る
６
条
、
８
条
、
９
条
の
適
用
、
特
に
自
己
資
金
要
件
と
資
金
用
途
制
限
要
件
に
つ
い
て
、
─
　
　
条
３
項
に
規
定
さ
れ
る
、
支
払
機
関
に
よ
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
た
信
用
許
与
の
影
響
、
１６
─
　
支
払
機
関
の
認
可
要
件
の
、
支
払
機
関
と
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
の
競
争
に
対
す
る
影
響
、
新
し
い
提
供
者
が
市
場
参
入
す
る
際
の
障
壁
に
対
す
る
影
響
、
─
　
　
条
、　
条
の
適
用
、
本
指
令
の
、
低
価
値
支
払
手
段
と
電
子
マ
ネ
ー
に
関
す
る
適
用
範
囲
の
改
訂
の
必
要
、
３４
５３
─
　
　
条
と
　
条
の
、
す
べ
て
の
支
払
手
段
に
つ
い
て
の
、
適
用
と
機
能
、
６９
７５
必
要
な
場
合
に
は
、
改
訂
提
案
も
添
付
の
こ
と
。
第
　
条
　
経
過
規
定
８８
１
．
指
令2005
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も
し
く
は
そ
の
他
の
共
同
体
立
法
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
加
盟
国
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
五
日
前
に
本
指
令
の
意
味
で
支
払
機
関
の
活
動
を
開
始
し
た
法
人
に
、
二
〇
一
一
年
四
月
三
〇
日
ま
で
　
条
の
認
可
な
く
し
て
、
加
盟
国
内
で
国
内
法
に
従
い
活
動
を
継
続
す
る
こ
１０
と
を
認
め
る
。
こ
の
期
間
内
に
認
可
を
得
な
か
っ
た
者
は
、　
条
に
従
い
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
る
。
２９
２
．
１
項
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
条
の
認
可
要
件
か
ら
の
適
用
免
除
は
、
以
下
の
金
融
機
関
に
認
め
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
指
令2006
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の
付
１０
録
Ⅰ
４
に
掲
記
さ
れ
た
活
動
を
開
始
し
、
当
該
指
令
の
　
条
１
項
第
１
副
項
⒠
の
条
件
を
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
五
日
よ
り
前
に
国
内
法
に
従
い
、
満
２４
た
し
た
も
の
。
し
か
し
、
当
該
金
融
機
関
は
、
こ
の
活
動
の
本
国
加
盟
国
の
管
轄
当
局
に
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
五
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
通
知
は
、
当
該
金
融
機
関
が
、
本
指
令
の
５
条
⒜
⒝
⒢
な
い
し
⒤
⒦
⒧
に
対
応
し
た
こ
と
を
示
す
情
報
も
含
め
る
。
管
轄
当
局
が
、
要
件
充
足
に
満
足
す
る
場
合
に
は
、
当
該
金
融
機
関
は
、
本
指
令
の
　
条
に
従
い
、
登
録
さ
れ
る
。
加
盟
国
は
、
管
轄
当
局
が
、
当
該
金
融
機
関
に
つ
い
１３
て
５
条
に
よ
る
要
件
の
適
用
免
除
を
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
３
．
加
盟
国
は
、
１
項
で
言
及
さ
れ
た
法
人
が
、
管
轄
当
局
が
既
に
５
条
、　
条
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
の
証
拠
を
有
す
る
場
合
に
は
、
自
動
的
１０
に
認
可
さ
れ
、　
条
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
登
録
簿
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
で
き
る
。
管
轄
当
局
は
、
認
可
が
認
め
ら
れ
る
前
に
、
当
該
法
人
に
そ
１３
の
旨
通
知
す
る
。
EU支払サービス指令とドイツ法
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４
．
指
令2005
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も
し
く
は
そ
の
他
の
共
同
体
立
法
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
加
盟
国
は
、
本
指
令
の
意
味
で
の
支
払
機
関
の
活
動
を
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
五
日
ま
で
に
、
国
内
法
に
従
い
、
開
始
し
、　
条
の
適
用
免
除
の
資
格
が
あ
る
、
自
然
人
も
し
く
は
法
人
に
、
当
該
加
盟
国
内
で
の
活
動
２６
を
３
年
を
超
え
な
い
経
過
期
間
に
つ
い
て
、　
条
の
適
用
免
除
を
受
け
ず
、　
条
の
登
録
も
さ
れ
ず
に
、
継
続
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
２６
１３
こ
の
期
間
に
適
用
免
除
さ
れ
て
い
な
い
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
　
条
に
従
い
禁
ぜ
ら
れ
る
。
２９
第
　
条
　
指
令97
 
 /7/E
C
    
 
の
改
訂
８９
指
令9  7  /7/E
C
    
 
の
８
条
は
、
削
除
さ
れ
る
。
第
　
条
　
指
令2002
 
   /  65   /E
C
  
 
の
改
訂
９０
指
令2002
 
   /  65   /E
C
  
 
は
、
以
下
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
る：
１
．
４
条
に
以
下
の
項
を
追
加
す
る：
「
５
．
域
内
市
場
に
お
け
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
三
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令2007/
 
    64   /E
C
  
 
［
＊
］
も
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
本
指
令
３
条
１
項
の
情
報
提
供
要
件
は
、
２
項
⒞
な
い
し
⒢
、
３
項
⒜
⒟
⒠
、
４
項
⒝
を
除
き
、
前
掲
指
令
の
　
、　
、　
、　
条
に
３６
３７
４１
４２
よ
り
代
替
さ
れ
る
。」
２
．
８
条
は
削
除
さ
れ
る
。
第
　
条
　
指
令2005
 
   /  60   /E
C
  
 
の
改
訂
９１
指
令2005
 
   /  60   /E
C
  
 
は
、
以
下
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
る：
１
．
３
条
２
項
⒜
は
以
下
の
よ
う
に
置
き
か
え
る：
「
⒜
　
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
の
付
録
Ⅰ
の
２
か
ら
　
、　
に
掲
記
さ
れ
た
活
動
（
通
貨
交
換
所
の
活
動
を
含
む
）
の
一
つ
も
し
く
は
複
数
を
行
う
信
用
機
１２
１４
関
以
外
の
事
業
」
２
．　
条
１
項
２
項
は
以
下
の
よ
う
に
置
き
か
え
ら
れ
る：
１５
「
１
．
加
盟
国
が
そ
の
領
域
内
に
所
在
す
る
、
２
条
１
項
⑴
ま
た
は
⑵
で
言
及
さ
れ
た
信
用
機
関
、
金
融
機
関
を
、
第
三
者
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
こ
と
を
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 84）370〔２０１１．７〕
許
容
す
る
場
合
、
当
該
加
盟
国
は
、
そ
の
領
域
内
に
お
け
る
、
２
条
１
項
で
言
及
さ
れ
た
組
織
、
人
に
対
し
て
、　
条
に
従
い
、
本
指
令
に
よ
り
、
別
１４
の
加
盟
国
に
お
い
て
２
条
１
項
⑴
ま
た
は
⑵
で
言
及
さ
れ
た
機
関
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
、
８
条
１
項
⒜
か
ら
⒞
に
規
定
さ
れ
た
顧
客
注
意
要
件
の
結
果
を
、
承
認
し
受
容
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
、
但
し
、
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
三
日
の
域
内
市
場
に
お
け
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
指
令2007
 
   /  64   /E
C
  
 
［
＊
＊
］
の
４
条
４
項
に
定
義
さ
れ
た
通
貨
交
換
所
と
支
払
機
関
で
、
当
該
指
令
の
付
録
６
に
列
挙
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
主
と
し
て
提
供
す
る
者
（
当
該
指
令
の
　
条
の
適
用
免
除
の
利
益
を
享
受
し
、
指
令
の
　
条
、　
条
の
要
件
を
満
た
す
自
然
人
、
法
人
を
含
む
、
２６
１６
１８
た
と
え
こ
れ
ら
の
要
件
が
基
づ
く
書
面
も
し
く
は
デ
ー
タ
が
、
顧
客
が
参
照
す
る
、
加
盟
国
で
必
要
な
も
の
と
異
な
る
と
し
て
も
）
を
除
く
。
２
．
加
盟
国
が
３
条
２
項
⒜
で
言
及
さ
れ
て
い
る
通
貨
交
換
所
と
指
令2007
 
   /  64   /E
C
  
 
の
４
条
４
項
で
定
義
さ
れ
て
い
る
支
払
機
関
で
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
指
令
の
付
録
６
で
示
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
領
域
内
に
所
在
す
る
も
の
を
、
第
三
者
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
こ
と
を
許
容
す
る
場
合
、
当
該
加
盟
国
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
本
指
令
　
条
に
従
い
、
８
条
１
項
⒜
か
ら
⒞
に
規
定
さ
れ
た
顧
客
注
意
義
務
要
件
の
結
果
で
、
他
１４
の
加
盟
国
に
お
い
て
同
種
の
機
関
に
よ
っ
て
本
指
令
に
従
い
実
行
さ
れ
た
も
の
で
、
本
指
令
　
条
、　
条
に
規
定
さ
れ
た
要
件
を
満
た
す
も
の
は
、
こ
１６
１８
れ
ら
の
要
件
が
依
拠
す
る
書
面
も
し
く
は
デ
ー
タ
が
顧
客
が
参
照
す
る
、
加
盟
国
内
で
要
求
さ
れ
る
そ
れ
と
異
な
る
と
し
て
も
、
承
認
し
受
容
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
。」
３
．　
条
１
項
の
２
文
は
削
除
す
る
。
３６
第
　
条
　
指
令2006
 
   /  48   /E
C
  
 
の
改
定
９２
１
．
第
４
点
は
以
下
と
差
し
替
え
る：
「（
４
）　
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
、
域
内
市
場
に
お
け
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
指
令2007
 
   /  64   /E
C
  
 
［
＊
＊
＊
］
の
４
条
３
項
で
定
義
さ
れ
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
」
２
．
第
５
点
は
以
下
と
差
し
替
え
る：
「（
５
）　
こ
の
活
動
が
第
４
点
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
限
り
で
の
、
そ
の
他
の
支
払
手
段
の
発
行
と
管
理
（
例
え
ば
、
旅
行
者
小
切
手
や
銀
行
小
切
手
）」
EU支払サービス指令とドイツ法
（阪大法学）６１（２ - 85）371〔２０１１．７〕
第
　
条
　
廃
止
９３
指
令9  7  /5/E
C
    
 
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日
よ
り
廃
止
さ
れ
る
。
第
　
条
　
経
過
措
置
９４
１
．
加
盟
国
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
日
よ
り
前
に
本
指
令
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
、
法
、
規
則
、
行
政
規
定
を
施
行
す
る
。
そ
の
後
直
ち
に
そ
の
旨
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
知
す
る
。
加
盟
国
が
採
用
す
る
際
に
、
そ
れ
ら
の
措
置
は
、
本
指
令
へ
の
参
照
を
含
む
か
、
あ
る
い
は
公
表
の
際
に
そ
の
よ
う
な
参
照
を
伴
う
。
参
照
の
方
法
は
加
盟
国
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
。
２
．
加
盟
国
は
、
本
指
令
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
国
内
法
の
主
要
な
規
定
の
原
文
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
通
知
す
る
。
第
　
条
　
施
行
９５
本
指
令
は
、
欧
州
連
合
公
式
雑
誌
に
お
け
る
公
表
に
続
く
第
二
〇
日
目
に
発
効
す
る
。
第
　
条
　
名
宛
人
９６
本
指
令
は
、
加
盟
国
に
名
宛
て
さ
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
三
日
採
択
欧
州
議
会                     
理
事
会
議
長                         
議
長
H
.-G
.
PÖ
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RIN
G
M
.
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付
録
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
（
４
条
の
定
義
３
）
１
．
現
金
を
支
払
口
座
に
払
い
込
む
サ
ー
ビ
ス
と
支
払
口
座
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
操
作
の
す
べ
て
。
２
．
支
払
口
座
か
ら
現
金
を
引
き
出
す
サ
ー
ビ
ス
と
支
払
口
座
を
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
操
作
の
す
べ
て
。
３
．
支
払
処
理
の
実
行
、
利
用
者
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
下
の
支
払
口
座
へ
の
資
金
移
動
（
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
下
の
支
払
口
座
へ
の
資
金
移
動
を
含
む
）：
─
　
振
替
の
実
行
（
一
回
限
り
の
も
の
を
含
む
）、
─
　
支
払
カ
ー
ド
も
し
く
は
同
種
の
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
支
払
処
理
の
実
行
、
─
　
振
込
（
継
続
的
な
も
の
を
含
む
）。
４
．
資
金
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
与
信
枠
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
場
合
の
支
払
処
理
の
実
行：
─
　
振
替
の
実
行
（
一
回
限
り
の
も
の
を
含
む
）、
─
　
支
払
カ
ー
ド
も
し
く
は
同
種
の
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
支
払
処
理
の
実
行
、
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 88）374〔２０１１．７〕
─
　
振
込
（
継
続
的
な
も
の
を
含
む
）。
５
．
支
払
手
段
の
発
行
と
（
か
つ
／
ま
た
）
取
得
。
６
．
送
金
。
７
．
支
払
人
の
支
払
処
理
実
行
の
同
意
が
、
通
信
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
も
し
く
は
Ｉ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
の
手
段
に
よ
り
与
え
ら
れ
、
か
つ
支
払
が
、
利
用
者
と
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
の
間
の
仲
介
者
と
し
て
の
み
行
動
す
る
、
通
信
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
、
も
し
く
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
場
合
の
、
支
払
処
理
の
実
行
。
（
訳
注
１
）
指
令2009/111/E
C
 
         
 
の
３
条
に
よ
り
、
本
指
令
１
条
１
項
⒜
に
以
下
の
語
句
が
付
加
さ
れ
た
。
「
信
用
機
関
で
、
そ
の
本
店
が
共
同
体
の
内
部
か
、
当
該
指
令
の
　
条
に
従
い
共
同
体
の
外
部
に
存
す
る
も
の
で
、
共
同
体
内
に
所
在
す
る
、
当
該
指
令
３８
の
４
条
３
項
の
意
味
で
の
、
支
店
を
含
む
」
（
訳
注
２
）
原
文
の
注
番
号
は
通
し
に
改
め
た
。
〈
資
料
二
〉
支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
民
事
法
部
分
の
ド
イ
ツ
民
法
へ
の
取
り
込
み
第
　
編
　
委
任
、
事
務
処
理
契
約
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
１２
第
一
副
編
　
委
任
第
二
副
編
　
事
務
処
理
契
約
第
三
副
編
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
（Zahlungsdienste
    
     
   
）
第
一
章
　
総
則
６
７
５
ｃ
条
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
と
電
子
マ
ネ
ー
（
１
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
す
る
事
務
処
理
契
約
に
は
、
こ
の
副
編
に
異
な
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
６
６
３
条
、
６
６
５
条
な
い
し
６
７
０
条
、
６
７
２
条
な
い
し
６
７
４
条
が
準
用
さ
れ
る
。
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（
２
）　
こ
の
副
編
の
規
定
は
、
電
子
マ
ネ
ー
の
発
行
と
利
用
に
関
す
る
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
。
（
３
）　
金
融
機
関
法
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
監
督
法
の
定
義
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
６
７
５
ｄ
条
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
教
示
（
１
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
、
民
法
施
行
法
２
４
８
条
１
な
い
し
　
項
に
定
１６
め
る
事
実
を
そ
こ
で
定
め
ら
れ
た
形
式
で
教
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
の
外
に
あ
る
国
家
の
通
貨
に
よ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ま
た
は
支
払
人
も
し
く
は
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
の
外
に
所
在
す
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
妥
当
し
な
い
。
（
２
）　
規
定
通
り
の
教
示
が
争
わ
れ
る
場
合
、
立
証
責
任
は
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
あ
る
。
（
３
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
教
示
に
つ
い
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
対
価
の
合
意
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
当
該
情
報
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
要
求
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
、
か
つ
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
１
．
こ
の
情
報
を
民
法
施
行
法
２
４
８
条
１
な
い
し
　
項
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
り
頻
繁
に
提
供
す
る
場
合
か
、
１６
２
．
民
法
施
行
法
２
４
８
条
１
な
い
し
　
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
越
え
る
情
報
を
提
供
す
る
場
合
か
、
１６
３
．
こ
の
情
報
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
で
規
定
さ
れ
て
い
る
通
信
手
段
と
異
な
る
手
段
を
使
っ
て
提
供
さ
れ
る
場
合
、
に
限
ら
れ
る
。
対
価
は
、
妥
当
で
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
現
実
の
コ
ス
ト
に
対
応
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
４
）　
受
取
人
と
第
三
者
は
、
民
法
施
行
法
２
４
８
条
１
７
、
１
８
項
に
規
定
さ
れ
た
事
実
を
教
示
す
る
。
６
７
５
ｅ
条
　
異
な
る
合
意
（
１
）　
別
の
規
定
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
副
編
の
規
定
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
不
利
益
に
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
（
２
）　
６
７
５
ｄ
条
１
項
２
文
の
意
味
で
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
６
７
５
ｑ
条
１
項
３
項
、
６
７
５
ｓ
条
１
項
、
６
７
５
ｔ
条
２
項
、
６
７
５
ｘ
条
１
項
、
６
７
５
ｙ
条
１
項
２
項
、
６
７
５
ｚ
条
３
項
は
適
用
さ
れ
な
い
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
外
の
国
家
の
通
貨
で
な
さ
れ
る
限
り
、
６
７
５
ｔ
条
１
項
も
適
用
さ
れ
な
い
。
６
７
５
ｄ
条
１
項
２
文
の
意
味
で
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
の
副
編
の
規
定
か
ら
サ
ー
ビ
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ス
利
用
者
の
不
利
に
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
し
か
し
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
ユ
ー
ロ
で
、
ま
た
は
、
欧
州
連
合
加
盟
国
の
通
貨
で
、
ま
た
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
条
約
の
締
結
国
の
通
貨
で
、
な
さ
れ
る
限
り
、
こ
の
こ
と
は
、
６
７
５
ｔ
条
１
項
２
項
３
項
に
つ
い
て
は
妥
当
し
な
い
。
（
３
）　
ユ
ー
ロ
で
な
さ
れ
な
い
支
払
処
理
に
つ
い
て
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
６
７
５
ｔ
条
１
項
３
文
、
２
項
が
全
部
も
し
く
は
一
部
適
用
さ
れ
な
い
よ
う
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
４
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
消
費
者
で
は
な
い
場
合
に
は
、
当
事
者
は
、
６
７
５
ｄ
条
１
項
１
文
２
項
か
ら
４
項
ま
で
、
６
７
５
ｆ
条
４
項
２
文
、
６
７
５
ｇ
条
、
６
７
５
ｈ
条
、
６
７
５
ｊ
条
２
項
、
６
７
５
ｐ
条
、
６
７
５
ｖ
条
か
ら
６
７
６
条
ま
で
、
を
全
部
も
し
く
は
一
部
適
用
さ
れ
な
い
よ
う
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
さ
ら
に
当
事
者
は
６
７
６
ｂ
条
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
期
限
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
章
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
（Zahlungsdienstevertrag
    
     
   
    
  
）
６
７
５
ｆ
条
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
（
１
）　
個
別
支
払
契
約
に
よ
り
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
人
、
受
取
人
、
も
し
く
は
両
者
の
属
性
に
お
い
て
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
す
る
者
の
た
め
に
、
支
払
を
実
行
す
る
義
務
を
負
う
。
（
２
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
に
よ
り
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
た
め
に
、
個
々
の
支
払
、
連
続
す
る
支
払
を
実
行
す
る
こ
と
と
、
必
要
な
場
合
に
は
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
た
め
に
当
該
利
用
者
の
名
で
、
も
し
く
は
複
数
の
利
用
者
の
名
で
当
該
口
座
を
運
用
す
る
義
務
を
負
う
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
は
、
他
の
契
約
の
構
成
部
分
か
、
他
の
契
約
と
関
連
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
３
）　
支
払
処
理
と
は
、
支
払
人
と
受
取
人
の
基
礎
に
あ
る
法
律
関
係
と
関
係
な
く
、
あ
る
金
額
の
供
給
、
送
付
、
引
出
で
あ
る
。
支
払
委
託
と
は
、
支
払
人
が
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
支
払
実
行
の
た
め
に
、
直
接
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
間
接
に
与
え
る
、
委
託
で
あ
る
。
（
４
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
合
意
さ
れ
た
対
価
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。
こ
の
副
編
に
よ
る
付
随
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
こ
の
こ
と
が
許
さ
れ
、
か
つ
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
て
い
た
か
ぎ
り
で
、
対
価
請
求
権
を
有
す
る
、
こ
の
対
価
は
、
妥
当
か
つ
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
実
際
の
コ
ス
ト
に
対
応
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
５
）　
支
払
受
取
人
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
に
お
い
て
、
支
払
人
に
一
定
の
支
払
認
証
手
段
利
用
に
つ
い
て
、
割
引
を
提
供
す
る
、
支
払
受
取
人
の
権
利
が
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｇ
条
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
の
変
更
（
１
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
の
変
更
は
、
提
供
者
が
当
該
変
更
を
、
変
更
が
有
効
と
な
る
時
点
よ
り
遅
く
と
も
二
ヶ
月
前
に
民
法
施
行
法
２
４
８
条
２
、
３
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
形
式
で
申
し
出
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
（
２
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
利
用
者
が
提
供
者
に
変
更
が
有
効
と
な
る
時
点
よ
り
前
に
拒
絶
を
示
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
一
項
に
よ
る
利
用
者
の
変
更
に
つ
い
て
の
同
意
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
契
約
変
更
の
申
込
と
と
も
に
、
利
用
者
の
沈
黙
の
効
果
と
無
料
か
つ
催
告
期
間
の
な
い
解
約
告
知
の
権
利
を
指
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
３
）　
利
率
も
し
く
は
為
替
相
場
の
変
更
は
、
こ
れ
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
変
更
が
、
契
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
参
照
利
率
も
し
く
は
参
照
為
替
相
場
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
直
接
か
つ
事
前
の
通
知
な
く
し
て
有
効
と
な
る
。
参
照
利
率
と
は
、
利
息
計
算
の
基
礎
に
置
か
れ
、
公
衆
が
ア
ク
セ
ス
で
き
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
の
両
当
事
者
に
と
っ
て
検
査
可
能
な
出
所
に
由
来
す
る
利
率
で
あ
る
。
参
照
為
替
相
場
と
は
、
す
べ
て
の
通
貨
交
換
の
基
礎
と
な
り
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
可
能
と
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
公
衆
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
出
所
に
由
来
す
る
、
為
替
相
場
で
あ
る
。
（
４
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
３
項
に
よ
る
計
算
合
意
に
よ
り
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
は
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｈ
条
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
の
通
常
の
解
約
（
１
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
を
、
こ
れ
が
一
定
の
期
間
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
と
し
て
も
、
告
知
期
間
が
合
意
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
、
告
知
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
い
つ
で
も
解
約
告
知
で
き
る
。
一
月
よ
り
長
い
告
知
期
間
の
合
意
は
無
効
で
あ
る
。
（
２
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
を
、
契
約
が
不
定
期
で
締
結
さ
れ
、
か
つ
解
約
権
が
合
意
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
解
約
告
知
で
き
る
。
告
知
期
間
は
二
月
を
下
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
解
約
は
、
民
法
施
行
法
２
４
８
条
２
、
３
項
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
形
式
で
表
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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（
３
）　
解
約
の
場
合
に
は
通
常
徴
収
さ
れ
る
対
価
は
契
約
終
了
時
ま
で
日
割
り
計
算
で
の
み
支
払
う
必
要
が
あ
る
。
前
払
い
さ
れ
た
対
価
で
、
契
約
終
了
後
に
属
す
る
も
の
は
、
日
割
り
計
算
で
償
還
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｉ
条
　
小
額
手
段
と
電
子
マ
ネ
ー
に
関
す
る
例
外
（
１
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
契
約
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
小
額
手
段
の
引
渡
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
額
手
段
と
は
、
以
下
の
手
段
を
い
う
、
１
．
三
〇
ユ
ー
ロ
を
越
え
な
い
個
々
の
支
払
処
理
の
み
が
発
出
し
う
る
手
段
、
２
．
支
払
上
限
が
一
五
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
る
手
段
、
３
．
ま
た
は
、
い
か
な
る
時
点
に
お
い
て
も
一
五
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
な
い
金
額
を
保
管
す
る
手
段
。
数
字
２
と
３
の
場
合
に
は
、
小
額
手
段
が
国
内
の
支
払
処
理
の
み
に
利
用
可
能
な
場
合
に
は
、
上
限
額
は
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
（
２
）　
１
項
の
場
合
に
当
事
者
は
以
下
の
点
を
合
意
で
き
る
、
１
．
支
払
提
供
者
が
契
約
条
件
の
変
更
を
６
７
５
ｇ
条
１
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
形
式
で
提
供
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
２
．
小
額
手
段
に
つ
き
使
用
不
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
さ
ら
な
る
利
用
が
阻
止
で
き
な
い
場
合
に
は
、
６
７
５
ｌ
条
２
文
、
６
７
５
ｍ
条
１
項
１
文
３
号
、
４
号
、
２
文
、
６
７
５
ｖ
条
３
項
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
３
．
小
額
手
段
の
利
用
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
帰
属
さ
せ
え
な
い
場
合
も
し
く
は
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
小
額
手
段
自
体
に
あ
る
別
の
理
由
に
も
と
づ
き
支
払
処
理
は
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
で
き
な
い
場
合
に
は
、
６
７
５
ｕ
条
、
６
７
５
ｖ
条
１
項
と
２
項
、
６
７
５
ｗ
条
、
６
７
６
条
は
、
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
４
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
６
７
５
ｏ
条
１
項
と
異
な
り
、
不
実
行
が
そ
の
関
連
か
ら
明
ら
か
と
な
る
場
合
に
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
支
払
委
託
の
拒
絶
に
つ
い
て
通
知
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
、
５
．
支
払
人
が
、
６
７
５
ｐ
条
と
異
な
り
、
支
払
委
託
を
伝
送
後
、
も
し
く
は
支
払
人
が
支
払
受
領
者
に
支
払
委
託
に
関
す
る
同
意
を
与
え
た
後
に
は
、
撤
回
で
き
な
い
こ
と
、
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６
．
６
７
５
ｓ
条
に
規
定
し
て
あ
る
実
行
期
間
と
別
の
こ
と
が
妥
当
す
る
こ
と
。
（
３
）　
６
７
５
ｕ
条
と
６
７
５
ｖ
条
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
支
払
口
座
も
し
く
は
小
額
手
段
を
使
用
不
可
能
に
す
る
可
能
性
を
有
し
な
い
時
に
は
、
電
子
マ
ネ
ー
に
つ
い
て
は
、
妥
当
し
な
い
。
１
文
は
、
最
高
２
０
０
ユ
ー
ロ
の
価
値
を
伴
う
支
払
口
座
も
し
く
は
小
額
手
段
に
つ
い
て
の
み
妥
当
す
る
。
第
三
章
　
支
払
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
利
用
第
一
款
　
支
払
の
権
限
付
与
、
支
払
認
証
手
段
６
７
５
ｊ
条
　
同
意
と
同
意
の
撤
回
（
１
）　
支
払
処
理
は
、
支
払
人
に
対
し
て
は
、
支
払
人
が
支
払
に
対
し
て
同
意
し
た
場
合
に
の
み
有
効
で
あ
る
（
権
限
付
与
）。
同
意
は
、
事
前
に
、
ま
た
は
支
払
人
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
予
め
合
意
す
る
か
ぎ
り
で
、
事
後
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
意
の
種
類
と
態
様
は
、
支
払
人
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
で
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
同
意
が
特
定
の
支
払
認
証
手
段
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
と
い
う
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
２
）　
同
意
は
、
支
払
人
に
よ
り
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
対
し
て
、
当
該
支
払
委
託
が
な
お
撤
回
可
能
で
あ
る
限
り
で
、
撤
回
で
き
る
（
６
７
５
ｐ
条
）。
複
数
の
支
払
の
実
行
に
対
す
る
同
意
も
、
以
後
の
支
払
処
理
が
も
は
や
権
限
付
与
さ
れ
な
い
と
い
う
効
果
を
伴
い
撤
回
可
能
で
あ
る
。
６
７
５
ｋ
条
　
利
用
の
上
限
（
１
）　
同
意
が
支
払
認
証
手
段
を
用
い
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
支
払
人
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
こ
の
支
払
認
証
手
段
の
利
用
に
つ
い
て
の
上
限
額
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
２
）　
支
払
人
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
以
下
の
場
合
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
支
払
認
証
手
段
を
使
用
不
能
に
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
合
意
で
き
る
。
１
．
当
該
支
払
認
証
手
段
の
安
全
性
に
関
連
す
る
実
質
的
理
由
が
こ
の
こ
と
を
正
当
化
す
る
場
合
、
２
．
支
払
認
証
手
段
の
権
限
付
与
さ
れ
て
い
な
い
利
用
も
し
く
は
詐
欺
的
利
用
の
疑
い
が
存
在
す
る
場
合
、
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３
．
信
用
付
与
を
伴
う
支
払
認
証
手
段
に
お
い
て
、
当
該
支
払
人
が
自
己
の
支
払
義
務
に
応
じ
え
な
い
と
い
う
、
著
し
く
高
め
ら
れ
た
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
場
合
。
こ
の
場
合
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
人
に
、
支
払
認
証
手
段
の
使
用
不
能
化
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
基
準
と
な
る
理
由
を
示
し
た
上
で
、
使
用
不
能
化
の
で
き
る
だ
け
前
に
、
し
か
し
遅
く
と
も
使
用
不
能
化
後
遅
滞
な
く
、
教
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
示
に
お
い
て
、
使
用
不
能
化
の
理
由
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
理
由
の
提
示
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
提
示
に
よ
り
法
律
上
の
規
定
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
不
要
で
あ
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
使
用
不
能
化
の
理
由
が
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
支
払
認
証
手
段
を
使
用
可
能
化
す
る
か
、
も
し
く
は
新
し
い
支
払
認
証
手
段
と
取
り
替
え
る
義
務
を
負
う
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
使
用
可
能
化
に
つ
い
て
遅
滞
な
く
教
示
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｌ
条
　
支
払
認
証
手
段
に
関
す
る
支
払
人
の
義
務
支
払
人
は
、
支
払
認
証
手
段
の
受
領
後
直
ち
に
、
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
を
権
限
な
き
攻
撃
か
ら
守
る
た
め
の
、
期
待
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
な
す
義
務
を
負
う
。
支
払
人
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
も
し
く
は
提
供
者
か
ら
指
示
さ
れ
た
機
関
に
、
支
払
認
証
手
段
の
喪
失
、
盗
難
、
濫
用
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
権
限
付
与
な
き
利
用
を
、
認
識
し
た
後
遅
滞
な
く
、
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｍ
条
　
支
払
認
証
手
段
に
関
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
義
務
、
送
付
の
リ
ス
ク
（
１
）　
支
払
認
証
手
段
を
発
行
す
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
以
下
の
義
務
を
負
う
。
１
．
６
７
５
ｌ
条
に
よ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
義
務
と
関
係
な
く
、
支
払
認
証
手
段
の
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
が
利
用
権
限
あ
る
個
人
の
み
に
使
え
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
。
２
．
既
に
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
支
払
認
証
手
段
が
交
換
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
を
除
き
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
求
め
な
く
し
て
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
て
、
支
払
認
証
手
段
を
送
付
す
る
こ
と
を
し
な
い
こ
と
。
３
．
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
、
適
当
な
手
段
で
い
つ
で
も
、
６
７
５
ｌ
条
２
文
に
よ
る
報
告
を
実
行
す
る
も
し
く
は
、
６
７
５
ｋ
条
２
項
５
文
に
よ
る
使
用
不
能
化
の
除
去
を
要
求
す
る
可
能
性
を
有
す
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
。
４
．
６
７
５
ｌ
条
２
文
に
よ
る
報
告
が
な
さ
れ
た
後
直
ち
に
、
当
該
支
払
認
証
手
段
の
利
用
を
阻
止
す
る
こ
と
。
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支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
、
支
払
認
証
手
段
の
喪
失
、
盗
難
、
濫
用
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
権
限
付
与
さ
れ
な
い
支
払
認
証
手
段
の
利
用
を
報
告
し
た
場
合
、
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
こ
の
報
告
の
少
な
く
と
も
一
八
ヶ
月
ま
で
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
報
告
を
し
た
こ
と
の
立
証
が
で
き
る
よ
う
な
手
段
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
２
）　
支
払
認
証
手
段
も
し
く
は
支
払
認
証
手
段
の
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
の
、
支
払
人
へ
の
送
付
の
危
険
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
負
担
す
る
。
第
二
款
　
支
払
の
実
行
６
７
５
ｎ
条
　
支
払
委
託
の
到
達
（
１
）　
支
払
委
託
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
到
達
し
た
と
き
に
有
効
と
な
る
。
到
達
時
点
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
営
業
日
で
は
な
い
場
合
、
支
払
委
託
は
そ
れ
に
続
く
営
業
日
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
営
業
日
の
終
了
に
近
い
特
定
の
時
点
よ
り
後
に
到
達
す
る
支
払
委
託
が
、
６
７
５
ｓ
条
１
項
の
目
的
の
た
め
に
、
そ
れ
に
続
く
営
業
日
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
営
業
日
と
は
、
支
払
実
行
に
関
与
す
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
支
払
実
行
の
た
め
に
必
要
な
営
業
を
行
う
日
で
あ
る
。
（
２
）　
支
払
を
委
託
し
た
も
し
く
は
そ
の
者
を
介
し
て
委
託
さ
れ
た
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
支
払
委
託
の
実
行
が
、
特
定
の
日
、
特
定
の
時
間
帯
の
後
に
、
も
し
く
は
支
払
人
が
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
実
行
に
必
要
な
金
額
を
提
供
し
た
日
に
開
始
す
る
と
合
意
し
た
場
合
、
合
意
さ
れ
た
期
限
は
、
６
７
５
ｓ
条
１
項
の
目
的
の
た
め
に
到
達
の
時
点
と
み
な
さ
れ
る
。
合
意
さ
れ
た
期
限
が
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
営
業
日
で
は
な
い
場
合
、
６
７
５
ｓ
条
１
項
の
目
的
の
た
め
に
そ
れ
に
続
く
営
業
日
が
到
達
の
時
点
と
み
な
さ
れ
る
。
６
７
５
ｏ
条
　
支
払
委
託
の
拒
絶
（
１
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
支
払
委
託
の
実
行
を
拒
否
す
る
場
合
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
て
、
こ
の
点
を
遅
滞
な
く
、
い
ず
れ
に
せ
よ
６
７
５
ｓ
条
１
項
に
よ
る
期
間
内
に
、
教
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
示
に
は
、
で
き
る
限
り
、
拒
否
の
理
由
、
拒
否
に
導
い
た
瑕
疵
が
ど
の
よ
う
に
除
去
で
き
る
の
か
の
可
能
性
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
理
由
の
挙
示
は
、
そ
れ
が
そ
の
他
の
法
規
定
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
し
な
く
て
よ
い
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
に
お
い
て
、
正
当
な
拒
否
に
つ
い
て
の
教
示
に
対
価
を
合
意
す
る
こ
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と
が
で
き
る
。
（
２
）
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
実
行
条
件
を
満
た
し
、
か
つ
実
行
が
そ
の
他
の
法
規
定
に
反
し
な
い
場
合
に
は
、
権
限
付
与
さ
れ
た
支
払
委
託
の
実
行
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
３
）　
６
７
５
ｓ
条
、
６
７
５
ｙ
条
、
６
７
５
ｚ
条
の
目
的
の
た
め
に
、
そ
の
実
行
が
正
当
に
拒
否
さ
れ
た
、
支
払
委
託
は
、
到
達
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
６
７
５
ｐ
条
　
支
払
委
託
の
撤
回
不
可
（
１
）
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
２
項
か
ら
４
項
ま
で
を
留
保
し
つ
つ
、
支
払
委
託
を
、
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ
の
到
達
後
は
撤
回
で
き
な
い
。
（
２
）　
支
払
が
受
取
人
か
ら
も
し
く
は
こ
の
者
を
介
し
て
依
頼
さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
払
人
は
、
支
払
委
託
も
し
く
は
支
払
実
行
へ
の
同
意
を
受
取
人
に
送
付
し
た
後
に
は
、
支
払
委
託
を
も
は
や
撤
回
で
き
な
い
。
し
か
し
、
振
替
の
場
合
に
は
支
払
人
は
、
支
払
委
託
を
６
７
５
ｘ
条
の
権
利
を
害
さ
ず
し
て
、
合
意
さ
れ
た
満
期
日
の
前
の
営
業
日
の
終
了
ま
で
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
３
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
で
支
払
委
託
実
行
に
つ
い
て
の
期
限
（
６
７
５
ｎ
条
２
項
）
が
合
意
さ
れ
た
場
合
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
支
払
委
託
を
合
意
日
の
前
の
営
業
日
の
終
了
ま
で
撤
回
で
き
る
。
（
４
）　
１
項
か
ら
３
項
ま
で
に
挙
げ
ら
れ
た
時
点
の
の
ち
は
、
支
払
委
託
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
こ
の
点
の
合
意
を
し
た
場
合
に
の
み
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
項
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
受
取
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
に
お
い
て
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
こ
の
よ
う
な
撤
回
の
処
理
に
つ
い
て
の
対
価
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
５
）　
支
払
取
引
シ
ス
テ
ム
の
関
与
者
は
、
委
託
を
他
の
関
与
者
の
た
め
に
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
規
則
が
定
め
る
時
点
か
ら
は
も
は
や
撤
回
で
き
な
い
。
６
７
５
ｑ
条
　
支
払
の
対
価
（
１
）　
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
並
び
に
支
払
に
関
与
す
る
す
べ
て
の
介
入
組
織
は
、
支
払
の
対
象
で
あ
る
額
（
支
払
額
）
を
控
除
せ
ず
に
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
送
付
す
る
義
務
を
負
う
。
（
２
）　
受
取
人
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
自
己
に
与
え
ら
れ
る
対
価
を
貸
方
記
入
の
前
に
は
受
取
人
と
合
意
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
送
付
額
か
ら
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控
除
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
、
支
払
の
完
全
な
額
と
対
価
は
、
民
法
施
行
法
２
４
８
条
８
な
い
し
　
項
の
情
報
に
お
い
て
、
別
々
に
記
載
せ
ね
ば
な
ら
１５
な
い
。
（
３
）　
通
貨
の
交
還
と
結
び
つ
か
な
い
支
払
処
理
で
は
、
受
取
人
と
支
払
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
徴
収
さ
れ
た
対
価
を
負
担
す
る
。
６
７
５
ｒ
条
　
顧
客
標
識
（K
undenkennung
 
            
）
に
よ
る
支
払
処
理
の
実
行
（
１
）　
関
与
し
て
い
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
を
も
っ
ぱ
ら
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
顧
客
標
識
に
よ
り
実
行
す
る
権
限
を
有
す
る
。
支
払
委
託
が
こ
の
顧
客
標
識
に
一
致
し
て
実
行
さ
れ
た
場
合
、
支
払
委
託
は
、
顧
客
標
識
に
よ
り
示
さ
れ
た
受
取
人
に
関
し
て
正
当
に
実
行
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
（
２
）　
顧
客
標
識
と
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
し
て
通
知
さ
れ
、
支
払
に
関
与
す
る
他
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
し
く
は
そ
の
支
払
口
座
が
疑
い
な
く
確
認
さ
れ
る
た
め
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
記
載
す
る
必
要
の
あ
る
、
文
字
、
数
字
、
シ
ン
ボ
ル
か
ら
な
る
一
連
の
も
の
で
あ
る
。
（
３
）　
支
払
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
顧
客
標
識
が
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ
て
、
明
ら
か
に
、
支
払
受
取
人
も
し
く
は
支
払
口
座
に
関
連
づ
け
え
な
い
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
遅
滞
な
く
支
払
人
に
こ
の
点
を
通
知
し
、
必
要
な
場
合
に
は
支
払
額
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
。
６
７
５
ｓ
条
　
支
払
の
実
行
期
限
（
１
）　
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
額
が
、
遅
く
と
も
、
支
払
委
託
の
到
達
時
に
続
く
営
業
日
の
終
了
ま
で
に
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
届
く
よ
う
確
保
す
る
義
務
を
負
う
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
日
ま
で
は
、
支
払
人
と
彼
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
三
営
業
日
ま
で
の
期
間
を
合
意
で
き
る
。
ユ
ー
ロ
で
処
理
さ
れ
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
内
で
の
支
払
処
理
に
つ
い
て
は
、
支
払
人
と
そ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
最
大
四
営
業
日
の
期
間
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
紙
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
支
払
処
理
に
つ
い
て
は
、
１
文
に
よ
る
期
間
は
も
う
一
日
延
長
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
（
２
）　
支
払
受
取
人
か
ら
も
し
く
は
支
払
受
取
人
を
介
し
て
依
頼
さ
れ
る
支
払
処
理
で
は
、
支
払
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
委
託
を
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支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
受
取
人
と
そ
の
提
供
者
の
間
で
合
意
さ
れ
た
期
限
内
に
送
付
す
る
義
務
を
負
う
。
振
替
の
場
合
に
は
、
支
払
委
託
は
、
受
取
人
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
満
期
日
に
お
け
る
清
算
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
送
付
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｔ
条
　
付
利
息
日
と
金
額
の
処
分
可
能
性
（
１
）　
受
取
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
額
が
提
供
者
の
口
座
に
届
い
た
後
に
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
額
を
受
取
人
の
処
分
可
能
と
な
る
よ
う
に
す
る
義
務
を
負
う
。
支
払
額
が
受
取
人
の
支
払
口
座
に
貸
方
記
入
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
そ
の
貸
方
記
入
は
、
た
と
え
後
で
な
さ
れ
る
に
せ
よ
、
提
供
者
が
、
支
払
口
座
へ
の
貸
方
記
入
も
し
く
は
負
担
に
お
け
る
利
息
計
算
の
基
礎
に
置
く
時
点
は
、
遅
く
と
も
受
取
人
の
提
供
者
の
口
座
に
支
払
額
が
届
い
た
営
業
日
で
あ
る
よ
う
処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
１
文
は
、
受
取
人
が
支
払
口
座
を
有
し
な
い
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
（
２
）　
消
費
者
が
現
金
を
当
該
支
払
口
座
の
通
貨
で
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
支
払
口
座
に
払
い
込
ん
だ
場
合
、
こ
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
受
領
後
遅
滞
な
く
当
該
額
が
受
取
人
の
処
分
可
能
と
な
り
、
利
息
が
付
与
さ
れ
る
よ
う
、
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
消
費
者
で
は
な
い
場
合
、
受
領
者
に
、
当
該
額
は
、
遅
く
と
も
受
領
に
続
く
営
業
日
に
処
分
可
能
と
な
り
、
利
息
が
付
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
３
）　
支
払
人
の
支
払
口
座
へ
の
負
担
は
、
付
利
息
日
が
早
く
と
も
、
こ
の
支
払
口
座
が
支
払
額
で
負
担
さ
せ
ら
れ
る
時
点
と
な
る
よ
う
処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
三
款
　
責
任
６
７
５
ｕ
条
　
権
限
付
与
さ
れ
て
い
な
い
支
払
に
つ
い
て
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
権
限
付
与
さ
れ
な
い
支
払
の
場
合
に
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
人
に
対
し
て
、
自
己
の
費
用
償
還
請
求
権
を
有
し
な
い
。
提
供
者
は
、
支
払
人
に
対
し
、
支
払
額
を
遅
滞
な
く
償
還
し
、
当
該
額
が
支
払
口
座
に
借
方
記
入
さ
れ
た
か
ぎ
り
で
、
こ
の
支
払
口
座
を
、
権
限
付
与
な
き
支
払
に
よ
る
借
方
記
入
が
な
け
れ
ば
存
し
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
原
状
回
復
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｖ
条
　
支
払
認
証
手
段
の
濫
用
的
利
用
に
お
け
る
支
払
人
の
責
任
（
１
）　
権
限
付
与
さ
れ
て
い
な
い
支
払
が
、
遺
失
も
し
く
は
盗
ま
れ
た
支
払
認
証
手
段
の
利
用
に
も
と
づ
く
場
合
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
一
五
〇
ユ
ー
ロ
の
限
度
で
請
求
で
き
る
。
損
害
が
、
そ
の
他
の
、
支
払
認
証
手
段
の
濫
用
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的
利
用
の
結
果
と
し
て
生
じ
、
か
つ
支
払
人
が
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
を
安
全
に
保
管
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
同
様
の
こ
と
が
妥
当
す
る
。
（
２
）　
支
払
人
は
、
以
下
の
場
合
に
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
対
し
て
、
権
限
付
与
さ
れ
な
い
支
払
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
す
べ
て
の
賠
償
義
務
を
負
う
。
す
な
わ
ち
、
支
払
人
が
詐
欺
的
意
図
で
当
該
支
払
を
可
能
に
さ
せ
た
場
合
ま
た
は
故
意
も
し
く
は
重
過
失
で
１
．
６
７
５
ｌ
条
に
よ
る
義
務
の
一
つ
も
し
く
は
複
数
に
違
反
し
て
２
．
も
し
く
は
支
払
認
証
手
段
の
発
行
と
利
用
の
た
め
の
合
意
さ
れ
た
条
件
の
一
つ
も
し
く
は
複
数
に
反
し
て
支
払
を
可
能
と
さ
せ
た
場
合
。
（
３
）　
１
項
、
２
項
と
異
な
り
、
支
払
人
は
、
６
７
５
ｌ
条
２
文
に
よ
る
通
知
の
後
に
支
払
認
証
手
段
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
ず
る
損
害
の
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
。
支
払
人
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
６
７
５
ｍ
条
１
項
３
号
に
よ
る
自
己
の
義
務
を
履
行
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
１
項
の
意
味
で
の
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
。
１
文
、
２
文
は
、
支
払
人
が
詐
欺
的
意
図
で
行
動
し
た
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
６
７
５
ｗ
条
　
認
証
の
立
証
実
行
さ
れ
た
支
払
の
権
限
付
与
が
争
わ
れ
る
場
合
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
認
証
が
な
さ
れ
、
支
払
が
規
則
通
り
に
記
入
、
記
帳
さ
れ
、
障
害
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
特
定
の
支
払
認
証
手
段
並
び
に
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
の
利
用
を
手
続
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
は
、
認
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
支
払
が
支
払
認
証
手
段
に
よ
り
発
動
さ
れ
た
場
合
、
支
払
認
証
手
段
の
利
用
並
び
に
認
証
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
る
記
録
だ
け
で
は
、
以
下
の
立
証
の
た
め
に
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
１
．
支
払
人
が
支
払
処
理
に
権
限
付
与
し
た
こ
と
、
２
．
あ
る
い
は
支
払
人
が
詐
欺
的
意
図
で
行
動
し
た
こ
と
、
３
．
あ
る
い
は
支
払
人
が
６
７
５
ｌ
条
に
よ
る
義
務
の
一
つ
も
し
く
は
複
数
に
違
反
し
た
こ
と
、
４
．
あ
る
い
は
支
払
人
が
支
払
認
証
手
段
の
発
行
も
し
く
は
利
用
に
つ
い
て
の
条
件
の
一
つ
も
し
く
は
複
数
に
故
意
も
し
く
は
重
過
失
で
反
し
た
こ
と
。
６
７
５
ｘ
条
　
受
領
者
に
よ
り
も
し
く
は
受
領
者
を
介
し
て
発
動
さ
れ
た
、
権
限
付
与
さ
れ
た
支
払
に
お
け
る
償
還
請
求
権
（
１
）　
支
払
人
は
、
以
下
の
場
合
に
、
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
権
限
付
与
さ
れ
、
支
払
受
取
人
に
よ
り
も
し
く
は
介
し
て
発
動
さ
れ
た
支
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払
に
由
来
す
る
、
借
方
記
入
さ
れ
た
額
の
償
還
を
求
め
る
請
求
権
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、
１
．
権
限
付
与
の
際
に
正
確
な
額
が
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
２
．
か
つ
支
払
額
が
、
支
払
人
が
自
己
の
従
来
の
支
出
行
動
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
の
条
件
、
個
別
例
の
事
情
に
照
ら
し
、
予
期
し
う
る
額
を
超
え
て
い
る
場
合
、
当
事
者
で
合
意
さ
れ
た
参
照
為
替
相
場
が
基
礎
に
置
か
れ
た
場
合
に
は
、
通
貨
変
換
に
関
連
す
る
理
由
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
支
払
人
は
、
提
供
者
の
要
求
に
よ
り
、
自
己
の
償
還
請
求
権
を
導
く
事
情
を
説
明
す
る
義
務
を
負
う
。
（
２
）　
振
替
の
場
合
に
は
、
支
払
人
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
支
払
人
が
、
１
項
の
償
還
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
き
で
も
、
提
供
者
に
対
す
る
償
還
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
３
）　
支
払
人
は
、
以
下
の
場
合
に
、
償
還
請
求
権
を
有
さ
な
い
と
、
提
供
者
と
合
意
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
人
が
支
払
実
行
の
同
意
を
直
接
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
与
え
、
か
つ
、
合
意
し
た
か
ぎ
り
で
、
当
該
支
払
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
満
期
日
の
四
週
間
前
に
提
供
者
も
し
く
は
受
取
人
か
ら
通
知
さ
れ
た
場
合
に
。
（
４
）　
支
払
人
の
償
還
請
求
権
は
、
当
該
支
払
額
の
借
方
記
入
の
時
点
か
ら
八
週
間
以
内
に
、
自
己
の
提
供
者
に
対
し
て
行
使
し
な
い
場
合
に
は
、
排
除
さ
れ
る
。
（
５
）　
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
償
還
請
求
到
達
後
一
〇
営
業
日
以
内
に
、
支
払
の
完
全
な
額
を
償
還
す
る
か
、
ま
た
は
支
払
人
に
償
還
拒
否
の
理
由
を
通
知
す
る
義
務
が
あ
る
。
拒
否
の
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
監
督
法
　
条
に
よ
る
異
議
申
立
の
可
能
性
と
差
止
請
求
法
　
条
に
よ
２８
１４
る
調
停
組
織
に
依
頼
す
る
可
能
性
を
指
示
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
４
項
に
よ
る
期
限
内
に
行
使
さ
れ
た
償
還
を
拒
否
す
る
、
提
供
者
の
権
利
は
、
２
文
の
場
合
に
は
拡
張
さ
れ
な
い
。
（
６
）　
１
項
は
、
振
替
が
、
支
払
人
の
自
己
の
提
供
者
に
対
す
る
直
接
の
事
後
追
認
に
よ
っ
て
権
限
付
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
６
７
５
ｙ
条
　
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
瑕
疵
あ
る
場
合
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
、
調
査
義
務
（
１
）　
支
払
処
理
が
支
払
人
か
ら
発
動
さ
れ
た
場
合
、
支
払
人
は
、
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
瑕
疵
あ
る
場
合
に
自
己
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
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供
者
か
ら
、
支
払
額
の
遅
滞
な
く
か
つ
控
除
さ
れ
な
い
償
還
を
請
求
で
き
る
。
当
該
額
が
支
払
人
の
支
払
口
座
に
借
方
記
入
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
支
払
口
座
は
、
瑕
疵
あ
る
支
払
が
な
け
れ
ば
存
し
た
で
あ
ろ
う
状
態
に
原
状
回
復
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
払
額
か
ら
、
６
７
５
ｑ
条
１
項
に
反
し
て
、
対
価
が
控
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
支
払
人
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
控
除
さ
れ
た
額
を
、
受
取
人
に
遅
滞
な
く
送
付
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
払
人
の
提
供
者
が
、
支
払
額
が
適
時
に
か
つ
控
除
な
く
受
取
人
の
提
供
者
に
到
達
し
た
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、
本
項
に
よ
る
責
任
は
消
滅
す
る
。
（
２
）　
支
払
処
理
が
、
受
取
人
か
ら
も
し
く
は
受
取
人
を
介
し
て
発
動
し
た
場
合
に
は
、
受
取
人
は
、
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
瑕
疵
あ
る
場
合
に
、
自
己
の
提
供
者
が
こ
の
支
払
委
託
を
遅
滞
な
く
、
必
要
な
ら
ば
新
た
に
、
支
払
人
の
提
供
者
に
送
付
す
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
。
受
取
人
の
提
供
者
が
、
自
己
が
、
受
取
人
に
対
し
て
支
払
処
理
の
実
行
に
際
し
て
負
う
義
務
を
履
行
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、
支
払
人
の
提
供
者
は
、
支
払
人
に
対
し
て
、
必
要
な
ら
ば
遅
滞
な
く
控
除
さ
れ
て
い
な
い
支
払
額
を
、
１
項
１
文
２
文
と
同
様
に
、
償
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
支
払
額
か
ら
６
７
５
ｑ
条
１
項
２
項
に
反
し
、
対
価
が
控
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
受
取
人
の
提
供
者
は
、
受
取
人
に
、
控
除
さ
れ
た
額
を
遅
滞
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
３
）　
利
用
者
の
自
己
の
提
供
者
に
対
す
る
、
１
項
１
文
２
文
と
２
項
２
文
に
よ
る
請
求
権
は
、
支
払
委
託
が
、
利
用
者
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
瑕
疵
あ
る
顧
客
標
識
に
対
応
し
て
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
存
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
、
支
払
人
は
、
自
己
の
提
供
者
に
、
支
払
額
を
で
き
る
限
り
回
復
す
る
よ
う
請
求
で
き
る
。
提
供
者
は
、
利
用
者
と
支
払
サ
ー
ビ
ス
枠
契
約
に
お
い
て
こ
の
回
復
の
対
価
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
４
）　
利
用
者
は
、
自
己
の
提
供
者
か
ら
、
１
項
２
項
に
よ
る
請
求
権
を
越
え
て
、
提
供
者
が
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
瑕
疵
あ
る
場
合
に
関
連
し
て
請
求
し
も
し
く
は
支
払
口
座
に
借
方
記
入
し
た
と
こ
ろ
の
対
価
と
利
息
の
償
還
を
請
求
で
き
る
。
（
５
）　
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
瑕
疵
あ
る
場
合
、
自
ら
支
払
処
理
を
発
動
さ
せ
も
し
く
は
自
ら
を
介
し
て
発
動
さ
せ
た
、
利
用
者
の
提
供
者
は
、
自
己
の
利
用
者
の
請
求
に
よ
り
、
支
払
処
理
を
調
査
し
、
自
己
の
利
用
者
に
そ
の
結
果
を
報
告
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
６
７
５
ｚ
条
　
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
場
合
ま
た
は
権
限
付
与
が
な
い
支
払
の
場
合
の
、
そ
の
他
の
請
求
権
６
７
５
ｕ
条
と
６
７
５
ｙ
条
は
、
そ
こ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
請
求
権
に
関
し
て
は
、
完
結
的
で
あ
る
。
提
供
者
が
利
用
者
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に
対
し
て
、
支
払
委
託
の
実
行
が
な
さ
れ
な
い
か
、
瑕
疵
あ
る
実
行
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
の
責
任
で
、
６
７
５
ｙ
条
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
一
二
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
こ
と
は
、
故
意
、
重
過
失
の
責
任
、
利
息
責
任
、
提
供
者
が
特
に
引
き
受
け
た
危
険
に
つ
い
て
は
妥
当
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
、
提
供
者
は
、
中
間
に
介
入
し
た
機
関
の
過
失
に
つ
き
自
己
の
過
失
と
同
様
に
責
め
を
負
う
、
た
だ
し
、
利
用
者
が
指
示
し
た
中
間
介
入
組
織
に
主
た
る
原
因
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
３
文
後
段
の
場
合
に
は
、
利
用
者
が
指
示
し
た
中
間
組
織
が
利
用
者
の
提
供
者
に
代
わ
り
責
め
を
負
う
。
６
７
５
ｙ
条
３
項
１
文
は
、
２
文
か
ら
４
文
ま
で
に
よ
る
提
供
者
の
責
任
に
準
用
さ
れ
る
。
６
７
６
条
　
支
払
処
理
実
行
の
立
証
利
用
者
と
そ
の
提
供
者
の
間
で
、
支
払
処
理
が
正
常
に
実
行
さ
れ
た
か
に
争
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
支
払
処
理
が
、
正
常
に
記
録
さ
れ
、
記
帳
さ
れ
、
障
害
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
６
７
６
ａ
条
　
調
整
請
求
権
６
７
５
ｙ
条
と
６
７
５
ｚ
条
に
よ
る
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
の
原
因
が
、
別
の
提
供
者
の
も
し
く
は
中
間
介
入
組
織
の
責
任
領
域
に
あ
る
場
合
に
は
、
提
供
者
は
、
６
７
５
ｙ
条
と
６
７
５
ｚ
条
に
よ
る
利
用
者
の
請
求
権
の
履
行
に
よ
り
自
己
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
、
別
の
提
供
者
も
し
く
は
中
間
介
入
組
織
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
６
７
６
ｂ
条
　
権
限
付
与
が
な
い
ま
た
は
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
実
行
の
通
知
（
１
）　
利
用
者
は
、
自
己
の
提
供
者
に
対
し
て
、
権
限
付
与
の
な
い
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
を
確
認
し
た
場
合
に
は
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
通
知
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
２
）　
利
用
者
の
提
供
者
に
対
す
る
本
款
に
よ
る
請
求
権
と
抗
弁
は
、
利
用
者
が
自
己
の
提
供
者
に
、
権
限
付
与
の
な
い
も
し
く
は
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
に
よ
る
借
方
記
入
後
遅
く
と
も
一
三
ヶ
月
ま
で
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
い
場
合
に
は
、
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
は
、
提
供
者
が
利
用
者
に
民
法
施
行
法
２
４
８
条
７
、　
も
し
く
は
　
に
よ
る
支
払
処
理
に
関
す
る
教
示
を
し
た
場
合
に
の
み
進
行
す
る
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
期
間
進
行
は
、
教
１０
１４
示
の
日
が
基
準
と
な
る
。
（
３
）　
６
７
５
ｚ
条
１
文
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
利
用
者
の
提
供
者
に
対
す
る
、
権
限
付
与
が
な
い
か
、
瑕
疵
あ
る
支
払
処
理
に
も
と
づ
く
、
請
求
権
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以
外
に
つ
い
て
は
、
２
項
は
、
利
用
者
が
こ
の
請
求
権
を
期
間
経
過
後
も
、
期
間
遵
守
に
つ
い
て
、
自
己
の
過
失
な
く
、
妨
げ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
行
使
で
き
る
と
い
う
基
準
で
妥
当
す
る
。
６
７
６
ｃ
条
　
責
任
排
除
本
章
に
よ
る
請
求
権
は
、
請
求
権
を
根
拠
づ
け
る
事
実
が
以
下
の
場
合
に
は
、
排
除
さ
れ
る
。
１
．
そ
れ
が
、
異
常
で
予
見
不
能
な
事
実
に
由
来
す
る
場
合
、
こ
の
事
実
を
援
用
す
る
当
事
者
が
そ
の
事
実
に
影
響
を
与
え
て
お
ら
ず
、
か
つ
そ
の
結
果
は
、
し
か
る
べ
き
注
意
を
用
い
て
も
回
避
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
、
２
．
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
、
提
供
者
に
よ
り
、
法
律
上
の
義
務
に
も
と
づ
き
引
き
起
こ
さ
れ
た
場
合
。
（
訳
注
３
）
支
払
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
監
督
法
の
部
分
は
、
支
払
サ
ー
ビ
ス
監
督
法
（Zahlungsdiensteaufsichtsgesetz
    
     
   
   
 
  
     
 
─ZA
G
   
 
）
と
い
う
特
別
法
に
よ
り
国
内
法
化
さ
れ
て
い
る
。
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〈
資
料
三
〉
関
連
指
令
リ
ス
ト
と
本
指
令
英
独
仏
３
カ
国
語
版
の
用
語
対
照
リ
ス
ト
９５
/４６
/E
C
：
個
人
デ
ー
タ
の
加
工
に
関
す
る
個
人
の
保
護
と
、
か
よ
う
な
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
１９９５
年
１０
月
２４
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令
９７
/５
/E
C
：
域
内
口
座
振
込
に
関
す
る
１９９７
年
１
月
２７
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令
９７
/７
/E
C
：
遠
隔
契
約
に
お
け
る
消
費
者
の
保
護
に
関
す
る
１９９７
年
５
月
２０
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令
２０００
/４６
/E
C：
電
子
マ
ネ
ー
を
発
行
し
、
電
子
マ
ネ
ー
機
関
の
設
立
、
運
用
と
監
督
規
定
に
関
す
る
２０００
年
９
月
１８
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令
２００２
/６５
/E
C
：
消
費
者
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
遠
隔
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
２００２
年
９
月
２３
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令
２００５
/６０
/E
C
：
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
も
し
く
は
テ
ロ
リ
ス
ト
金
融
の
目
的
で
の
金
融
制
度
の
利
用
の
防
止
に
関
す
る
２００５
年
１０
月
２６
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令
２００６
/４８
/E
C
：
信
用
機
関
の
設
立
と
運
用
に
関
す
る
２００６
年
６
月
１ ４
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の
指
令
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２００７
/６４
/E
C
：
本
指
令
２００９
/１１１
/E
C
：
３
条
に
お
い
て
、
本
指
令
１
条
１
項
⒜
を
改
正
＊
　
以
下
の
指
令
か
ら
の
引
用
条
数
等
は
主
要
な
箇
所
の
み
で
、
網
羅
的
で
は
な
い
。
＊
　
英
独
仏
の
表
現
を
比
較
す
る
と
、
ド
イ
ツ
語
が
や
や
意
訳
的
に
な
っ
て
い
る
点
が
多
い
と
感
ぜ
ら
れ
る
。
agent, A
gent, agent：
代
行
者
（
４
条
２２
）
authentication, A
uthentifizierung, authentification：
認
証
（
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
る
支
払
手
段
等
の
検
証
手
続
、
４
条
１９
）
aut horisation, Zulassung, agrém
ent：
１
．
認
可
（
支
払
機
関
と
し
て
の
認
定
、
５
条
タ
イ
ト
ル
）
authorisation, A
utorisierung, autorisation
２
．
権
限
付
与
（
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
よ
る
支
払
処
理
実
行
の
同
意
、
第
４
編
第
２
章
表
題
）
*　
独
仏
語
に
よ
る
指
令
は
上
記
の
よ
う
に
、
二
つ
の
場
合
に
応
じ
て
用
語
を
区
別
し
て
い
る
。
autom
ated teller m
achine, m
ultifunktionaler B
ankautom
at, distributeur autom
atique de billets：
現
金
自
動
出
納
機
（
３
条
⒪
）
basic inform
ation, grundlegende Inform
ation, inform
ation de base：
基
本
情
報
（
前
加
文
（
28））
bill-paying service, B
ezahldienst, service de paiem
ent de factures ：
請
求
書
支
払
サ
ー
ビ
ス
（
前
加
文
（
７
））
bloc k, sperren, bloquer：
利
用
制
限
（
４２
条
５
項
⒝
）
branch, Zw
eigniederlassung, succursale：
支
店
（
４
条
２９
）
burden of proof, B
ew
eislast, charge de la preuve：
立
証
負
担
（
33
条
）
business day, G
eschäftstag, jour ouvrable：
営
業
日
（
４
条
２７
）
clearing house, C
learingstelle, cham
bre de com
pensation：
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
３
条
⒣
）
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collection order, Inkassoauftrag, ordre de débit：
振
替
委
託
（
前
加
文
（
43））
com
m
ercial agent, H
andelsagent, agent com
m
ercial：
商
事
代
理
人
（
３
条
⒝
）
com
petent authority, zuständige B
ehörde, autorité com
pétente：
管
轄
当
局
（
第
２
編
第
３
節
タ
イ
ト
ル
）
＊
吉
村
・
白
神
は
、「
所
管
当
局
」
と
訳
出
com
prom
ise, m
issbrauchen, risque d’utilisation frauduleuse：
危
殆
化
さ
せ
る
（
前
加
文
（
32））
consent, Zustim
m
ung, consentem
ent：
同
意
（
54
条
タ
イ
ト
ル
）
consum
er, V
erbraucher, consom
m
ateur：
消
費
者
（
４
条
１１
）
contingent credit , G
utschrift unter V
orbehalt, crédité de m
anière conditionnelle：
暫
定
信
用
（
前
加
文
（
37））
credit institution, K
reditinstitut, les établissem
ents de crédit：
信
用
機
関
（
１
条
１
項
⒜
）
＊
吉
村
・
白
神
１２０
頁
注
２
は
「
銀
行
」
credit line, K
reditlinie, une ligne de crédit：
与
信
枠
（
55
条
２
項
）
credit transfer, Ü
b erw
eisung, virem
ent：
口
座
振
込
（
付
録
３
）
currency conversion, W
ährungsum
rechnung, conversion m
onétaire：
通
貨
交
換
（
49
条
タ
イ
ト
ル
）
cut-off tim
e, ein bes tim
m
er Zeitpunkt, une heure lim
ite：
締
切
時
点
（
64
条
）
＊
吉
村
・
白
神
１５６
頁
注
１６７
で
は
「
受
付
締
切
時
限
」
deposit, hinterlegen, déposer：
預
け
る
（
９
条
１
項
⒜
）
derogation, A
usnahm
e, dérogation ：
特
則
、
適
用
排
除
（
34
条
）
direct debit, Lastschrift, prélèvem
ent：
口
座
振
替
（
４
条
２８
）
distance contract, V
ertragsabschlüsse im
 Fernabsatz, contrats à distance：
遠
隔
契
約
（
前
加
文
（
56））
durable m
edium
, dauerhafter D
atenträger, support durable：
耐
久
性
あ
る
媒
体
（
４
条
２５
）
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electronic paym
ent instrum
ent, elektronische Zahlungsinstrum
ente, instrum
ents de paiem
ent électronique：
電
子
支
払
手
段
（
前
加
文
（
３
））
electronic m
oney institution, E
-G
eld-Institute, les établissem
ents de m
onnaie électronique：
電
子
マ
ネ
ー
機
関
（
１
条
１
項
⒝
）
essential info rm
ation, w
esentliche Inform
ation, inform
ation essentielle：
本
質
的
情
報
（
２５
条
４
項
）
exchange rate, W
echselkurs, le taux de change：
為
替
レ
ー
ト
（
３ ７
条
１
項
⒟
）
execution tim
e, A
usführungsfrist, le délai d’exécution：
実
行
期
間
（
３７
条
１
項
⒝
）
finality, E
ndgültigkeit, caractère définitif：
フ
ァ
イ
ナ
リ
テ
ィ
（
前
加
文
（
38））
financial institution, Finanzinstitute, établissem
ents financiers：
金
融
機
関
（
８８
条
２
項
）
financial year, G
eschäftsjahr, exercice：
財
務
年
（
５
条
⒝
）
fixed period, eine bestim
m
te Laufzeit, une durée determ
inée：
期
間
の
定
め
（
４５
条
２
項
）
four-party card schem
e, die V
ier-Pa rteien-K
artensystem
e, les systèm
es de cartes faisant intervenir quatre parties：
四
当
事
者
カ
ー
ド
ス
キ
ー
ム
（
前
加
文
（
16））
＊
吉
村
・
白
神
１５０
頁
で
は
、「
複
数
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
者
等
の
間
で
資
金
決
済
を
行
う
シ
ス
テ
ム
」
と
説
明
さ
れ
る
。
fram
ew
ork contra ct, Rahm
envertrag, contra-cadre：
枠
契
約
（
４
条
１２
）
fraudulent use, betrügerische V
erw
endung, utilisation frauduleuse：
詐
欺
的
利
用
（
５５
条
２
項
）
fr eedom
 to provide service, D
ienstleistungsfreiheit, régim
e de libre prestation de services：
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
（
１０
条
９
項
）
fund, G
eldbetrag, fonds：
資
金
（
４
条
15）
good practice, die gute Praxis, les bonnes pratiques：
よ
い
慣
行
（
前
加
文
（
19））
group, G
ruppe, groupe：
企
業
集
団
（
４
条
３０
）
hom
e M
em
ber State, H
erkunftsm
itgliedstaat, É
tat m
em
bre d’origine：
本
国
加
盟
国
（
４
条
１
）
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host M
em
ber State, A
ufnahm
em
itgliedstaat, É
tat m
em
bre d’accueil：
受
入
先
加
盟
国
（
４
条
２
）
indefinite period, auf unbestim
m
te Zeit, une durée indéterm
inée：
期
間
の
定
め
の
な
い
（
４５
条
２
項
）
initial capital, A
nfangskapital, capital initial：
当
初
資
本
（
５
条
⒞
）
irrevocability, U
nw
iderruflichkei t, irrévocabilité ：
非
撤
回
可
能
性
（
66
条
タ
イ
ト
ル
）
inform
ation requirem
ent, Inform
ationspflicht, exigences en m
atière d’inform
ations：
情
報
提
供
要
件
（
第
３
編
タ
イ
ト
ル
）
in form
ed decision, in K
enntnis der Sachlage zu entscheiden, une décision en connaissance de cause：
情
報
を
提
供
さ
れ
た
上
で
の
判
断
（
34
条
１
項
⒜
）
in term
ediary, zw
ischengeschaltete Stelle, qualité d’interm
édiaire：
仲
介
者
（
３
条
⒧
）
low
-value paym
ent instrum
ent, K
leinbetragszahlungsinstrum
ente, les instrum
ents de paiem
ent relatifs à des m
ontants faibles：
低
価
値
支
払
手
段
（
34
条
タ
イ
ト
ル
）
m
axim
am
 execution tim
e,  m
axim
ale A
usführungsfrist, le délai d’exécution m
axim
al：
最
大
実
行
時
間
（
３７
条
１
項
⒝
）
m
eans of distance com
m
unication, Fernkom
m
unikationsm
ittel, m
oyen de com
m
unication à distance：
遠
隔
通
信
手
段
（
４
条
２４
）
m
icro enterprise, K
leinstunternehm
en, m
icroentreprise：
小
企
業
（
４
条
26）
m
isappropr iation, m
issbräuchliche V
erw
endung, détournem
ent：
悪
用
（
５６
条
１
項
⒝
）
m
oney rem
ittance, Finanztransfer, transm
ission de fonds：
送
金
（
４
条
１ ３
）
notification deadline, A
nzeigefrist, le délai de notification：
通
知
期
限
（
前
加
文
（
31））
out-of-court resolution of conflict, V
erfahren zur B
eilegung von Streitigkeiten, résolution extrajudiciaire des litiges：
裁
判
外
紛
争
解
決
（
前
加
文
（
51））
ow
n fund, E
igenm
ittel, fonds propres：
自
己
資
金
（
７
条
）
paper cheque, Papierscheck, un chèque papier：
紙
小
切
手
（
３
条
⒢
⒤
）
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payee, Zahlungsem
pfänger, bénéficiaire：
受
取
人
（
４
条
８
）
payer, Zahler, payeur：
支
払
人
（
４
条
７
）
paym
ent account, Zahlungskonto, com
pte de paiem
ent：
支
払
口
座
（
４
条
14）
paym
ent institution, Zahlungsinstitut, établissem
ents de paiem
ent：
支
払
機
関
（
４
条
４
）
＊
吉
村
・
白
神
１２０
頁
は
「
決
済
サ
ー
ビ
ス
機
関
」
paym
ent instrum
ent, Zahlung sinstrum
ent, instrum
ent de paiem
ent：
支
払
手
段
（
４
条
２３
）
＊
ド
民
で
は
、
支
払
認
証
手
段
（
§
６７５
jな
ど
）
paym
ent order, Zahlungsauftrag, ordre de paiem
ent：
支
払
委
託
（
４
条
１６
）
＊
吉
村
・
白
神
は
、「
決
済
指
図
」
paym
ent prom
i se, Zahlungsversprechen, une prom
esse de paiem
ent：
支
払
約
束
（
前
加
文
（
37））
paym
ent service, Zahlungsdienst, services de paiem
e nt：
支
払
サ
ー
ビ
ス
（
４
条
３
）
paym
ent service provider, Zahlungsdienstleister, prestataire de services de paiem
ent：
支
払
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
（
４
条
９
）
paym
ent service user, Zahlungsdienstnutzer, utilisateur de services de paiem
ent：
支
払
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
（
４
条
１０
）
paym
ent system
, Zahlungssystem
, systèm
e de paiem
ent：
支
払
シ
ス
テ
ム
（
４
条
６
）
paym
ent transaction, Zahlungsvorgang, opération de paiem
ent：
支
払
処
理
（
４
条
５
）
＊
吉
村
・
白
神
１２１
頁
注
６
は
「
決
済
取
引
」、
高
橋
ほ
か
・
イ
ン
タ
［
第
４
版
］（
平
田
）
２１３
頁
で
は
「
支
払
過
程
」
period of notice, K
ündigun gsfrist, un délai de préavis：
告
知
期
間
（
45
条
１
項
）
personal identity num
ber, persönliche Identifikationsnum
m
er, num
éro d’identification personnel：
個
人
特
定
番
号
（
前
加
文
（
37））
personalised security features, personalisierte Sicherheitsm
erkm
ale, dispositifs de sécurité personnalisés：
個
人
化
さ
れ
た
安
全
特
徴
（
４
条
１９
）
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＊
吉
村
・
白
神
１５４
頁
注
１６２
で
は
、「
本
人
確
認
手
段
」
point in tim
e of irrevocability; Zeitpunkt, an dem
 die U
nw
iderruflichkeit eintritt; le m
om
ent d’irrévocabilité：
撤
回
不
可
時
点
（
５４
条
３
項
）
point in tim
e of receipt; Zeitpunkt, ab dem
 ein Zahlungsauftrag eingegangen gilt; m
om
ent de réception：
受
領
時
点
（
４２
条
２
項
（
d））
post office giro institution, Postscheckäm
ter, les offices de chèques postaux：
郵
便
局
振
替
機
関
（
前
加
文
（
８
））
postal m
o ney order, Postanw
eisung, un m
andat postal：
郵
便
為
替
（
３
条
⒢
ⅶ
）
pre-financing, V
orfinanzierung, une avance：
事
前
金
融
（
前
加
文
（
37））
prepaid pa ym
ent instrum
ent, Zahlungsinstrum
ente auf G
uthabenbasis, les instrum
ents de paiem
ent prépayés：
前
払
支
払
手
段
（
３４
条
２
項
）
principle of subsidiarity, Subsidiaritätsprinzip, principe de subsidiarité：
補
充
性
の
原
則
（
前
加
文
（
60））
principle of proportionality, G
rundsatz der V
erhältnism
äßigkeit, principe de proportionnalité：
比
例
性
の
原
則
（
前
加
文
（
60））
prior inform
ation, vorvertragliche U
n terrichtung, inform
ation préalable：
事
前
の
情
報
提
供
（
31
条
）
professional secrecy, B
erufsgeheim
nis, secret professionnel：
職
業
上
の
秘
密
（
22
条
）
qu alifying holding, qualifizierte B
eteiligung, une participation qualifiée：
一
定
の
規
模
で
の
保
有
（
５
条
⒣
）
redress, Streitbeilegung, recours：
補
償
、
救
済
（
第
４
編
第
５
章
タ
イ
ト
ル
）
reference exchange rate, Referenzzinssatz, taux d’intérêt de référence：
参
照
交
換
率
（
４
条
２０
）
rem
ittance service, Finanztransferdienst, services de transm
ission de fonds：
送
金
サ
ー
ビ
ス
（
前
加
文
（
15））
refund, E
rstattung, Rem
boursem
ents：
返
金
（
62
条
，
63
条
）
repayable fund, rückzahlbare G
elder, fonds rem
boursable：
払
戻
し
可
能
な
資
金
（
１６
条
２
項
）
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revocation, W
iderruf, révocation：
撤
回
（
前
加
文
（
38））
right of establishm
ent, N
iederlassungsrecht, droit d’établissem
ent：
設
立
の
権
利
（
25
条
タ
イ
ト
ル
）
securities settlem
ent system
, W
ertpapierabw
icklungssystem
, règlem
ent des opérations sur titres：
有
価
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
（
３
条
⒣
）
series of  paym
ent transactions, m
ehrere Zahlungsvorgänge, une série d’opérations de paiem
ent：
一
連
の
支
払
処
理
（
54
条
２
項
）
single paym
ent transaction, E
inzelzahlungen, opérations de paiem
ent isolées：
単
一
支
払
処
理
（
第
３
編
第
２
章
タ
イ
ト
ル
）
spending lim
it, A
usgabenobergrenze, une lim
ite de dépenses：
利
用
上
限
（
34
条
１
項
）
subparagraph, U
nterabsatz, alinéa：
副
項
（
１７
条
７
項
）
subsequent inform
ation, nachträgliche Inform
ation, i nform
ation fournies par la suite：
事
後
の
情
報
提
供
（
前
加
文
（
24））
three party card schem
e, D
rei-Parteien-K
artensystem
e, les systèm
es de cartes faisant intervenir trois parties：
三
当
事
者
カ
ー
ド
ス
キ
ー
ム
（
前
加
文
（
17））
transposition period, U
m
setzungsfrist, délai de transpos ition：
国
内
法
化
期
限
（
前
加
文
（
54））
unauthorised paym
ent transaction, nicht autorisierte Zahlungsvorgänge, opérations de paiem
ent  non autorisées：
無
権
限
支
払
処
理
（
58
条
タ
イ
ト
ル
）
unique identifier, K
undenidentifikator, identifiant unique：
単
一
識
別
子
（
４
条
２１
）
＊
吉
村
・
白
神
１５９
頁
で
は
、「
個
人
識
別
情
報
」
＊
ド
民
で
は
、
顧
客
標
識
（
§
６７５
r）
value date, value dating; W
ertstellungsdatum
; date de valeur：
付
利
息
日
、
利
息
発
生
起
算
日
（
４
条
17）
voucher, G
utschein, un titre de service：
有
価
証
券
（
３
条
⒢
⒱
）
w
aive, w
aiver; absehen; déroger：
適
用
制
限
、
適
用
免
除
（
26
条
）
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w
ithdraw
al (of consent); E
ntzug, W
iderruf; retrait：
取
消
（
認
可
（
12
条
[authorisation]）
の
）、
撤
回
（
同
意
（
54
条
[consent]）
の
）
＊
　
英
仏
は
一
語
、
独
は
場
合
に
応
じ
て
訳
し
分
け
る
。
吉
村
・
白
神
は
い
ず
れ
も
「
撤
回
」
